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　久米島町では、これまで平成 28 年度から令和 7 年度までの 10 年間を計画

期間とする「第２次久米島町総合計画基本構想」（以下「第 2 次基本構想」と

しています。）、並びに平成 28 年度から令和 2 年度までの５年間を計画期間と

する「前期基本計画」及び「久米島町まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策

定し、各種施策を推進してきました。

　このたび前期基本計画と総合戦略が同時期に計画期間を終了するとともに、

総合計画と総合戦略の目指す方向性は同一のものであること、そして行政改革

大綱についても実効性を一層高めるために、後期基本計画及び総合戦略と一体

的に策定することとしました。（以下「後期基本計画」としています。）

　今回策定した後期基本計画は、行政のマネジメントのための計画と位置づけ、

第２次基本構想で定めた行政の役割を具現化する「行政の計画」として策定作

業を進めました。策定後の運用については、継続的な改善を行い、着実に町政

の発展を図っていきます。

　さらに、久米島町も持続可能な自治体であり続けるために、後期基本計画で

は、2015 年に国連サミットで掲げられ、国や県でも推進しているＳＤＧｓの

理念を取り入れました。ＳＤＧｓは、「誰一人取り残さない」ことを念頭に、

2030 年までに持続可能なより良い世界を目指すものです。行政だけではなく、

町民や民間企業と協力し、ＳＤＧｓの 17 のゴールと 169 のターゲットを意識

した事業展開を積極的に行うことにより、久米島町内外の方にとって住みやす

く訪れやすいまちづくりを進めていきます。

　現在、世界中で猛威を振るっている新型コロナウイルス感染症が社会全体に

甚大な影響をもたらしており、経済・生活環境などあらゆる面において、新た

な生活様式への転換が求められています。後期基本計画ではこのような状況も

考慮いたしました。

　結びに、後期基本計画の策定にあたり、貴重なご意見やご提言をいただきま

した町民の皆さまをはじめ、久米島町振興計画審議会の皆さまや関係機関の皆

さまに、心からお礼を申し上げるとともに、今後も久米

島町の発展のため格段のご指導・ご協力を賜りますよう

お願い申し上げます。

島人みんなで織り上げる未来を目指して
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第 2 次久米島町総合計画の将来像

久米島が先人たちから受け継いできた強さとは何でしょう。

古来先人たちが守り抜いてきた海と土と豊富な水。

農業・漁業での自給自足を礎とする独立国家、それがかつての久米島でした。

周辺の強大な国家と対等に渡り合い、交易で繁栄し、多様な文化を受け入れ育む。

教育と技を重んじて「ひとづくり」「ものづくり」を推し進め

豊かな暮らしを営んでいた久米島。

その基盤となる豊かな自然と共に生きる智慧は、

今も、久米島の遺伝子としてこの島に残っています。

激変する社会の情勢の中で、久米島の遺伝子に深く根付いた「久米島らしい未来」を描く。

食糧の自立、経済の自立、エネルギーの自立、文化・教育の自立。

島人同士がつながり、さらに、島外の智慧や力とつながる。

抜本的な解決が必要な「人口減少に歯止めをかける」という課題と向き合いながら

さまざまな住民ニーズを抽出し、その解決策を考え、島人の幸福を築くには

「内を充たし、外からいざなう」ための取り組みが必要です。

『すべての人が活き活きと暮らせる島』になること。

『外から人を惹きつける島』になること。

数々の工程を経て丁寧に織り上げられるからこそ美しい「久米島紬」のように、

島人一人一人が強い意志と絆でつながり合い、縦糸と横糸のように夢と営みを交差させ

「つむぐ」ことで、久米島の未来を織り上げる。

『夢つむぐ島』　―島人みんなで織り上げる未来―　が今、始まります。
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総合計画の目標

　「住民がずっと住み続けられる島づくり」と「交流人口・定住人口の増加」はもはや個別の政策ではなく、

あらゆる分野に関わる人が立場を超えて密接に連携して、初めて実現できるものです。

　第２次久米島町総合計画では、2025 年（令和 7 年）の島の目標人口を８, ５００人とし、そこに向

けて官民一体となり、それぞれが「自分ごと」としてこの問題に取り組んで行くことを目指します。

　島で生まれ育った人、帰ってきた人、移住してきた人。縁あって島に暮らす、すべての人が生涯を通

して、安全で活き活きと暮らすことができる島を目指します。

　毎年１００人のスケールで人口減少する理由の背景を探っていくと、単に産業が活性化し雇用が増え

ればいい、単に医療体制を充実させれば解決するという単純な施策では済まないことに気付きます。出

産から子育て、教育、仕事、老後まで人生のそれぞれの局面でいくつもの「島を離れる」理由となる問

題があり、それらの課題は複雑に絡み合っています。当然、それを解決するための施策も総合的・多角

的に連携するものでなくてはなりません。

２０２５年（令和7年）の人口目標を８,５００人とします。

すべての世代が活き活きと暮らせる島づくり
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総合計画の構成と期間

計画の位置づけと役割

　平成２８年３月に策定した「第２次久米島町総合計画」は、将来にわたってすべての世代が活き活き

と暮らすことができるまちの実現を目指し、久米島町が目指す将来像を示すとともに、それをいかにし

て実現するかという４４の施策を掲げた最上位計画です。

　久米島町の総合計画は、「基本構想」・「基本計画」・「実施計画」の三層構造としています。

【基本構想（計画期間１０か年度）】

　まちづくりの基本方針と施策の大綱を総括的に取りまと

めたものです。

【基本計画（計画期間５か年度）】

　基本構想を実現するための施策の内容を体系的に示した

ものです。将来の社会経済情勢の変化などに的確に対応す

るため、中間年次となる令和２年度に見直しを行います。

【実施計画（計画期間３か年度）】

　基本計画で定めた施策内容を計画的かつ効率的に実施す

るため、向こう３か年度の具体的な事業内容を明らかにし

たものです。現実と長期計画のズレを埋め、財政状況に応

じて事業の見直しや部分的な修正を行うことができるよ

う、毎年度 PDCA サイクルによって見直しを行います。

　総合計画は、久米島町の最も上位の計画であることを踏まえ、久米島町全体のまちづくりを進めるに

あたって、総合計画、総合戦略及び行革大綱を一体的に包括して改定します。

�総合計画は、町の行政施策を総合的・体系的に示す計画です。基本構想
と基本計画及び実施計画によって構成されます。

地方創生を推進するため、人口減少や東京圏への人口集中を食い止め、
地方を活性化するための市町村計画です。人口の目標を示す人口ビジョ
ンと、それを実現するための施策を示す総合戦略により構成されます。

行財政改革に関する基本的な考え方や、取り組みを実行していくための
方針を定めたものです。
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ー第2次久米島町総合戦略ー
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出産できる島の実現
出産サポートの充実

 子育て支援体制の充実
子どもの遊び場の充実
発達障がい児の支援充実
子ども健康プロジェクトの推進

 幼児教育の充実
小中学校教育の充実
高校教育の充実
 文化・社会教育環境の充実
 生涯学習体制の充実

 連携する産業振興体制づくり
くらしの立つ農業地域づくり
多面的な漁業の振興
製造業の振興
商業・サービス業の振興
働きやすい職場環境の整備

 交通の便利な島づくり
安全な水の安定供給
ゴミのない島づくり
環境を守る下水道・し尿処理
 安心して暮らせる島づくり
災害に強い島づくり
快適な住環境づくり
島民の健康づくり推進
 スポーツ・レクリエーションの振興
福祉の充実
多様なニーズに応えられる町づくり

 高齢者の生きがいある暮らしづくり
高齢者の健康増進
 高齢者が安心して暮らせる島づくり

新しいビジネスの創出
未来を見据えた人材育成
 伝統文化の継承と文化遺産の保護・活用
食料自給率の向上
 再生可能エネルギーによるエネルギー自給率向上
島の豊かな自然資源の保護・活用
 連携する総合計画推進
住民にわかりやすく効率的な行財政運営

久米島らしいライフスタイル・ブランドの確立
情報発信力の強化
交流文化の推進
観光の振興
移住定住促進体制の充実　
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「生まれる」世代のために 安心して「出産」できる島の実現

出産できる島の実現

現状と課題現状と課題
　出生数
　　◆ 直近 10 年間における本町の出生者数は、平

成 23 年の 90 名が最も多く、令和２年は 72

名となっています。

　　◆ 人口減少に伴い、若い年代が減少することで、

出生者数や合計特殊出生率が低くなることが

想定されています。

　出産体制
　　◆ 不妊治療は島外の医療機関を複数回受診する

必要があるため、経済的・心理的負担が大き

くなっています。

　　◆ 令和 3 年現在、本島から巡回診療を行う医師

により、島内での妊婦健診受診は可能ですが、

より精密な検査や突発的な事態には対応でき

ないため、島外の医療機関を受診する必要が

あります。

　　◆ 分娩可能な医療機関が島内になく、分娩時期

においては、島外での長期滞在となるため、

妊婦とその家族への経済的・心理的な負担が

あります。

資料：人口動態保健所・市町村別統計

資料：住民基本台帳（12月末時点）

1.83 1.74 1.86 1.93

1.99 1.93

2.31
2.07

H10-H14 H15-H19 H20-H24 H25-H29

合計特殊出生率
沖縄県
久米島町

8,616 人

7,694 人

90人

59人

72人

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

人口と年間出生数の推移
人口総数
出生数

関連データ
現状に関連するグラ
フや表、写真等を掲
載しています。

島づくりの目標
8 つの分野と関連する
目標を示しています。

施策大項目
総合計画で示す 44 の施策の柱を示して
います。

分野別アイコン
8 つの分野の目標アイ
コンとテーマカラー
を示しています。

現状と課題
町の現状や課題、取り
組み状況を記載して
います。

　後期基本計画の各施策については、下記のような構成となっています。

SDGs
施策に関連する SDGs
のアイコンを表示し
ています。

後期基本計画の見方
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13

施策の展開施策の展開
　安心して出産できる体制の整備� 福祉
　　◆ 不妊治療や妊婦健診の受診費・渡航費の助成を継続・拡充します。

　　◆ 島内でも安心して妊娠期を過ごせるよう医療体制の充実を図ります。

　　◆ 多胎妊娠や若年妊娠等、様々な状況の妊婦が安心して出産を迎えられるよう

に支援を行います。

　　◆ 町外の医療機関等で出産する際に、安全で安心した出産が迎えられるように

渡航費・滞在費等の一部助成（出産助成金）を継続し、妊産婦やその家族の

経済的負担の軽減を図ります。

目指そう指標目指そう指標

合計特殊出生率
基準値（平成29年） 目標値（令和7年）

2.312.07

出生数
基準値（令和元年） 目標値（令和7年）

85人62人

合計特殊出生率
　15 歳から 49 歳の女性
の、年齢別出生率を合計
した指標。一人の女性が
平均して一生の間に何人
の子供を産むかを表して
います。

キーワード
施策の関連するキーワードを
解説しています。

施策の展開
施策の取り組みの方向性や、
具体的に取り組んでいくこと
を記載しています。

担当課（主導又は司令塔となる課）アイコン
施策の実施を担当する課、又は主導、司令塔となる課を示してい
ます。

フリースペース
自由に書き込めるメモ欄
施策の進捗や課題、気が付い
たことを記入できます。

目指そう指標
施策や施策に基づき実施される事業は多岐にわたります
が、「目指そう指標」はそれぞれの施策や事業に対する目
標達成の指標（KPI）を示すものです。
施策に対する「目指そう指標」の一覧表は 115 ～ 120 ペー
ジに掲載しています。

ＫＰＩ：重要業績評価指標
　　　　（Key Performance Indicator）
　　　　 ＫＰＩとは、目標を達成する上で、その達成度

合いを計測・監視するための定量的な指標です。
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基
本
構
想

行
革
大
綱

参
考
資
料

後
期
基
本
計
画
（
総
合
戦
略
）

生
ま
れ
る

育
つ

学
ぶ

働
く

暮
ら
す

老
い
る

次
世
代

島
を
訪
れ
る
、島
に
帰
る

持続可能な開発目標
　誰ひとり取り残されることなく、人類が安定してこの地球で暮らし続けることができ
るように、世界のさまざまな問題を整理し、解決に向けて具体的な目標を示したのが、
SDGs（Sustainable Development Goals- 持続可能な開発目標）です。
　2015 年に国連で採択され、国際社会は一致団結して、2030 年までにこの目標を達
成しよう、と合意しました。久米島町としても、SDGｓの推進に積極的に努力していき
ます。

17の目標

参考：公共財団法人　日本ユニセフ協会　SDGｓＣＬＵＢ

SDGs

SDGs
1. 貧困をなくそう

2. 飢餓をゼロに

3. すべての人に健康と福祉を

4. 質の高い教育をみんなに

５. ジェンダー平等を実現しよう

6. 安全な水とトイレを世界中に

8. 働きがいも経済成長も

7. エネルギーをみんなに
　　そしてクリーンに

9. 産業と技術革新の基盤をつくろう

10. 人や国の不平等をなくそう

12. つくる責任 つかう責任

13. 気候変動に具体的な対策を

14. 海の豊かさを守ろう

15. 陸の豊かさも守ろう

16. 平和と公正をすべての人に

17. パートナーシップで目標を
　　　達成しよう

11. 住み続けられるまちづくりを

地球上のあらゆる形の貧困をなく
そう

飢えをなくし、だれもが栄養のある食糧
を十分に手に入れられるよう、地球の環
境を守り続けながら農業を進めよう

だれもが健康で幸せな生活を
送れるようにしよう

だれもが公平に、良い教育を受け
られるように、また一生に渡って
学習できる機会を広めよう

男女平等を実現し、すべての女性
と女の子の能力を伸ばし、可能性
を広げよう

災害に強いインフラを整え、新しい
技術を開発し、みんなに役立つ安定
した産業化を進めよう

だれもが安全な水とトイレを利用
できるようにし、自分たちでずっ
と管理していけるようにしよう

みんなの生活を良くする安定した経
済成長を進め、だれもが人間らしく
生産的な仕事ができる社会を作ろう

すべての人が、安くて安全で現代的なエ
ネルギーをずっと利用できるようにしよう

世界中から不平等を減らそう

だれもがずっと安全に暮らせて、
災害にも強いまちをつくろう

生産者も消費者も、地球の環境と
人々の健康を守れるよう、責任あ
る行動をとろう

気候変動から地球を守るために、
今すぐ行動を起こそう

海の資源を守り、大切に使おう

陸の豊かさを守り、砂漠化を防い
で、多様な生物が生きられるよう
に大切に使おう

平和でだれもが受け入れられ、
すべての人が法や制度で守られる
社会をつくろう

世界のすべての人がみんなで協力
しあい、これらの目標を達成しよう



島づくりの目標

生まれる
世代のために

施策１

施策２　　

出産できる島の実現

出産サポートの充実

安心して「出産」できる島の実現



12

基
本
構
想

行
革
大
綱

参
考
資
料

後
期
基
本
計
画
（
総
合
戦
略
）

生
ま
れ
る

育
つ

学
ぶ

働
く

暮
ら
す

老
い
る

次
世
代

島
を
訪
れ
る
、島
に
帰
る

［
施
策
1
］

「生まれる」世代のために 安心して「出産」できる島の実現

出産できる島の実現

現状と課題現状と課題
　出生数
　　◆ 直近 10 年間における本町の出生者数は、平

成 23 年の 90 名が最も多く、令和２年は 72

名となっています。

　　◆ 人口減少に伴い、若い年代が減少することで、

出生者数や合計特殊出生率が低くなることが

想定されています。

　出産体制
　　◆ 不妊治療は島外の医療機関を複数回受診する

必要があるため、経済的・心理的負担が大き

くなっています。

　　◆ 令和 3 年現在、本島から巡回診療を行う医師

により、島内での妊婦健診受診は可能ですが、

より精密な検査や突発的な事態には対応でき

ないため、島外の医療機関を受診する必要が

あります。

　　◆ 分娩可能な医療機関が島内になく、分娩時期

においては、島外での長期滞在となるため、

妊婦とその家族への経済的・心理的な負担が

あります。

資料：人口動態保健所・市町村別統計

資料：住民基本台帳（12月末時点）

1.83 1.74 1.86 1.93

1.99 1.93

2.31
2.07

H10-H14 H15-H19 H20-H24 H25-H29

合計特殊出生率
沖縄県
久米島町

8,616 人

7,694 人

90人

59人

72人

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

人口と年間出生数の推移
人口総数
出生数
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施策の展開施策の展開
　安心して出産できる体制の整備� 福祉
　　◆ 不妊治療や妊婦健診の受診費・渡航費の助成を継続・拡充します。

　　◆ 島内でも安心して妊娠期を過ごせるよう医療体制の充実を図ります。

　　◆ 多胎妊娠や若年妊娠等、様々な状況の妊婦が安心して出産を迎えられるよう

に支援を行います。

　　◆ 町外の医療機関等で出産する際に、安全で安心した出産が迎えられるように

渡航費・滞在費等の一部助成（出産助成金）を継続し、妊産婦やその家族の

経済的負担の軽減を図ります。

目指そう指標目指そう指標

合計特殊出生率
基準値（平成29年） 目標値（令和7年）

2.312.07

出生数
基準値（令和元年） 目標値（令和7年）

85人62人

合計特殊出生率
　15 歳から 49 歳の女性
の、年齢別出生率を合計
した指標。一人の女性が
平均して一生の間に何人
の子供を産むかを表して
います。
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本
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大
綱
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資
料

後
期
基
本
計
画
（
総
合
戦
略
）

生
ま
れ
る

育
つ

学
ぶ

働
く

暮
ら
す

老
い
る

次
世
代

島
を
訪
れ
る
、島
に
帰
る

［
施
策
2
］

「生まれる」世代のために 安心して「出産」できる島の実現

出産サポートの充実

現状と課題現状と課題
　産前産後の支援
　　◆ 妊婦やその家族をとりまく環境が多様化して

おり、特に若年妊婦へのサポートが必要と

なっています。　　

　　◆ 親子健康手帳（母子手帳）交付時に妊娠期や

乳幼児期の生活・栄養について、保健師と栄

養士から相談・指導を行っています。

　　◆ 島内における産前産後の母子へのサポート体

制が必ずしも十分ではありません。

　　◆ 第 2 子以降の出産の場合、先に生まれた子

を島に残すことが、妊婦とその家族の不安と

なっています。

　　◆ 住民アンケートにおいても、産前産後の満足

度が 18％と低い結果となっています。
資料：令和2年住民アンケート（n=482）

資料：福祉課資料

種類 支援目的 助成額等

出産助成金 妊産婦及びその家族の経済的負担の軽減を図る。 25万円

出産奨励金 町の人口増加の促進を図る。

第1子　　　5万円
第2子　　　10万円
第3子　　　15万円
第4子以降　20万円

出産祝品贈呈 子どもの健やかな成長の促進を図る。
紙おむつ、布おむつ、粉ミル
クの購入券(６万円分)

出産に関する経済的支援一覧
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施策の展開施策の展開
　妊娠に関する知識の普及� 福祉
　　◆ 思春期から性についての正しい知識を身に着け、妊娠・出産について主体的

に考える基礎を作るための思春期教育を推進します。

　母子保健の充実� 福祉
　　◆ 保健師と栄養士が連携し、親子健康手帳（母子手帳）交付時から育児期まで

切れ目なく、生活や栄養等について相談・支援を行います。

　妊産婦への支援とケア� 福祉
　　◆ 父母学級等を開催し、出産・子育てに関する不安等を取り除き、安心して出

産を迎えられるよう支援します。

　　◆ 出産奨励金や出産祝い品等を交付し、子育て家庭へ経済的な支援を行います。

　　◆ 産婦健診や産婦・新生児訪問など、産後ケア等の実施により、肉体的・精神

的に不調を感じる産婦を早期に発見し、ケアや治療に努めます。

目指そう指標目指そう指標

低体重児出生率
基準値（令和元年） 目標値（令和7年）

9.4%11.3%



　出産の環境について、「やや不満」および「不満」
の合計が、6割と満足度が低い結果となりました。
　理由をみると、島内に産婦人科がないため、出産や
不妊治療を行う際に困るという意見が多くみられまし
た。また、島内で出産、不妊治療ができないために生
じる経済的・精神的負担や、出産に対する職場の理解
不足など、様々な要因があるようです。
　希望出生に向けた取り組みが大きな課題となってい
ます。

みなさんの声

住民アンケート 結果 ①

計画づくりの流れ計画づくりの流れ

生まれる 世代のために 編

Q．久米島町での出産についてどう感じていますか？

・  1 位：やや不満　35％
・  2 位：不満　　　28％

産婦人科や乳児の病院が無く、島内でお産や不妊治療ができ
ない。（30代女性）

出産のために島外へ出なければならないため、金銭面・精神
面での不安がある。（40代女性）

緊急時や何かあった場合の通院など、どこに相談すればよい
のか対応に不安がある。（40代女性）

出産休暇が取れず仕事をやめなければならない。（30代女性）

2人目以降の出産時が心配…。（40代男性）

やや満足
15％

満足 3％

やや不満
35％

不満
28％

わからない
19％

『前期計画の検証』
ステップ 1

・住民アンケート
・職員ヒアリング

『新たな施策づくり』
ステップ 2

・住民ワークショップ
・職員ワーキンググループ

『方向性の確認』
ステップ 3

・久米島町

・庁内検討委員会

振興計画審議会
これまでの計画 新たな 5年間の計画

現在の生活はどう？

施策の効果はどう？

これからどんな島を
つくっていきたい？

行政として
どう島をサポートする？

計画の方向性に
過不足はないか？

16



島づくりの目標

育　つ
世代のために

施策３

施策４

施策５

施策６　　

子育て支援体制の充実

子どもの遊び場の充実

発達障がい児の支援充実

子ども健康プロジェクトの推進

安心して「子育て」できる島の実現



18

基
本
構
想

行
革
大
綱

参
考
資
料

後
期
基
本
計
画
（
総
合
戦
略
）

生
ま
れ
る

育
つ

学
ぶ

働
く

暮
ら
す

老
い
る

次
世
代

島
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れ
る
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［
施
策
3
］

「育つ」世代のために 安心して「子育て」できる島の実現

子育て支援体制の充実

現状と課題現状と課題
　子育て支援
　　◆ 子育てに係る費用への助成や、放課後児童ク

ラブの開所など、ひとり親世帯や共働き世帯

の子育て支援に取り組んでいます。

　　◆ 平成 30 年 4 月から、地域で子育てをサポー

トする組織として、ファミリーサポートセン

ターを開設し、子どもの一時預かり支援に取

り組んでいます。

　　◆ 子育てに係る関係機関等と連携し、児童虐待

の防止・早期発見や子ども医療の充実、医療

費の軽減対策など支援の充実・強化に取り組

む必要があります。

　　◆ 乳幼児健診、5 才児健診、就学時健診において支援が必要と判断された親子への支援として親子

支援事業を平成 27 年度より実施しているほか、保護者の子育て支援の場を提供しています。

　　◆ 住民アンケートにおいては、島での子育てのしやすさが評価されています。今後は保健・医療体

制の充実、教育・保育の質の向上など、さらなる子育て支援の充実が求められています。

　　◆ 平成 30 年度久米島町子ども調査報告書による本町の貧困世帯の割合は 27.4％となっており、

沖縄県の 25％を 2.4 ポイント上回っています。

　保育環境
　　◆ 保育環境の充実を図るため、公立の保育機関だけではなく、民間の保育園等への支援と連携によ

り、より質の高い保育環境の確保に取り組む必要があります。

　　◆ 乳幼児教育や発達の気になる子への対応のため、保育士や幼稚園教諭の研修を充実させる必要が

あります。

　　◆ 母子保健推進員による乳幼児健診等で早期に発見した、支援が必要な親子の家庭への訪問や、平

成 30 年度から実施している各保育所での歯みがき教室を今後も継続的に取り組む必要がありま

す。

資料：福祉課統計資料
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施策の展開施策の展開
　子育て支援の充実� 福祉 � 教育
　　◆ 引き続き子育てに係る費用への助成や放課後児童クラブを開所するほか、

ファミリーサポートの利用しやすい仕組みづくりに取り組むなど子育て支援

に努めます。

　　◆ 子育て支援施設の利用にかかる経費の負担軽減に努めます。

　　◆ 児童虐待の防止・早期発見など関係機関との連携を図り、切れ目のない支援

に取り組みます。

　　◆ 子どもの医療費の通院対象年齢を中学校卒業まで拡大し、子育て家庭の経済

的負担の軽減に努めます。

　　◆ 親子支援事業（子育て相談、親子療育、子育て講座）の周知に努めるとともに、

内容や実施場所の充実を図ります。

　　◆ 子育てに関する情報や活動、支援を包括的に推進するため、新たな組織体制

を検討します。

　　◆ 乳幼児健康診査について周知徹底を図り、受診率の向上に努めます。

　　◆ 貧困状態にある子育て世帯に対し、必要な支援を検討します。

　保育・幼児教育の充実� 福祉 � 教育
　　◆ 園児・幼児が安全・安心で楽しい保育園・幼稚園生活を過ごせるよう環境整

備に努めます。

　　◆ 保育士の質の向上や関係機関と連携強化を図り、保育環境を充実させること

で、園児・児童の健やかな成長・発達を促進します。

　　◆ 待機児童の解消に必要な保育士の確保に努めます。

　　◆ 快適な保育・幼児教育が図れるよう幼稚園と保育園の 2 つの機能を持ち合わ

せた認定こども園の設置を推進します。

　　◆ 地域に根差した母子保健推進員の活動を強化するため、人員の増加及びスキ

ルアップを推進します。

目指そう指標目指そう指標

ファミリーサポー
ト利用件数

基準値（令和元年） 目標値（令和7年）

160件141件

ファミリーサポートセンター
　育児や介護において、
援助を受けたい人と行い
たい人との橋渡しをし、
相互援助が円滑に行われ
るように調整を行う組織。
または、その制度のこと。

認定こども園
　就学前の子供に幼児教
育と保育の両方を提供し、
また地域における子育て
支援事業を行う施設とし
て、都道府県知事の認定
を受けた施設のこと。
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「育つ」世代のために 安心して「子育て」できる島の実現

子どもの遊び場の充実

現状と課題現状と課題
　子どもの遊び場
　　◆ 公園は、子どもたちにとって魅力的な遊び場

で、アクティビティ、レクリエーションの他、

放課後の子どもたちの居場所として利用され

る重要な公共空間であることから、遊具を含

む施設の維持管理並びに防災・防犯への対策

を徹底する必要があります。

　子どもの居場所
　　◆ 放課後児童クラブの運営に対する費用に助成

を行っています。

　　◆ 公園や学童クラブなど、子ども達が集まる施

設並びに遊び場の適切な維持管理、 ニーズに

応じた環境の改善や機能充実を行い、子ども

たちが安全・安心に過ごせる居場所を確保し、

子育て環境の向上を図る必要があります。

資料：令和2年住民アンケート（n＝482）

仲里公園（令和3年供用開始） ふれあい公園（平成29年供用開始）
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施策の展開施策の展開
　子どもの遊び場の充実� 建設 � 環境 � 総務
　　◆ 公園内の遊具を充実させ、気軽に安全・安心に遊べる憩いの場の確保に努め

ます。

　　◆ 地域の拠点となる公民館等は、放課後の居場所、地域交流・コミュニティの

場として活用を図ります。

　　◆ 公園などの子ども達が集まる施設の安全点検や定期的なパトロールを実施

し、引き続き安全・安心な施設運営に努めます。

　子どもの居場所の充実� 教育 � 福祉
　　◆ 放課後児童クラブの活動に対する支援を継続します。

　　◆ 学年の違う仲間や大人との世代間交流や、様々な体験を通した交流など、つ

ながりを深める活動を推進します。

　　◆ 無料で学習サポートを実施している中学生対象の「まなびや」は、学習はも

とより、居場所の役割も担っていることから、継続して運営を行います。

目指そう指標目指そう指標

子どもの遊び場の
満足度

（住民アンケート）

基準値（令和2年） 目標値（令和7年）

80％50％

アクティビティ
　活気。活動。特に、リゾー
ト地などでのさまざまな
遊びのこと。

レクリエーション
　仕事・勉学などの肉体
的・精神的疲労をいやし、
元気を回復するために休
養をとったり娯楽を行っ
たりすること。
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「育つ」世代のために 安心して「子育て」できる島の実現

発達障がい児の支援充実

現状と課題現状と課題
　発達障がい児への支援
　　◆ 発達障がい児等を支援する放課後等デイサー

ビス・児童発達支援多機能型事業所が令和 2

年 5 月に開所し、サービスの利用が可能と

なっています。

　　◆ 発達障がい児の早期療育を推進するため、外

来医療費の自己負担に対して助成を実施し、

保護者の経済的負担の軽減に取り組んでいま

す。

　　◆ 発達障がいへの理解促進のため、発達障がい

専門職による町民及び支援者向けの講演会を

行う必要があります。

　　◆ 平成 27 年度から子育て相談、親子療育及び子育て講座を実施し、親子への支援をしています。

　発達障がい児の教育
　　◆ 年々増加する支援が必要な幼児児童生徒に対し、それぞれの発達に応じた必要な支援策を講じて

いくことが求められています。

　　◆ 支援を必要とする子の在籍する小中学校の各学級に対して、学級運営が円滑に行えるよう、生活

支援や安全確保などの学習活動上のサポートを行う特別支援教育支援員を配置しています。

資料：福祉課統計資料
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施策の展開施策の展開
　発達障がい児とその家族へのサポート� 福祉 � 教育
　　◆ 発達障がい児を支援するサービスの充実と周知・普及に努めます。　

　　◆ 外来医療費自己負担への助成の継続により、保護者の経済的負担の軽減を図

るとともに、心理的負担の軽減にも努めます。

　　◆ 引き続き、親子への支援を通して、発達障がい児とその家族へのサポートに

努めます。

　　◆ 保護者及び児童生徒が安心して生活を送ることができる体制づくりの強化に

努めます。

　発達障がいへの理解促進� 福祉 � 教育
　　◆ シンポジウムや講演会を通じて、発達障がい児への理解や支援に対する周知・

普及に努め、島民一人ひとりが障がい児をサポートできるコミュニティづく

りを推進します。

　　◆ 福祉課及び教育委員会と関係機関で連携し、発達障がいに対する理解促進や

支援充実に努めます。

　発達障がい児の就学支援� 教育
　　◆ 就学教育相談会を継続実施し、発達に不安を抱えている保護者に対し早期か

らの就学・教育相談を行い、幼児の適性かつ円滑な就学の援助に努めます。

　　◆ 特別支援教育支援員の配置を継続していくとともに、支援員の研修会等を充

実させ、支援員の質の向上に努めます。

　　◆ 特別支援教育就学奨励費の給付を継続し、保護者の経済的負担を軽減すると

ともに、特別支援教育の普及奨励に努めます。

目指そう指標目指そう指標

5歳児健診対象児
童のうち、要フォ
ローと診断された
児童への支援率

基準値（令和2年） 目標値（令和7年）

100％100％

保育所・園におけ
る保育の質の向上
（保育士研修参加
者の割合）

基準値 目標値（令和7年）

90％－
放課後等デイサービス
　障がい児を対象に、放
課後や長期休暇中におい
て生活技能の向上のため
に必要な訓練や社会との
交流の促進等を行う。

※令和 3 年度より集計開始のため基準値の設定はありません。
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「育つ」世代のために 安心して「子育て」できる島の実現

子ども健康プロジェクトの推進

現状と課題現状と課題
　子どもの生活習慣病
　　◆ 本町における成人の特定健診受診者の約 7 割が糖尿病・糖尿病予備軍となっています。

　　◆ 大人と同じ生活をしている子どもたちの健康も危機的状況にあるという懸念から、平成 21 年よ

り児童生徒の採血検査等を行う「子ども健診」を実施しています。

　　◆ 健診では毎年約 2 割の子どもがインスリン値異常などの糖尿病予備軍であり、全国と比較して

10 倍以上の異常率であることがわかっています。

　　◆ 将来の生活習慣病を予防するために、小児科医師による健康教室や保健師・栄養士による個別指

導を実施し、子どもの生活改善に取り組んでいます。

　子どもの健診結果の管理・分析
　　◆ 平成 22 年より乳幼児期から高校生までの健

診結果の一本化を実施しています。

　　◆ 蓄積した健診結果データから、本町における

子どもたちのデータ分析を実施しています。

　　◆ 分析結果より有効な手立てを見出し、周産期

から乳幼児期、学童期、思春期、成人期等の

各ライフステージの保健事業に活用・展開し

ていく必要があります。 

資料：福祉課統計資料
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施策の展開施策の展開
　子どもの健全な身体づくり� 福祉 � 教育 � 給食
　　◆ 子ども健診の実施及び事後経過観察を学校と連携して行い、健診異常率の改

善に努めます。

　　◆ 小中高校と連携し、学校教育の中で、生活習慣病や健康づくりへの学習理解

の促進に引き続き取り組むとともに、子どもの生活改善を推進します。

　　◆ 子どもの健康診断の受診を積極的に実施し、継続的な健診結果の収集や指導

結果のデータ化、結果分析等を通じて、子どもの健全な身体づくりや保健事

業への展開に努めます。

目指そう指標目指そう指標

糖尿病になる可能性が
あり生活の改善が必要
な子の割合【小５】

基準値（令和元年） 目標値（令和7年）

27％30.1％

糖尿病になる可能性が
あり生活の改善が必要
な子の割合【中１】

基準値（令和2年） 目標値（令和7年）

30％33.3％

ライフステージ
　人間の一生における幼
年 期・ 児 童 期・ 青 年 期・
壮年期・老年期などのそ
れぞれの段階。家族につ
いては新婚期・育児期・
教育期・子独立期・老夫
婦期などに分けられます。

※基準値は過去２年間の最低値を設定しています。

※基準値は過去２年間の最低値を設定しています。



満足
16％

やや満足
34％やや不満

27％

不満
8％

わからない
15％

　子どもの遊び場に関して、「満足」および「やや満
足」の合計が半数に留まったものの、7割以上の回答者
が、町での子育てはしやすいと感じていることがわか
りました。
　理由をみると、自然がたくさんあり、子育て環境に
良いとする意見が多くあがった一方、地域によって子
どもが歩ける距離への公園の設置や雨の日に利用でき
る屋根のある空間への要望も見られました。
　公園や子育て支援施設などの立地などを踏まえて、
子育て世帯が住みよい地域づくりが課題となっていま
す。

みなさんの声

住民アンケート 結果 ②
育つ 世代のために 編

Q．久米島町での遊び場についてどう感じていますか？

・  1 位：やや満足　34％
・  2 位：やや不満　27％

自然がたくさんあり、子育て環境としてよい。（40代女性）

安全に遊べる遊具や、雨の日などに遊べる屋内施設などがほ
しい。（30代男性）

各校区など、子ども自身で行くことができるように公園を分
散して配置してほしい。（30代女性）

障がいのある子どもたちも一緒に活動できるよう、特別支援教
育を進めてほしい。（50代女性）

図書館に学童、児童デイ、さらに近々こども園もでき、島で
の子育てが充実してきている。（50代女性）

Q．子育てはしやすいと思いますか？

・  1 位：どちらかと言えばそう思う　55％
・  2 位：そう思う　20％

そう思う
20％

どちらかと言えば
そう思う

55％

思わない
14％

無回答
11％

フォトギャラリー
計画づくりの一幕計画づくりの一幕

住民ワークショップ①

久米島町の産業分野を担う地域経済5団体*の方々とともに、島
の現状や課題、未来について話し合いました。

＊地域経済5団体：久米島商工会、久米島漁業協同組合、JAおきなわ久米島
　　　　　　　　  支店、久米島町観光協会、久米島紬事業協同組合

26



島づくりの目標

学　ぶ
世代のために

施策10

施策11　　

文化・社会教育環境の充実

生涯学習体制の充実

幼児・小中高等学校教育の充実

生涯教育の充実

施策７

施策８

施策９

幼児教育の充実

小中学校教育の充実

高校教育の充実
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現状と課題現状と課題
　幼児教育の重要性
　　◆ 幼児教育の負担軽減や生涯にわたる人格形成の基礎を培う幼児教育を推進するため、令和元年

10 月より幼児教育の無償化を実施しました。

　　◆ 様々な研究結果より、幼児期に質の高い幼児教育を受けることの重要性が示され、幼児教育の現

場にはより一層の保育の質の向上と、教材などを含む環境整備が求められています。

　子育て支援機関との連携
　　◆ 子育て支援に係る関係機関等との連携を深

め、保育士の確保や育成、預かり保育など、

保育環境の向上及び切れ目のない支援を継続

的に取り組む必要があります。

　　◆ 子どもの就学をスムーズに迎えられるよう、

保育施設と幼稚園、小学校、教育委員会との

連携が必要です。

　　◆ 久米島の伝統工芸や文化など様々な各種教

室・講座等を開催し、子どもたちの自主性や

創造力の向上に繋がるきっかけづくりを行っ

ています。

「学ぶ」世代のために 幼児・小中高等学校教育の充実

幼児教育の充実

資料：福祉課統計資料
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施策の展開施策の展開
　就学前教育の充実� 福祉 � 教育
　　◆保育所（園）、幼稚園、小学校と連携し、就学前教育の充実を図ります。

　　◆ 保育士と幼稚園教諭は、年齢にあった発達を促すような関わり方や教材を取

り入れ、質の高い幼児教育を推進します。

　　◆ 安全で充実した預かり保育の運営に引き続き努めます。

　　◆ 関係機関との連携を強化し、切れ目のない子育て支援の体制強化に努めます。

　　◆ 就学前教育に関する資質向上を図るため、保育士や幼稚園教諭を対象とした

研修の開催に努めます。　　

　　◆ 自主性や創造力など幼児の能力向上につながる各種教室・講座等の開催に努

めます。

目指そう指標目指そう指標

幼稚園就園率
基準値（令和2年） 目標値（令和7年）

100％100％

幼児1人当たり
図書貸出冊数

基準値 目標値（令和7年）

30.5冊－
※令和 3 年度より集計開始のため基準値の設定はありません。
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現状と課題現状と課題
　教育現場
　　◆  令和元年度全国学力・学習状況調査の結果は、

全国に照らして小学生 +1.3 ポイント、中学

生 +1.7 ポイント上回っています。

　　◆ 令和 2 年度からは新学習指導要領に基づき、

SDGs 達成に向けた「ESD（Education for 

Sustainable Development ／持続可能な開

発のための教育）」に取り組んでいます。

　教職員の育成・確保
　　◆ 教職員の資質向上を図り、小中学校における

授業改善を行うための支援が求められていま

す。

　　◆ 令和２年度から小学校において英語が必修化されました。専科制でないことや授業実数の増加に

より小学校においては教員の負担が大きくなっています。

　保護者や地域との連携
　　◆ 経済的理由によって就学困難と認められる児童生徒の保護者に対して、必要な援助を継続的に実

施し、十分な学習機会の提供に取り組む必要があります。

　　◆保護者と連携した家庭教育の充実を図る必要があります。

　学校及び関連施設
　　◆ わかりやすく理解深まる授業の実践のため、授業におけるＩＣＴ活用の推進が求められています。

　　◆ 未耐震の棟を有する学校施設があり、早急な対策が必要となっています。

　　◆ 学校施設の老朽化が進んでおり、快適な教育環境の提供に支障をきたしています。施設の不備等

が多岐にわたり、対策や維持管理がままならない状況にあります。

　　◆ 教職員住宅の老朽化が進み、通常の修繕対応は限界に達しています。

　　◆ 学校給食センターは、整備から 40 年以上経過しています。より安全・安心な給食の提供に向けて、

施設の早期建て替えが必要となっています。

「学ぶ」世代のために 幼児・小中高等学校教育の充実

小中学校教育の充実

資料：教育課統計資料
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施策の展開施策の展開
　教育内容の充実� 教育
　　◆ 学習活動の充実と強化を今後も継続し、学力及び体力の向上を図ります。

　　◆  ESD 教育を通して持続可能な社会づくりの担い手育成を推進し、SDGs の

達成に努めます。

　　◆ 豊かな心を育むためにも、道徳教育や人権教育、食育、児童生徒指導など、

学力や体力以外での教育の充実も図ります。

　　◆ スポーツ・文化等の各種大会への派遣、修学旅行の交通費等への補助など、

格差のない充実した教育を推進します。

　　◆ 生活習慣や環境・文化・気候の異なる地域での様々な体験や交流を通して広

い視野を持った児童生徒の育成に努めます。

　　◆ 学校の働き方改革として、教職員の業務の効率化（負担軽減）、校務の情報化、

研修会への参加（町主催含む）を推進します。

　地域・家庭と連携した教育力の向上� 教育
　　◆ 家庭の状況により援助が必要な児童生徒の保護者に対し、必要な援助が適切

な時期に支給されるよう、制度の周知に努めます。　　

　　◆ 地域コーディネーターや家庭教育支援員を確保・育成し、学校と地域が連携

した教育支援体制の強化、地域人材バンクの共有化を図ります。

　教育環境の整備� 教育 � 給食
　　◆ 学校における ICT 環境整備（GIGA スクール構想）を推進し、児童生徒の情

報活用能力の育成を図ります。

　　◆ 小中学校施設及び関連施設のランニングコストを軽減するとともに、適切な

維持管理及び快適な教育環境の整備を図ります。　　

　　◆教職員の安全・安心な住居の確保に努めます。

　　◆ 老朽化が進む学校給食センターの建て替えは、PFI 手法等の民間活力の活用

を視野に入れた検討を行います。

目指そう指標目指そう指標

全国学力・学習
状況調査における
平均正答率の
全国との差

基準値
（平成27年～令和元年平均）

目標値
（令和3年～7年平均）

+２ポイント+1.1ポイント小 6

中 3 ±0ポイントー6ポイント

ESD（持続可能な開発の
ための教育）
　地球的な視野をもつ住
民を育成することを目的
とする教育。「一人ひとり
が、世界の人々や将来世
代、環境との関係性の中
で生きていることを認識
し、行動を変革するため
の教育」と定義されてい
ます。

ICT
　情報通信技術。IT とほ
ぼ同義。日本では、情報
処理や通信に関する技術
を総合的に指す用語とし
て IT が普及したが、国際
的には ICT が広く使われ
ています。

ランニングコスト
　運転資金。設備や装置
などを維持していくため
の経費のこと。

GIGAスクール
　一人一台端末と、高速
大容量の通信ネットワー
クを一体的に整備し活用
することで、多様な子供
たちを誰一人取り残すこ
となく、公正に個別最適
化され、資質・能力が一
層確実に育成できる教育
ICT 環境を実現すること。

PFI
　プライベート・ファイ
ナンス・イニシアティブ
の略。民間資金を活用し
た公共施設整備。公共事
業・公共工事に民間の資
金やノウハウを導入し、
経費の節減やよりよい公
共サービスの提供を図る
手法のこと。
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現状と課題現状と課題
　教育内容
　　◆ 久米島高校魅力化プロジェクトにより、島外

出身者の久米島高校への進学者及び希望者が

増加しています。

　　◆ 久米島高校魅力化支援員の配置により、行政

と高校との意見調整や情報交換が効果的に実

施されています。

　　◆ 生徒の進路目標に合わせた指導体制の充実に

取り組んでいます。

　教育体制
　　◆ 意欲、能力のある学生に対して奨学金で支援

を行っています。

　　◆ 前村幸秀人材育成基金の運用において、大学

等への進学に係る授業料への補助を実施して

います。

　　◆ 島外出身者の受け入れや学習環境をサポート

するため、じんぶん館（町営寮）を運営して

います。

　　◆ 学習センター（町営塾）において、生徒一人

ひとりの進路実現に対するサポートを行って

います。

「学ぶ」世代のために 幼児・小中高等学校教育の充実

高校教育の充実

資料：令和2年中学生アンケート（n＝200）

資料：沖縄県「離島関係資料」

40人 38人 34人
40人

55人

20

40

60

H28 H29 H30 R1 R2

町営塾への通学者数

資料：学習センター統計資料

75 75 82
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80 70 58 46 61 64
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79%
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0
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100

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

島内進学者数 割合

町内中学生の久米島高校への
進学者数とその割合
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施策の展開施策の展開
　教育内容の充実� 教育 � 企画
　　◆ 生徒の進路目標に合わせた指導体制を充実させるため支援を継続します。

　　◆ 久米島高校魅力化プロジェクトの推進及び強化、中学生への周知に努めます。

　　◆ 高等教育を通して、SDGs への理解促進と関連する活動へのサポートに努め

ます。

　高等教育の支援� 教育 � 企画
　　◆ 奨学金の支援により、経済的な面で心配することなく、安心して学べる修学

機会の確保を図ります。

　　◆ 前村基金を継続的に運用できる仕組みづくりを検討します。

　　◆ じんぶん館の充実を図り、より良い生活環境の提供に努めます。

　　◆ 学習センター（町営塾）指導者のサポート体制の充実を図るとともに、人材

の確保に努めます。

目指そう指標目指そう指標

高校卒業後の
進路決定率

（町立中学校出身者のみ）

基準値（令和元年） 目標値（令和7年）

94.8％92.7％

大学等進学率
（町立中学校出身者のみ）

基準値（令和元年） 目標値（令和7年）

72.8％64.4％

久米島高校魅力化プロ
ジェクト
　 園 芸 課 の 廃 課 問 題 が
きっかけとなり始まった
プロジェクト。農業を基
幹産業とする島において
園芸科は不可欠と、地元
の人々が立ち上がり、高
校・行政・地域が連携し
て高校全体の活性化を推
進しています。
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現状と課題現状と課題
　文化・社会教育施設
　　◆ 久米島町複合型防災・地域交流

センター「ほんのもり」（令和

2 年 10 月開所）は、「学び」の

場である図書館をはじめ、生涯

学習や地域交流などで活用でき

るほか、災害時には住民が安全・

安心に避難できる複合型地域交

流拠点として利用しています。

　　◆ 町民の交流・防災の拠点である

具志川改善センターは、築 30

年以上の経過に伴い老朽化が進

んでいます。

　文化・交流イベント
　　◆ 社会教育委員の会議を定期的に開催し情報交換を行っていま

す。

　　◆ 地域の人材力を活用し、親のまなびあいプログラムを実施して

います。

　　◆ イベントや交流機会については、継続的な実施や町民ニーズの

把握・反映、参加者の増加に向けた企画と工夫が必要です。

　　◆ 人口減少や担い手不足・高齢化が進んでおり、伝統文化の保存・

継承に取り組む必要があります。

　　◆ 書道展や久米島現代版組踊りの公演等の文化イベントを開催し

ています。また文化協会へ補助金を交付し文化の振興に取り組

んでいます。

［
施
策
10
］

「学ぶ」世代のために 生涯教育の充実

文化・社会教育環境の充実

町内の文化イベント

現代版組踊「月光の按司笠末若茶良」

久米島町新春書道展

古典民謡大会

「工工四の日」演奏会

文化祭

三線の日演奏会

民俗芸能発表会

その他教室発表会等

兼城十五夜村遊び

伝統エイサー

エイサーまつり

久米島大綱引き

ハーリー

全島角力大会

教育委員会主催・共催

久米島町文化協会*主催

各字、青年団協議会等

文化・社会教育施設等の状況（令和3年3月現在）
施設名 完成年

農村漁業研修施設 S52

集落センター S56

老人福祉センター S59

集落センター S59

具志川農村環境改善センター S59

Ｂ＆Ｇ仲里海洋センター S52

高齢者コミュニティセンター S58

ホタルドーム H14

イーフ情報プラザ H17

久米島紬ユイマール館 H18

あじまー館 H19

主な施設内容
ホール、映写室、会議室

ホール、小会議室、調理室

集会室、娯楽室、機能回復訓練室

ホール、小会議室、調理室

共同作業場、展示室

会議室、電算管理室、特産品開発室、食堂

ホール、研修室、会議室、調理実習室

プール、テニスコート

集会室、事務室、準備室、調理実習室

屋内運動場

ホール、情報連絡室、会議室
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施策の展開施策の展開
　文化社会教育施設の管理・運営� 教育 � 企画
　　◆ 「ほんのもり」内の図書館を利用しやすく、親しみのある施設となるよう運

営の充実に取り組むとともに、図書館に来ることが難しい利用者のために移

動図書館（ほたる号）の運営の再開を検討します。

　　◆ 「ほんのもり」内の多目的室等は、町民の生涯学習や地域交流の場所として

広く開放し、多くの町民が利用できるよう充実を図ります。

　　◆ 町民が快適に利用できるよう具志川改善センターの維持管理を適切に行うと

ともに、新たな拠点の整備に向けた検討に努めます。

　町民活動の支援、文化・交流イベントの充実� 教育
　　◆ 社会教育・生涯学習の推進体制の充実に努めます。

　　◆ 社会教育委員と連携し、社会教育・生涯学習の一層の充実を図ります。

　　◆ 各地域にある伝統文化を継承していくための支援に努めます。

　　◆ 書道展や文化まつり、民俗芸能発表会、現代版組踊等の文化イベントが発展

的に継続開催出来るよう支援に努めます。

目指そう指標目指そう指標

町が主催又は支援する
文化関連イベント
の参加人数

基準値（令和元年） 目標値（令和7年）

840人764人

町が主催又は支援する
社会教育関連イベント

の参加人数

基準値（令和元年） 目標値（令和7年）

510人381人

移動図書館
　自動車に図書を積み、
定期的に各地を巡回して
貸し出しをする公共図書
館サービスのこと。
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現状と課題現状と課題
　地域交流イベント
　　◆ 子どもたちが日頃から取り組んでいる舞踊や

三線、ピアノ、合唱などの成果を発表するヤ

ングフェスティバルを開催し、地域住民との

交流の機会を設けています。

　　◆ 博物館などの施設を活用し、展示会、講座・

教室等の開催により、町民、観光客に対して

島の歴史・文化や自然に関する情報の発信及

び保存継承を行っています。

　スポーツ交流
　　◆ 各種スポーツ団体へ補助金を交付し、競技力の向上を図っています。

　　◆ 体育協会や小体連などのスポーツイベントのサポートを行っています。

　　◆ 毎年４月～９月の期間Ｂ＆Ｇ海洋センターのプールを開放しており、校内にプールがない３小学

校が授業で利用しているほか、土日及び夏休み期間は多くの児童が利用しています。

　電子図書館
　　◆ インターネット端末を活用し、いつでもどこでも電子書籍を読むことができる電子図書館を運営

しています。引き続き、広報誌や町ホームページを活用し電子図書館に関する情報を分かりやす

く発信する必要があります。

「学ぶ」世代のために 生涯教育の充実

生涯学習体制の充実

資料：博物館統計資料（令和3年2月末現在）
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施策の展開施策の展開
　生涯学習の充実� 教育 � 博物
　　◆ 博物館を活用するなど、様々な文化交流イベントを通した生涯学習機会の提

供を図ります。

　　◆子どもからお年寄りまで参加できる講座の開設に努めます。

　社会体育の充実� 教育
　　◆ スポーツ推進委員の活動を支援し、町民の更なるスポーツ活動普及を図りま

す。

　　◆ 外部指導者等と連携し、ニーズに応じたスポーツ教室が実施できるよう努め

ます。

　　◆ プールの開放時期において、施設管理やプール監視など、町民が安全・安心

に利用できる体制づくりに努めます。

　電子図書館の推進� 教育 � 博物
　　◆ 町民ニーズに合ったコンテンツの充実に努めるほか、役場各課、博物館等と

連携し町独自の地域資料のデジタル化と導入により地域学習支援に努めると

ともに、これらの利用方法を情報発信することで利用促進を図ります。

目指そう指標目指そう指標

町民1人当たり
図書貸出冊数

基準値 目標値（令和7年）

3.62冊－

博物館入館者数
基準値（令和元年） 目標値（令和7年）

6,950人6,126人
電子図書館
　文献資料を電子化し、
インターネットなどのコ
ンピューターネットワー
クを通じて情報提供をは
かる図書館のこと。

ホームページ
　ウェブサイトのトップ

（最上位）のページ。また
はウェブページ自体の総
称のこと。

※令和 3 年度より集計開始のため基準値の設定はありません。



　教育環境について、「やや不満」および「不満」の合計が約半数と、満足度が低い結果と
なりました。子育てに必要なことについても「施設での教育・保育の質の向上」が最も回答
が多く、島での教育環境の充実が求められており、中高生へのアンケートの学びに必要な支
援についての回答でも、将来や進学を意識した学力向上に直結する項目に多く回答が集まり
ました。
　理由をみると、生徒の数が少ないために切磋琢磨できる環境ではないと心配する声が多く
子ども達の将来への選択肢を広げながら、成長できる教育プログラムが求められています。
　また、高校魅力化プロジェクトなど、教育に関する様々な取り組みがあり評価する意見も
みられましたが、知らない住民も多いと考えられるため、今後、さらに周知にも力を入れて
いく必要があります。

みなさんの声

住民アンケート 結果 ③
学ぶ 世代のために 編

Q．久米島町の教育環境について
　　　どう感じていますか？

・  1 位：やや不満　34％
・  2 位：やや満足　28％

人数も少ないため、子ども同士が切磋琢磨する環境ではない。
（20代男性）

教育に関する様々な取り組みがあるが、知らない島民が多い。
（30代女性）

塾などがなく、学ぶための選択肢があまりない。
（40代女性）

島に誇りをもてるような教育を行ってほしい。（50代男性）

離島留学など高校魅力化プロジェクトの活動はよいと思う。
（40代男性）

Q．島での子育てに必要なことは？

・  1 位：施設での教育・保育の質の向上     169 名
・  2 位：母子の保健・医療体制の充実         161 名
・託児サービスの拡大や時間の延長、料金の見直し      149 名
・経済的なサポートや現物給付                                      136 名

【中高生へのアンケート】
　Q．学びを支援するために重要なことは？

・  1 位：専門的な資格について情報提供       133 名
・  2 位：学習センター（町営塾）の充実       110 名
・奨学金制度の充実　　　　　　　　　　　　　 　        99 名
・企業との連携によるキャリア教育の推進                       87 名

やや満足
28％

やや不満
34％

不満
15％

わからない
17％

満足 6％

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

0 20 40 60 80 100 120 140
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島づくりの目標

働　く
世代のために

施策12

施策13

施策14

施策15

施策16　　

連携する産業振興体制づくり

くらしの立つ農業地域づくり

多面的な漁業の振興

製造業の振興

商業・サービス業の振興

施策17 働きやすい職場環境の整備

働く質の向上

連携する産業振興
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現状と課題現状と課題
　産業分野の連携
　　◆ 久米島町は農業や漁業、観光業など様々な分野の産業が成長・発展し、近年では海洋深層水の活

用や複合利用による産業展開が行われています。

　　◆  JA おきなわ久米島支店、久米島漁業協同組合、久米島町観光協会、久米島商工会、久米島紬事

業協同組合からなる久米島町の経済 5 団体は、久米島町の産業活性化をけん引し、町民所得向

上に寄与しています。

　　◆ 島を代表する経済 5 団体が横断的に連携しながら、人材確保や技術向上に努め、久米島町のしご

との魅力及び経済の発展に繋げていく必要があります。

　　◆ 令和 2 年６月に久米島版ＤＭＯ推進協議会が設立されました。

　就業と定住
　　◆ 久米島を含む県内離島は、人口の減少が加速しており、働く場所と機会を島内に確保することが

重要な課題となっています。

　　◆ 就業環境の向上に取り組むとともに、島内企業就業者の島外からの確保に向けて、I ターン・U ター

ンを継続的に呼びかけ、定住・移住に繋げていく必要があります。

「働く」世代のために 連携する産業振興

連携する産業振興体制づくり

満足 36%

31%

23%

27%

8%

やや満足 46%

48%

40%

46%

18%

不満 18%

21%

37%

27%

78%

労働時間
労働環境

収入
やりがい

仕事の内容
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

仕事の満足度

資料：令和2年住民アンケート（n＝482）

資料：沖縄県統計年鑑
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施策の展開施策の展開
　横断的な産業連携� 企画 � 商観 � 産業
　　◆ 産業間の人材交流やワークショップなど横断的な連携を図り、魅力のある島

づくりやしごとづくりを推進します。

　　◆ 人材や技術、経験と知識など、島の強みと課題を共有し、久米島町での働き方、

産業のあり方を検討し、産業振興・発展に繋げます。

　　◆ 産業間の連携を図り、6 次産業化に取り組みます。

　　◆ 久米島町経済 5 団体と久米島版 DMO 推進協議会が一体となり地域の「稼ぐ

力」を引き出す取り組みを推進します。

　求人・求職情報の集約� 企画 � 商観
　　◆ 島内企業就業者を確保するため、島ぐらしコンシェルジュと共に体制づくり

を推進します。

　　◆ ワーキングホリデーや様々な体験を通して久米島への移住を促進します。

目指そう指標目指そう指標

1人当たり
町民所得

基準値（平成29年） 目標値（令和7年）

2,600千円2,360千円

町内総生産
（実数）

基準値（平成29年） 目標値（令和7年）

264億円239億円

DMO
（観光地域づくり法人）
　地域の多様な関係者を
巻き込みつつ、科学的ア
プローチを取り入れた観
光地域づくりを行う舵取
り役となる法人のこと。

6次産業化
　農林水産業の生産（一
次 ）、 食 品 加 工（ 二 次 ）、
流通販売・情報サービス

（三次）の一体化を推進し
て、地域に新たな食農ビ
ジネスを創出しようとす
る取り組みのこと。

コンシェルジュ
　フランス語でアパート
の管理人を意味する。現
在では、客の希望に応じ
てさまざまな提案や手配
などをする総合世話係と
いう意味合いで使われる。

ワーキングホリデー
　他国で働きながら休暇
を楽しむのを認める制度
のこと。
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現状と課題現状と課題
　農業の安定経営
　　◆ ほ場整備などの農業基盤整備や機械化による

農産物の生産体制の強化等、農業の振興が推

進されています。

　　◆ 遊休農地や原野化農地の解消が十分ではあり

ません。

　　◆ 優良な肉用牛の生産に向けて、徹底した個体

管理、畜産施設の老朽化への対応、獣医不足

解消などに取り組む必要があります。

　農家支援
　　◆ 農家数は年々減少傾向にあり、少子高齢化に

伴う担い手不足が懸念されています。

　　◆ 新規就農者（若手農家）の初期経営の安定化・

健全化を図るため、経済的支援や適切な農地

の管理指導など、担い手の確保及び育成に取

り組んでいます。

　環境保全
　　◆ 赤土流出防止対策を行い、島の豊かな自然資

源の保全に取り組む必要があります。

　　◆ 化学肥料の適正使用及び低減化、家畜排せつ

物、集落排水の適正処理を行い、環境負荷の

低減や水質保全に取り組む必要があります。

　　◆ 農地は、久米島の豊かな田園風景を特徴づけ

ていますが、一部の農地で堆肥袋や粗大ごみ、

廃車の投棄が見られ、農地景観を阻害してい

る状況があります。

「働く」世代のために 連携する産業振興

くらしの立つ農業地域づくり

3.5
3.9 4.2

4.6 4.4

5.5
5.1

5.5
4.7

924 910 
851 852 836 

786 760 745 734 

さとうきび生産量と農家数

生産量（万トン）
農家数（人）

資料：久米島農業振興地域整備計画書（平成31年3月）

　　　　　　資料：沖縄県糖業農産課
「さとうきび及び甘しょ糖生産実績」
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施策の展開施策の展開
　効率的な生産環境づくり� 産業
　　◆ 農業基盤の整備及び維持管理（長寿命化を含む）を継続的に実施し、生産性

の向上と農家の経営安定化を図ります。

　　◆ 海洋深層水や大型機械、IoT（Internet of Things）、5G、ドローンの活用など、

先進的な農業技術の展開と持続可能な生産環境づくりを推進します。

　　◆ 付加価値の高い農作物の導入、生産量の拡大に向け、関係機関と連携した栽

培講習会等の開催を図ります。

　　◆ 地域資源を活用した循環型農業の構築や野菜の地産地消を促進します。

　　◆ 農地の集積・集約化、農地協定など様々な対策を講じ、遊休農地及び原野化

農地の解消を推進します。

　競争力の高い畜産業の推進� 産業
　　◆ くめじま牛の販路拡大に努めるとともに、徹底した品質・個体の管理、適切

な施設の維持管理・機能強化を推進します。

　　◆ 子牛の品質及び価格の向上を図るため、優良繁殖雌牛の導入に係る支援を引

き続き行います。

　農業経営者の育成� 産業 � 農業 � プロ
　　◆ 農業者に対する支援体制の確立、また、集落支援員制度を活用し、地産地消

推進事業を自立運営させるための体制構築を図ります。

　　◆ 農業従事者向けの研修会・講習会への参加促進や機械化への支援など、効率

的かつ持続可能な農業生産体制づくりを推進します。

　環境保全型農業の促進� 産業 � 建設
　　◆ 農家や関係機関と連携し、赤土流出防止及び環境保全を推進します。

　　◆ 田園風景を保全し、景観阻害要因の適切な清掃、撤去を促進します。

目指そう指標目指そう指標

農業産出額
基準値（平成30年） 目標値（令和7年）

39億円32.2 億円

IoT
（Internet�of�Things）
　あらゆる物がインター
ネットを通じてつながる
ことによって実現する新
たなサービス、ビジネス
モデル、またはそれを可
能とする要素技術の総称
のこと。

５G
（第五世代移動通信システム）
　第四世代移動通信シス
テム（4G）の通信速度を
より高めた次世代の移動
通信システムのこと。



44

基
本
構
想

行
革
大
綱

参
考
資
料

後
期
基
本
計
画
（
総
合
戦
略
）

生
ま
れ
る

育
つ

学
ぶ

働
く

暮
ら
す

老
い
る

次
世
代

島
を
訪
れ
る
、島
に
帰
る

［
施
策
14
］

現状と課題現状と課題
　養殖業
　　◆ 久米島の養殖業は、海洋深層水を活用し、生

産量が急増しています。

　　◆ モズク養殖は、加工場の整備により、養殖業

における生産量の 9 割を占めています。

　　◆ もずくや車エビ、アーサなどの養殖生産物は、

島の特産品として認知されており、さらなる

販路開拓に努める必要があります。

　　◆ 牡蠣やトラウトサーモンの陸上養殖など、海

洋深層水を活用した新たな養殖展開も期待さ

れており、関係機関と連携した水産振興に取

り組む必要があります。

　海洋漁業
　　◆ マグロ類を中心とした海洋漁獲が行われる一

方、有望漁種の開拓や稚魚の放流が望まれて

います。

　　◆ 中層型浮魚礁の複数設置により、効率的で安定した漁業生産活動が行えるようになっています。

　　◆ 新たな水産関係の加工品開発や安定して販売できる加工品への対応が望まれています。

　安定的な経営
　　◆漁港内の施設の老朽化がみられるため、適切な維持管理が必要です。

　　◆養殖業を営む若い漁業経営者の育成・確保に継続して取り組む必要があります。

　　◆台風等による被害に対して支援を行っています。

　漁業環境
　　◆畑からの赤土流出防止対策は、農家の理解と協力が必要です。

　　◆久米島漁業協同組合の総会で安全対策に関する指導を行い、海上事故の防止に取り組んでいます。

「働く」世代のために 連携する産業振興

多面的な漁業の振興

資料：産業の概況（産業振興課）
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施策の展開施策の展開
　養殖漁業の推進� 産業
　　◆ もずく加工施設の増設により、もずく生産者の増加が想定されることを踏ま

え、関係機関との連携や養殖体制の強化を促進します。

　　◆ 水産養殖施設の整備を推進します。

　海洋漁業生産性の向上� 産業
　　◆ 漁獲量の拡大や有望漁種の開拓、稚魚の放流強化を推進します。

　　◆ 引き続き、中層型浮魚礁設置など、漁場環境の整備を支援します。

　　◆ 一本釣り漁業については、久米島漁業協同組合及び漁業者が策定した資源管

理計画に基づく管理を推進します。

　　◆ 釣りや遊漁などの観光需要に対応するため、観光業との連携を推進します。

　　◆ 新たな水産関係の加工品開発や安定して販売できる加工品の取り組み強化を

推進します。

　安定的・持続的な水産業の基盤整備� 産業 � 建設
　　◆ 老朽化の見られる漁港施設・海岸施設の定期的な点検や補修を行い、適正な

維持管理に努めます。また、不法投棄船・長期駐艇船への適切な行政指導を

行います。

　　◆ 市場で求められる品質管理水準である HACCP 対応を目指し、温度管理や衛

生管理を徹底した水産加工施設の整備を推進します。

　　◆ 漁業経営者の増加を図るため、安定した漁業経営ができる環境づくりを行い、 

漁業従事者の育成・確保に努めます。

　海岸及び海域環境保全対策� 産業 � 建設
　　◆ 畑からの赤土流出防止対策について、啓発活動の強化や監視活動を行い、未

然防止に努めます。

　　◆ 漁具の海上廃棄及び港内廃棄防止、海洋資源の乱獲防止など、環境保全への

意識啓発を推進します。

目指そう指標目指そう指標

水産業町内総生産
（実数）

基準値（平成29年） 目標値（令和7年）

900百万円817百万円
HACCP
　ハサップ。NASA（米国
航空宇宙局）が宇宙食の
衛生管理のために考案し
た手法で、食品工業やレ
ストランの衛生管理に応
用される。
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現状と課題現状と課題
　久米島紬
　　◆ 久米島紬は平成 16 年に国の重要無形文化財

として指定されました。

　　◆ 現代ニーズに合わせた商品開発が注目を呼び

需要が高まりつつあるものの、限られた織子

しか生産できないため、織子全体が安定生産

できる商品開発及び技術力の向上を行う必要

があります。

　海洋深層水事業
　　◆ 海洋深層水は、水産業や食品、化粧品製造な

どに活用され、島に経済的利益をもたらすと

ともに新たな雇用の場を創出しています。

　　◆ 海洋深層水の複合利用による「クリーンエネ

ルギー供給」、「産業創出」、「食料・水の生産」

は、海外からも注目を集めています。

　　◆ 海洋深層水事業の規模拡大には、国及び沖縄県との連携・協力が必要です。

　その他の製造業
　　◆ 製糖業については、島のさとうきび産業を支える重要な基幹産業のひとつであるため、農業と連

動した産業振興が必要です。

　　◆ その他の製造業については、島の経済及び就業を支える企業として、官民が連携した地方創生に

取り組む必要があります。

　販売拠点・製品 PR
　　◆ 平成 27 年度に沖縄本島にアンテナショップを設置しましたが、約 1 年で撤退したため、事業の

目的や必要性を踏まえた慎重な場所の選定が望まれています。

　　◆ ふるさと納税の返礼品として久米島町の特産品を送付することで、久米島町の特産品の PR につ

なげています。

　　◆ 企業経営の高度化を目指して、久米島の産業魅力向上プロジェクト事業を実施しました。

「働く」世代のために 連携する産業振興

製造業の振興

資料：産業の概況（産業振興課資料）
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施策の展開施策の展開
　伝統工芸産業の安定化� 商観
　　◆ 久米島紬織子全体の技術向上や担い手の育成を図り生産体制の強化に努める

とともに、経営安定を図るための販路拡大を推進します。

　　◆現代のニーズに合った商品開発により安定した売上確保に努めます。

　製造業振興� 商観 � 産業 � プロ
　　◆ 海洋深層水事業は、国及び沖縄県、また大学等の研究機関や関連機関と連携

を図りながら、多面的な活用及び産業展開を推進します。

　　◆製糖業は、農家及び農協と連携した生産体制の強化を推進します。

　　◆ その他製造業については、島での「しごとづくり」に直結するよう、官民が

連携し、第 2 次産業の活性化に努めます。

　多彩な販売体制の確立� 商観 � 企画
　　◆ 久米島紬及び関連商品の売上増加を図るため、販売会や問屋呉服店への販促

訪問等に対し支援します。

　　◆ 安定した経済の構築を図るため島独自の流通販売システムを確立させ、特産

品販売強化に努めます。

　　◆ 久米島商工会と連携した人材育成セミナーや企業の生産性向上の取り組みを

推進するとともに、創業支援体制の構築及び強化を図ります。

目指そう指標目指そう指標

製造業
町内総生産
（実数）

基準値（平成29年） 目標値（令和7年）

3,076百万円2,609百万円

製造業事業所数
（従業者4人以上）

基準値（令和元年） 目標値（令和7年）

15事業所11事業所

クリーンエネルギー
　大気汚染物質を発生し
ないエネルギー。風力・
太陽熱・水力・地熱・潮
力などを指す。
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現状と課題現状と課題
　観光交流施設
　　◆ バーデハウス久米島は開業から 16 年を経過

し、施設の劣化や設備の破損がみられ、大規

模な改修が必要です。また、営業再開に向け

た取り組みとして民間提案制度の導入が求め

られます。

　　◆ あじま～館を体験型交流施設（島の学校）の

拠点とし、久米島町観光協会と連携し活用し

ていますが、屋外ステージなど未利用空間の

活用が今後の課題です。

　　◆ イーフ情報プラザは、地域コミュニティや観

光振興に繋がるイベント・会議が行われるな

ど、地域に根ざした総合観光案内所となって

います。

　特産品の PR・販売体制
　　◆ 島の特産品を物産展等で広く PR し、販路開

拓・拡大に繋げることで事業所の育成及び地

域経済の安定化に取り組んでいます。

　　◆ 島外市場に進出する上で必須となる成分表示

など個々の商品が抱える課題を解決していく

必要があります。

　　◆ 商工会への支援を行い組織体制の強化に努め

ています。

「働く」世代のために 連携する産業振興

商業・サービス業の振興

資料：商工観光課統計資料
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商業年間販売額（百万円）

資料：商業統計調査
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施策の展開施策の展開
　観光交流施設の有効活用� 商観
　　◆ 民間提案制度を活用し、バーデハウス久米島の再開に向けた取り組みを推進

することと併せて、周辺施設と一体となった民間主体の運営方法の確立を目

指します。

　　◆ あじま～館全体の稼働率の向上に努め、定期的な点検や補修を行い、適正な

維持管理に努めます。

　　◆ 久米島町観光協会と連携し、イーフ情報プラザをはじめ、久米島全域におけ

る観光案内体制を強化し、観光サービスの向上を図ります。

　販売体制の強化� 商観
　　◆ 久米島商工会と連携した人材育成セミナー、講習会などの開催により、企業

の生産性及びサービスの質の向上を図ります。

　　◆ 物産展への参加支援等を通して、安定した久米島経済の構築を目指します。

　　◆ 島の特産品の売上増加を図るため、特産品の販路拡大に向けたＰＲ活動に対

し支援します。

　　◆ オンラインを活用した販売を促進するため、事業者への支援に努めます。

　　◆ 中央通り及び振興通りの空き店舗の解消を図り、商店街の活性化に向けた取

組みを強化します。

目指そう指標目指そう指標

卸売業・小売業
町内総生産
（実数）

基準値（平成29年） 目標値（令和7年）

1,300百万円1,199百万円

宿泊・飲食サービ
ス業総生産
（実数）

基準値（平成29年） 目標値（令和7年）

1,430百万円1,295百万円

オンライン
　端末がインターネット
などの通信回線に接続さ
れていること。
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現状と課題現状と課題
　就労環境
　　◆ 久米島を含む県内離島は、人口の社会減少が加速しており、働く場所と機会を島内に確保するこ

とが重要な課題となっています。（施策 12 再掲）

　　◆ 住民アンケートにおいては、職種が少なく、島の物価に対しての賃金が少ないため、条件にあう

仕事を見つけにくいといった意見が多く見られました。また、島外で学び資格を取得しても島内

で活かすことができないという意見もみられました。

　　◆  I ターン・U ターンを増やしていくためには、企業誘致やテレワークできる環境の整備、スキル

を活かせる仕事に就けるような環境づくりなどが必要です。

「働く」世代のために 働く質の向上

働きやすい職場環境の整備

資料：令和2年住民アンケート（n＝482）
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施策の展開施策の展開
　働きやすい環境づくり、福利厚生の充実� 商観
　　◆ 労働者数を増やすため、雇用関係助成金等の雇用保険関係の周知強化や久米

島商工会と連携し事業所への支援強化に取り組み、働きやすい環境の整備に

努めます。

　　◆ 就労の場面で、全ての女性が輝けるよう、各企業への働きやすい環境づくり

を促進・支援するとともに、女性が活躍できる島づくりを推進します。　 

　　◆ 企業の遠隔就業（リモートワーク）と観光事業者の連携によるワーケーショ

ンを推進します。

　　◆ 島の環境に適した「ニューノーマル」な働き方の検討や支援を推進します。

目指そう指標目指そう指標

就業率

基準値（平成27年） 目標値（令和7年）

97.3％93.3％男女

女性 97.6％93.6％

完全失業率
基準値（平成27年） 目標値（令和7年）

2.7％6.7％
Iターン
　都会生まれの人が、地
方に移住すること。

Uターン
　地方で生まれ育った人
が都会で就職して働き、
その後また生まれた地方
へ戻ること。

ワーケーション
　《work（ ワ ー ク ） ＋
vacation（バケーション）
からの造語》休暇中に旅
行先でテレワークを行う
こと。

ニューノーマル
　新たな常態という意味。
構造的な変化が避けられ
ない状況を示唆していま
す。



みなさんの声

住民アンケート 結果 ④
働く 世代のために 編

職業の選択肢が限られており、給与や労働時間、勤務内容な
ど条件にあう仕事が見つけにくい。（40代男性）

島の物価に比べて賃金が低い。（40代女性）

専門の資格や大学卒業のスキルを活かせていない。
（30代女性）

IターンやUターンを増やすためにも、企業誘致やテレワーク環
境を作ってほしい。（20代男性）

Q．久米島町での仕事の選択肢について
　　　どう感じていますか？

・  1 位：やや不満　37％
・  2 位：不満　　　25％

Q．島での「仕事」について町が取り組むべきことは？

・  1 位：地域資源の活用による産業振興     149 名
・  2 位：就労に関する相談窓口の設置          92 名
・企業誘致                                                                      69 名
・中小企業、小規模事業者への支援                                68 名

【中高生へのアンケート】
　Q．将来、久米島で暮らすために大事なことは？

・  1 位：働く場所が多い                              201 名
・  2 位：本島との交通が便利                       130 名
・子育てがしやすい  　　　　　　　　　　　　 　       82 名
・医療体制・健康づくりが充実している                        82 名

　仕事の選択肢について、「やや不満」および「不満」の合計が6割を超え、満足度が低い結
果となりました。仕事について町が取り組むべきこととしても、地域資源の活用による産業
振興への回答が多く、中高生は、将来久米島で暮らすために、「働く場所」が最も大事だと
回答しています。
　満足度が低い理由として、「職種が多くない」、「島の物価に対し賃金も低い」、「条件
にあう仕事が見つけにくい」という意見が多くみられました。
　また、せっかく島外で学び資格を取得しても島内で活かすことができないという意見もあ
り、これからIターンやUターンを促進していくためにも、産業振興を積極的に行い、さらに
企業誘致やテレワークできる環境の導入、スキルを活かした仕事に就けるような環境作りが
必要です。

満足 7％
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15％

やや不満
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16％
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島づくりの目標

暮らす
すべての世代のために

施策18

施策19

施策20

施策21

施策22

施策23

施策24

　　

交通の便利な島づくり

安全な水の安定供給

ゴミのない島づくり

環境を守る下水道・し尿処理

安心して暮らせる島づくり

災害に強い島づくり

快適な住環境づくり

安心・快適な生活環境づくり

島民の健康づくり推進

共に暮らせる島づくり

施策25

施策26

島民の健康づくり推進

スポーツ・レクリエーションの振興

福祉の充実

多様なニーズに応えられる
町づくり

施策27

施策28
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現状と課題現状と課題
　道路整備・維持管理
　　◆ 道路や橋梁は、利便性及び安全性の向上に向けた整備、維持管理が重要です。

　　◆ 日常の維持管理に努めるとともに、台風や万が一の自然災害に備える必要があります。

　　◆ 道路空間は景観を特徴づける重要な要素であるため、自然やまちなみに調和する景観づくりが必

要です。

　町営バス（島内公共交通）
　　◆ 令和元年度の町営バス利用者数は 46,163 人

となっています。

　　◆ 運賃、運行ダイヤに関する要望があり、現状

の分析、検証に取り組む必要があります。

　　◆ 免許返納者等の交通弱者が利用しやすい仕組

みづくりに取り組む必要があります。

　航空輸送
　　◆ 島民にとって航空機は、身近な公共交通機関であり、生活に欠かすことのできない移動手段です。

　　◆ 久米島町における交流人口の増加や観光産業の活性化に繋がっています。

　　◆ 空港施設を定期的に巡回し、防犯対策及び安全確保に努めています。

　海上輸送
　　◆ 海上輸送（フェリー）は、島民及び来島者の重要な移動手段であるとともに、生活物資を運ぶ重

要な役割を担っています。

　　◆ 海上輸送コストが島内の商品価格を押し上げており、住民生活及び家計を圧迫する要因の一つと

考えられます。

　　◆ 高速船のニーズ把握調査において、肯定的な意見が多数を占めていますが、採算性等の確保に懸

念を示す声も多く寄せられています。

［
施
策
18
］

「暮らす」すべての世代のために 安心・快適な生活環境づくり

交通の便利な島づくり

資料：商工観光課統計資料
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施策の展開施策の展開
　島の生活を支える交通� 建設
　　◆ 安全・快適に利用できるよう、適切な道路・橋梁の整備、維持管理を推進し

ます。

　　◆ 自然や集落景観に調和するよう、道路の修景整備及び沿道美化を推進します。

　利便性の高い公共交通の実現� 商観
　　◆ 地域公共交通の充実を図り、公共交通利用者の利便性の向上を目指します。

　　◆ 路線に適した車両導入を推進し路線充実に努めます。

　　◆ 免許返納者等の交通弱者への支援に努めます。

　　◆ 町営バスの運営への民間事業者の参入を促進します。

　航空輸送の充実� 商観 � 空港
　　◆航空路の利用に伴う住民負担の軽減を推進します。

　　◆ 久米島空港利用者が、より安全で安心した利用ができるよう、防犯・防災対

策や空港職員の各種訓練の充実及び強化を図ります。

　海上輸送の充実� 商観 � プロ � 建設
　　◆ 沖縄県と連携し、安定的な港湾利用や適切な維持管理に努めます。

　　◆ 生活物資や建設資材などの輸送コストの低減化を図ります。

　　◆ 高速船の導入については、関係機関と緊密に連携を図りながら可能性につい

て検討します。

目指そう指標目指そう指標

町営バス乗車人数
基準値（令和元年） 目標値（令和7年）

58,000人46,163人

航空便を利用した
町民の人数

基準値（令和元年） 目標値（令和7年）

81,600人80,197人
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現状と課題現状と課題
　生活水（上水道）の供給
　　◆ 町における水道普及率は概ね 100％に達しており全国に比べて高い水準となっています。しかし、

水道施設の老朽化に伴う更新、人口減少等による経営逼迫に対する運営基盤の強化など、これか

らの水道を取り巻く環境は厳しい状況にあります。

　　◆ 安全・安心な生活水の安定供給の維持に努め、水源施設及び浄水場の維持管理を徹底する必要が

あります。

［
施
策
19
］

「暮らす」すべての世代のために 安心・快適な生活環境づくり

安全な水の安定供給

資料：沖縄県保健医療部衛生薬務課「沖縄県の水道概要（令和元年度版）」

■水道料金比較指数（那覇市との比較）

価格 指数 価格 指数 価格 指数
久米島町 1,490 105.7 199.79 108.3 170.55 100.7
那覇市 1,410 100.0 184.47 100.0 169.34 100.0

10㎥使用料金
（家庭用・メーター使用

料・税込）

1㎥当り（円銭）
供給単価 給水原価
（税込） （税込）
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施策の展開施策の展開
　安全な水の安定供給� 水道
　　◆ 安全・安心な生活水の安定供給を維持するため、水源施設及び浄水場の適正

管理に努めます。

　　◆ 老朽化した管路や配水池等の関連施設の計画的な更新を図ります。

　　◆水道料金の見直しや管理コストの縮減等を図ります。

　　◆水道技術管理者の育成を推進します。

目指そう指標目指そう指標

水の安全度
（水質基準項目達成率）

基準値（令和2年） 目標値（令和7年）

100％100％

施設維持管理
財源の確保

（水道料金徴収率）

基準値（令和元年） 目標値（令和7年）

100％99.1％
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現状と課題現状と課題
　ゴミ処理施設・運営体制
　　◆ クリーンセンターの老朽化がみられます。

　　◆ クリーンセンターの運転を専門運営会社に委

託することで、故障等の未然防止に取り組ん

でいます。

　　◆ ごみの分別が行われていない状況もみられる

ことから、指導や周知が望まれます。

　　◆ 家庭ごみの排出量の削減に寄与する指定ごみ

袋の利用の徹底が求められています。

　　◆ リサイクル処理された「鉄屑」や「アルミ缶」

などは、沖縄本島内の処理業者に計画的に搬

出しています。

　環境美化への意識
　　◆ 環境教育を通してごみ問題への町民の意識の

醸成が図られています。

　　◆ 不法投棄やポイ捨てなどの意識改善・モラル

向上の周知を行っています。

　　◆ ゴミ収集時において分別がされていない状態

や不法投棄等が確認されています。

　　◆ ごみ分別の啓発活動を通して、町民一人ひと

りのごみ減量が必要です。

　　◆ 町民協働で集落内外清掃を実施しています。

　　◆ 貴重な資源である森林や海岸など豊かな自然

や農地環境、居住環境を適正に保全するため、

不法投棄パトロールを実施しています。

［
施
策
20
］

「暮らす」すべての世代のために 安心・快適な生活環境づくり

ゴミのない島づくり

資料：一般廃棄物処理実態調査結果

資料：一般廃棄物処理実態調査結果
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施策の展開施策の展開
　ゴミ処理施設の機能充実と強化� 環境
　　◆ 老朽化が進むクリーンセンターの修繕・改修を施し運営しつつ、新たなクリー

ンセンターの建設を推進します。

　　◆ 町民へゴミ分別の啓発活動を推進するとともに、リサイクルに対応した処理

機能の充実を図ります。

　　◆ 指定ごみ袋の活用に対する周知活動の強化を推進します。

　　◆ 島内で処理できないゴミを沖縄本島の処理業者に搬出できる体制づくりを引

き続き推進します。

　家庭ゴミの削減、リサイクルと環境美化の推進� 建設 � 環境 �

　　◆次世代を担う子どもたちのために「リサイクル教育」の実施に努めます。

　　◆ 不法投棄及び放置車両問題に対する美化推進活動への支援充実を図ります。

　　◆ゴミの発生、排出を抑制するため普及・啓発の取り組みを推進します。

　　◆ ごみ分別の啓発活動を通して、町内から出るごみの減量を推進し、快適で潤

いのある生活環境づくりに努めます。

　　◆町民協働による集落内外清掃の実施を引き続き推進します。

　　◆ 住民やボランティア団体への花苗の提供や花いっぱいコンクールの開催等に

より、緑化推進の意識向上を図り、美しく快適な生活環境づくりに努めます。

　　◆ 連絡体制の構築及び関係機関との連携を密にし、環境に関する問題発生時の

迅速な対応が可能な体制強化を図ります。

目指そう指標目指そう指標

一般廃棄物
１日１人当たり
排出量

基準値（令和元年） 目標値（令和7年）

1,071ｇ1,269ｇ

一般廃棄物
資源化率

基準値（令和元年） 目標値（令和7年）

10％6％

リサイクル
　廃棄物や不用物を回収・
再生し、再資源化、再利
用すること。

ボランティア
　自主的に社会事業など
に参加し、奉仕活動をす
ること。
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現状と課題現状と課題
　生活排水
　　◆ 生活環境の悪化を防ぐため、下水道や農業集落排水の整備を行っています。

　し尿処理
　　◆民間のし尿汲み取り業者の処理施設において、し尿処理を行っています。

　　◆し尿処理施設において、堆肥の製造を行っています。

［
施
策
21
］

「暮らす」すべての世代のために 安心・快適な生活環境づくり

環境を守る下水道・し尿処理

資料：上下水道課統計資料

下水道普及率 利用可能人口／計画処理計画人口
下水道洗水化率 利用人口／利用可能人口
（接続率）
整備率 整備面積／計画面積
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施策の展開施策の展開
　生活環境の改善と接続の推進� 水道
　　◆ 下水道や農業集落排水の整備を推進するとともに、接続率の向上に努めます。

　　◆ 下水道使用料の適切な料金設定及び適正化に向けた検討を行います。

　環境に配慮した処理の推進� 環境 � 産業 � 水道
　　◆ 処理施設を完備していない業者に対して指導を行います。

　　◆処理施設で製造された堆肥を活用する循環型農業を推進・支援します。

　　◆ 下水道への接続が難しい区域は、単独浄化槽から合併浄化槽への転換を推進

します。

目指そう指標目指そう指標

水洗化率
（公共下水道接続率）

基準値（令和2年） 目標値（令和7年）

88.1％64％

下水道整備の
計画面積整備率

基準値（令和2年） 目標値（令和7年）

95％77％

下水道水洗化
　風呂や台所などの雑排
水（雨水は除く）やトイ
レの汚水を公共下水道に
接続し、排水すること。　
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現状と課題現状と課題
　社会環境
　　◆ 健全な社会環境づくりのため、道徳教育の推

進、家庭内暴力防止、児童虐待防止等を継続

的に取り組む必要があります。

　　◆ 福祉施設や教育施設、公園等のパトロールを

行い、地域の防犯に努めています。今後、更

なる防犯体制強化のため地域との連携強化や

防犯カメラの設置等の検討に取り組む必要が

あります。

　　◆ カーブミラーや道路減速帯等の設置及び維持

管理を行い、交通事故の未然防止を図ってい

ます。

　飼育動物・野生動物
　　◆ 飼い犬については、狂犬病の対策として予防接種を年に１回義務づけています。

　　◆ 野良犬・野良猫の繁殖及び病気などへの対策は、沖縄県や関係団体と連携し検討する必要があり

ます。

　　◆ その他の野生動物、害獣及び害虫については、町民生活、産業への影響を考慮し、適切な対策を

講じる必要があります。

［
施
策
22
］

「暮らす」すべての世代のために 安心・快適な生活環境づくり

安心して暮らせる島づくり

資料：沖縄県交通白書
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施策の展開施策の展開
　健全な社会環境づくり� 福祉 � 教育 � 総務
　　◆ 要保護児童対策地域協議会や児童相談所などの専門機関と連携し、不安を抱

える児童への支援に努めます。

　　◆ 地域における、効果的な防犯に関する対策を検討します。

　　◆ 交通事故の未然防止を図るため、カーブミラーや道路減速帯等の設置を推進

するとともに、交通施設の維持管理に努めます。

　　◆ 沖縄県警察と連携しながら、飲酒に絡む事故や犯罪防止対策の強化を推進し

ます。

　飼育動物・野生動物への対応� 環境
　　◆ 関係団体と連携しながら狂犬病対策の予防接種に対する啓発活動に努めると

ともに、野良犬・猫については、里親制度を推進します。

　　◆関係機関と連携し、害獣及び害虫への適切な対策を検討します。

目指そう指標目指そう指標

交通事故発生件数
基準値（令和元年） 目標値（令和7年）

0件3件

狂犬病予防接種率
基準値（令和2年） 目標値（令和7年）

80％68.7%
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現状と課題現状と課題
　防災・減災対策
　　◆ 防災無線や町ホームページ、コミュニティラ

ジオを通じて台風時などの防災情報を発信し

ています。

　　◆ 町民の災害危機管理意識の高揚が図れるよう、

防災マップ・ハザードマップの作成及び防災

訓練を行っています。

　　◆ 地震や津波などの大規模災害に備え、避難施

設及び避難経路の周知徹底、防災訓練の充実

が必要です。

　　◆ 独居老人宅の防火診断や住宅用火災警報器の

設置推進に取り組んでいます。

　　◆ 防火対象物や危険物施設の立ち入り査察や消

防用設備等点検報告の指導を行うなど、火災

予防運動の更なる充実強化に取り組んでいま

す。

　　◆ 災害発生時における情報の収集及び発信を効

率的・効果的に行うため、令和 2 年度に防災

情報システムを整備しています。

　消防体制
　　◆ 消防学校、医療機関等と連携した各種研修等

を実施し、消防職員及び消防団員のスキルアップに努めています。

　　◆ 緊急消防援助隊の各種訓練に参加し、町における大規模災害時の応援・受援体制の強化に努めて

います。

　　◆ 消防活動の拠点となる消防庁舎の老朽化が顕著であることから、早急な改修が望まれます。

　要配慮者対策
　　◆ 障がい者（児）や高齢者が、万が一の災害時に安全に避難できるよう、日頃の防災訓練や避難支

援体制の構築が必要となっています。

［
施
策
23
］

「暮らす」すべての世代のために 安心・快適な生活環境づくり

災害に強い島づくり

5 4 6 
2 

46 48 
23 29 

1

10

100

H28 H29 H30 R1

災害出動件数（単位：件）

火災 火災以外の災害

64 ％

44 ％
52 ％ 54 ％

66 ％

20

30

40

50

60

70

H28 H29 H30 R1 R2

住宅火災報知器の設置率

資料：消防本部統計資料

資料：消防本部課統計資料
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施策の展開施策の展開
　防災・減災体制の強化� 総務 � 消防 � 建設
　　◆ 防災に関する個別計画の見直し・策定を推進します。

　　◆ 地域の防災力の向上を高めるため、消防団、女性消防クラブ員、自主防災組

織の機能強化を推進します。

　　◆ 防災拠点の機能充実及び強化、緊急時の物資搬送拠点の整備、消防水利の改

修を推進します。

　　◆ 防火対象物や危険物施設の立入査察、消防用設備等の設置指導及び維持管理、

指導を徹底します。

　　◆ 毎年襲来する台風、万が一の自然災害に備え、日常の維持管理を徹底し災害

に強いインフラづくりを推進します。

　消防体制の充実� 消防
　　◆ 消防職員や消防団員の知識及び技術の向上に向け、関係機関との合同訓練及

び研修等への派遣を推進します。

　　◆ 老朽化した消防庁舎の改修を推進します。

　　◆ 消防車両の適切な維持管理に努め、各種災害への出動体制の充実強化を図り

ます。

　災害時要配慮者対策� 消防
　　◆ 障がい者（児）や高齢者が、火災や自然災害時に安全に避難できるよう、医

療福祉機関と地域が連携した防災訓練や避難支援体制の構築を図ります。

　　◆ 災害時に避難が必要な高齢者や障がい者（児）等要支援者の個別避難計画づ

くりに努めます。

目指そう指標目指そう指標

町防災訓練参加率
基準値（令和元年） 目標値（令和7年）

32％25％

出火件数
基準値（令和2年） 目標値（令和7年）

0件7件

ハザードマップ
　発生の予測される自然
災害について、その被害
の及ぶ範囲、被害の程度、
さらに避難の道筋、避難
場所等を表した地図のこ
と。

スキルアップ
　技術力を高めること。　

インフラ
（インフラストラクチャー）
　社会的経済基盤と社会
的生産基盤とを形成する
ものの総称。道路・港湾・
河川・鉄道・通信情報施設・
下水道・学校・病院・公園・
公営住宅などが含まれる。　
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現状と課題現状と課題
　住環境
　　◆ 景観形成に取り組む各団体等は、道路沿いの

花植えの緑化活動並び地域のごみ拾い等の美

化活動を実施しています。

　　◆ 令和元年度に町内の空き家等実態調査を行

い、島内に 155 件の推定空き家等があるこ

とがわかっています。

　　◆ 空き家活用の方針利活用協議会を立ち上げ、

空き家調査や空き家活用に関する意見交換会

を開催しています。

　　◆ 将来的に空き家等を増やさないためにも、発

生を未然に防ぐ必要があります。

　　◆ 商工会と連携し、空き店舗解消につながる補助金の支援メニュー等の情報収集や講師の招聘によ

る研修の実施など、賑わいのある商店街の創出に取り組んでいます。

　墓地・火葬場
　　◆ 引き取り手がいない故人の供養を行っています。

　　◆ 墓地の散在化を防ぐため、共同墓地の整備、共同墓への誘導が必要です。

　　◆ 葬祭場（平成 30 年 5 月供用開始）及び納骨堂（令和 3 年 6 月供用開始）は、適切な維持管理

が必要です。

　公共空間
　　◆ 集落内道路や排水路について、整備の緊急度調査を行っています。

　　◆ 公園や比屋定展望台など、町民の憩いの場所の適切な維持管理を行っています。

　情報通信基盤
　　◆ 新型コロナ感染症の影響により、テレワークの促進、ＧＩＧＡスクール構想の推進等、ＩＣＴ環

境の重要性が一層高まっています。

［
施
策
24
］

「暮らす」すべての世代のために 安心・快適な生活環境づくり

快適な住環境づくり

資料：企画財政課統計資料

資料：商店街実態調査結果報告書（令和元年）

3 件
7 件

R1 R2

空き家バンクマッチング件数

■商店街の空き舗数

商店街
総店舗数

空き店舗
総数

R1
空き店舗率

H30
空き店舗率

空き店舗

増加ポイント

R1-H30
30 12 40.0% 28.6% 11.4
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施策の展開施策の展開
　住みよい住宅環境づくり� 建設 � 企画
　　◆ 道路沿いの緑化活動及び美化活動を促進します。

　　◆ 景観計画に基づく取り組みを推進し、良好な集落景観の維持・保全を図りま

す。

　　◆空き家の有効活用にむけて、取り組みの強化に努めます。

　賑わいのある商店街の創出� 商観
　　◆ 各商店街の空き店舗の解消を促進します。

　　◆ まちなみや道路・沿道の景観形成など、賑わいと活気のある商店街づくりを

推進します。

　適切な墓地・火葬場の管理� 環境
　　◆葬祭場の適切な運営を行い、葬儀に伴う町民負担の軽減を図ります。

　　◆ 納骨堂の利用を促進することで、墓地の散在抑制や無縁仏の適正管理に努め

ます。

　快適な生活基盤の整備� 建設 � 環境 � プロ
　　◆ 役場や公民館、空港・港湾など、住民が利用する施設の維持管理と必要に応

じた修繕・改修を推進します。

　　◆ 道路の安全な交通機能を維持し、沿道の緑化及び美化も推進します。

　　◆ 公園や比屋定展望台など公共空間の点検及び適切な維持管理に努めます。

　　◆ ＩＣＴは離島の地理的特性を克服する重要なインフラであることから、その

利活用と整備について関係機関と連携し推進します。

目指そう指標目指そう指標

空き家バンク
マッチング件数
（累計）

基準値（令和2年） 目標値（令和7年）

45件10件

商店街の
空き店舗率

基準値（令和元年） 目標値（令和7年）

9.8％40％

空き家バンク
　地方公共団体が住民か
ら空き家の登録を募り、
空き家の利用を希望する
人に物件情報を提供する
制度のこと。
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　健康づくり
　　◆ メタボリックシンドロームによる高血圧、糖

尿病、脂質異常症など有病者が増加傾向にあ

ります。

　　◆ 特定健診未受診者を対象に健診受診勧奨を

行っています。

　　◆ 特定保健指導は、保健師、管理栄養士、看護

師のみが実施できるため、配置専門職の増減

が保健指導率に大きな影響を与えています。

　　◆ 高齢化に伴い、がんによる死亡者は近年増加

傾向にあります。早期に発見できたがんは、

治療できる可能性が高まるとともに、治療内

容・期間が縮小され、患者の負担軽減にもつ

ながります。

　感染症対策
　　◆ 風しんの抗体検査及び乳幼児を含む予防接種を対象者に無償で実施しています。

　　◆ インフルエンザや新たな感染症に速やかに対応が出来る体制を整備する必要があります。

　医療体制
　　◆ 公立久米島病院の設立から 20 年以上経過していることから、計画的な施設の整備や修繕、機器

の更新が必要です。

　　◆ 理学療法士等の専門職の確保や育成が必要となっています。

　　◆ 難病等で通院している方に、通院に係る渡航費の一部を助成することで患者や家族の経済的負担

を軽減しています。

　　◆ 島内における歯科医院は、令和 2 年 5 月から 1 医院体制となっています。必要な診療が受けら

れない町民の口腔内の健康に与える影響が危惧されます。

　　◆ 通院に係る渡航費の一部を助成することで患者や家族の経済的負担を軽減しています。

［
施
策
25
］

「暮らす」すべての世代のために 島民の健康づくり推進

島民の健康づくり推進

資料：福祉課統計資料
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施策の展開施策の展開
　町民ひとりひとりの健康づくり� 福祉
　　◆ 町民一人ひとりが自主的に健康づくりに取り組むための意識の醸成や仕組み

づくりを推進します。

　　◆ ＳＭＡＰ（スマートプロジェクト）を中心に、運動習慣の定着を図りながら、

子どもから高齢者まで、町民全世代の健康づくりを支援します。

　　◆ 住民健診の実施により、生活習慣病の重症化予防を図るとともに健康増進に

繋げます。

　　◆ 特定健診受診率増加を目指し、受診推奨や受診しやすい環境を整えます。

　　◆特定保健指導員の安定的な配置や、健康運動指導士の確保に努めます。

　　◆ 町が実施しているがん検診（住民健診、婦人検診等）は、期間や定員が限定

的であることから、必要な方が受診できる環境づくりに努めます。

　感染症対策の強化� 福祉
　　◆ 風しん抗体保有率の向上に努めます。

　　◆ 感染症等に速やかな対応が出来るよう、医療機関と連携した防疫体制の構築

に努めます。

　医療体制の充実� 福祉
　　◆ 沖縄県離島医療組合の運営健全化を図るとともに、公立久米島病院との連携

強化を推進します。

　　◆ 島内で不足している医療専門職の育成や確保するための体制構築に取り組み

ます。

　　◆ 歯科医院や専門診療科を誘致するなど、関係機関と連携し早期に体制を構築

できるよう努めます。

　　◆ 通院に係る渡航費の助成内容をさらに検討し、経済的負担軽減が図れるよう、

助成回数や助成額等の見直しに努めます。

目指そう指標目指そう指標

特定健診受診者
におけるメタボ
リックシンドロー
ム該当者の割合
（国民健康保険ベース）

基準値（令和2年） 目標値（令和7年）

15％34.7％メタボ

予備軍 11.9％21％

メタボリックシンドローム
　内臓の周囲に脂肪がた
まり、それに加えて高血
糖・高血圧・高脂血・高
コレステロールの症状の
いくつかを複数併せもつ
状態のこと。

SMAP
（スマートプロジェクト）
　久米島町民の健康状態
を改善する取り組み。利
用者それぞれに合った運
動量等を健康運動指導士
が指導を行う。
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　スポーツ・レクリエーション活動
　　◆ スポーツ・レクリエーションを目的とした観

光客の増加に向けて、島内イベントの告知を

島外発信する必要があります。

　　◆ 久米島マラソン大会を開催し、島民の運動習

慣の醸成及び島外参加者との交流を行ってい

ますが、参加数は比較的減少しています。

　　◆ パークゴルフ場の利用者は減少傾向となって

います。利用者増加に向けて関係団体との連

携が必要です。

　運動施設
　　◆ 運動公園施設の老朽化が進むことから、施設

の修繕が必要となります。

　　◆ 野球場施設の設備点検を行い、老朽箇所の修

繕を行う必要があります。

　　◆ 久米島野球場及び仲里野球場においては、プ

ロ野球球団が春季キャンプを実施し、町民の

スポーツ振興に寄与しています。

［
施
策
26
］

「暮らす」すべての世代のために 島民の健康づくり推進

スポーツ・
レクリエーションの振興

資料：商工観光課統計資料

資料：商工観光課統計資料
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施策の展開施策の展開
　スポーツ・レクリエーション活動の機会創出� 福祉 � 教育 � 商観
　　◆ 様々なスポーツ・レクリエーション活動を通して、町民の健康増進を図ると

ともに、交流の機会を創出します。

　　◆ 久米島の特色を盛り込んだイベントの企画や告知の強化を図り、町の活性化

に努めます。

　　◆ 各種イベントの企画・開催にあたっては、久米島町観光協会と連携を図り、

宿泊施設の確保、イベントの告知・PR を通して、観光客も参加できる、参

加したくなるイベント・交流機会の創出を推進します。

　施設の利用促進� 環境 � 商観
　　◆ スポーツ施設の利用促進に向けて、町民の健康増進やスポーツキャンプ誘致

など、関係機関の施策や取り組みを有機的に連携させ、相乗効果を生み出し

ていきます。

　　◆ スポーツ施設の適正な管理、老朽化した施設の計画的な更新等に努めます。

目指そう指標目指そう指標

パークゴルフ場
利用者数（町民）

基準値（令和元年） 目標値（令和7年）

28,380人20,675人

久米島マラソン
エントリー数
（町民）

基準値（令和元年） 目標値（令和7年）

600人522人

スポーツキャンプ
　スポーツチームが、公
式戦の期間外などに、あ
る地域に宿営して全体練
習や個人練習などを行う
こと。



72

基
本
構
想

行
革
大
綱

参
考
資
料

後
期
基
本
計
画
（
総
合
戦
略
）

生
ま
れ
る

育
つ

学
ぶ

働
く

暮
ら
す

老
い
る

次
世
代

島
を
訪
れ
る
、島
に
帰
る

現状と課題現状と課題
　障がい者（児）福祉
　　◆特別な配慮や支援を必要とする方の相談窓口として専門職の確保が求められています。

　　◆ 障害者手帳を所持していない方、各種サービスを利用していない方に制度案内や利用方法の周知

を行う必要があります。

　　◆ 日常生活に必要な装具・用具の支給、医療費の給付・助成、成年後見制度の利用案内など、障が

い者（児）福祉の充実、生活の負担軽減に取り組んでいます。

　　◆ 障がい児を支援する放課後等デイサービス・児童発達支援多機能型事業所が令和２年 5 月に開所

し、サービスの利用が可能となっています。（施策５再掲）

　　◆ 障がい者（児）が地域の中で自立した生活を送るための社会資源の充実を目指し、地域の方々の

理解を深め、関係機関との連携強化にも取り組んでいます。

　生活困窮者への福祉
　　◆民生委員・児童委員の活動により、地域で安心して暮らせることに寄与しています。

　　◆生活困窮者を対象に相談支援や就労支援などを行っています。

　　◆ひとり親家庭を対象に医療費の助成を行い、経済的負担の軽減を行っています。

　福祉体制
　　◆ 地域で支えあう社会福祉の構築を目指し、社会福祉協議会を中心に障がい者や生活困窮者への支

援など、関係機関と連携して、福祉事業に取り組んでいます。

　　◆ 社会福祉協議会の地域における役割として、関係機関との連携強化、支援等が求められています。

　　◆ 社会福祉の充実に向けて、社会福祉に関わる支援者の育成が必要です。

　　◆ 令和 2 年現在、町における認知症サポーター数は 973 名となっています。

　　◆ 健全な国保事業運営のため、国保税の適正な賦課及び徴収への取り組みを強化しています。

［
施
策
27
］

「暮らす」すべての世代のために 共に暮らせる島づくり

福祉の充実
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施策の展開施策の展開
　障がい者（児）福祉サービスの充実� 福祉
　　◆ 提供サービスの増加や質の向上のために、専門職の継続的な配置を行い、多

くの町民の希望に沿った生活が送れるように支援します。

　　◆ 各事業所、関係機関と連携を図り、障がい福祉サービスの向上、制度の周知

に努めます。

　　◆ 地域住民が障がい者（児）への理解を深められるよう、スポーツ交流、福祉

交流の機会創出を図るとともに、社会全体で障がい者の自立を支援できるよ

う、啓発・広報活動を強化します。

　生活困窮者等対策の強化� 福祉
　　◆民生委員・児童委員の定数を満たす人材の確保に努めます。

　　◆ 生活困窮者等の要援護者を早期に把握し、自立・就労に向けた様々なサービ

スを社会福祉協議会と連携し、総合的、一体的に対応します。

　　◆ ひとり親家庭を対象とした医療費の助成強化など、引き続き経済的・心理的

負担の軽減を図ります。

　社会福祉体制の強化� 福祉
　　◆ 地域住民と障がい者（児）が共に生活を送れるよう、福祉サービスの充実や

体制強化を通して、ノーマライゼーション社会の実現を目指します。

　　◆ 広報誌やパンフレット、電子媒体等を用いて周知を徹底し、町民が福祉事業

を理解し、各種サービスをうまく活用できるよう努めます。

　　◆ 社会福祉協議会の事業の充実と地域福祉の推進・向上を図ります。

　　◆ 認知症サポーターの養成講座を開催するなど、認知症となっても暮らしやす

い社会づくりに取り組みます。

　　◆ 安定的な国保運営を目指すため、適正な賦課、徴収率の維持又は向上に努め

ます。

目指そう指標目指そう指標

障がい福祉サービス
利用者のうち
島内でサービスを
利用する者の割合

基準値（令和2年） 目標値（令和7年）

70％60.9％

認知症サポーター制度
　認知症患者について正
しく理解し、見守りや生
活上の細かな支援を行う
ボランティアを養成する
制度。

ノーマライゼーション（社会）
　障害のある人もない人
も互いに支え合い、地域
で生き生きと明るく豊か
に暮らしていける社会を
目指す理念のこと。
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　町民のニーズ把握
　　◆ 町民のニーズに応えられるよう、行政職員の

育成及びスキルアップが求められます。

　　◆ 誰もが暮らしやすい島づくりの推進や満足度

の高い行政運営を実施していくためには、定

期的に町民のニーズを把握する必要があるこ

とから、広聴活動の強化が求められます。

　　◆ まちづくりを担う NPO 等への支援や育成が

必要です。

　少子化対策
　　◆ 合計特殊出生率が 2.31 から 2.07 へと低下しています。

　　◆ 少子化の大きな原因に、経済的な不安に伴う未婚化、晩婚化が挙げられており、結婚しても仕事

と子育ての両立が難しいといったことが指摘されています。

［
施
策
28
］

「暮らす」すべての世代のために 共に暮らせる島づくり

多様なニーズに応えられる
町づくり

資料：令和2年住民アンケート（n=482）

725人 723人

673人

680人

657人

H28 H29 H30 R1 R2

20歳～39歳の女性人口

資料：沖縄県統計年鑑資料：町民課統計資料
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施策の展開施策の展開
　多様なニーズへの対応� 企画
　　◆ 経年的に島民の声や満足度を把握し、総合計画や個別計画などの策定や見直

しに活用します。

　　◆ 暮らしの満足度の向上に向けて、町民ニーズを把握するための定期的な調査

の実施を検討します。

　　◆ふるさと納税（NPO 等支援制度）の周知、登録団体増加に取り組みます。

　　◆ＳＤＧｓを軸とする誰一人取り残すことのない優しい島づくりに努めます。

　　◆ すべての男女がお互いにその人権を認め、責任を分かち合い、自分自身の個

性と能力を発揮できるまちづくりに努めます。

　　◆若い新婚世代の新居確保に対する経済的支援に努めます。

　　◆女性が活躍できるまちづくりを推進します。

　　◆ 性の多様性を尊重し、性的マイノリティが生きやすい社会を目指すため、

LGBT パートナーシップ制度の実現を目指します。

目指そう指標目指そう指標

20歳～39歳の
女性人口

基準値（令和2年） 目標値（令和7年）

725人657人

婚姻率
（人口千人当たり）

基準値（令和元年） 目標値（令和7年）

5.84.5
NPO
　非営利団体のこと。特
に、政府や企業などでは
できない社会的な問題に、
営利を目的とせずに取り
組む民間組織のこと。

マイノリティ
　少数派のこと。

LGBT
　性的少数者のうち、レ
スビアン・ゲイ・バイセ
クシュアル・トランスジェ
ンダーの総称のこと。



みなさんの声

住民アンケート 結果 ⑤
暮らす 世代のために 編

Q．久米島町での暮らしについてどう感じていますか？

・  1 位：やや満足  35％
・  2 位：やや不満  24％

飲酒運転や無免許運転、車検切れをよく見かけるため交通に
関して不安がある。（30代女性）

事件事故の話をあまり聞かないため、治安はよく安心して暮
らせると思う。（30代女性）

大津波が発生した場合の避難場所や備蓄に不安があり、台風
などの悪天候時の流通に困っている。（20代男性）

医療機関が少ないため、受診のために島外へ行かなければなら
ない。（50代女性）

『移動手段』について 『治安』について 『防災』について

・  1 位：やや満足  40％
・  2 位：満足　　  39％

・  1 位：やや不満  34％
・  2 位：やや満足  33％

Q．周辺の住環境について問題点はありますか？

・  1 位：空き家・空き地の増加　　　　    238 名
・  2 位：遊休農地の増加　　　　　　         95 名
・近隣の日用品店舗の不足                                           72 名
・利用しやすい公園の不足　　　　                             63 名

　暮らしの『移動手段』については、「満足」および「やや満足」の合計が半数に留まって
おり、理由をみると公共交通機関の利用者に不満が多いようです。『治安』については、満
足度が高いが、空き家・空き地が増加しており問題点として認識されています。『防災』に
ついては、半数近くが「やや不満」および「不満」と感じており、避難や備蓄に対し不安と
いう意見が多く、町の防災対策があまり周知されていない現状があるようです。
　また、歯科や眼科、皮膚科など医療施設が少なく困っているという意見がとても多く、町
としての対応策が必要です。
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島づくりの目標

老いる
世代のために

施策29

　
施策30

施策31

　　　　

高齢者の生きがいある暮らし
づくり

高齢者の健康増進

高齢者が安心して暮らせる島
づくり

高齢者福祉の充実
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現状と課題現状と課題
　高齢者福祉
　　◆ 高齢者人口は年々増加する一方、75 歳以上の人口及び割合は減少しています。

　　◆高齢化率の伸びとともに、独居高齢者や夫婦のみの高齢者世帯が増加傾向にあります。

　　◆高齢者の新しい挑戦やそのきっかけづくりを支援する体制づくりが必要です。

　　◆ 支援が必要な身寄りのない方や若年性認知症の方を早期に発見し、介護施設や病院など、関係機

関と連携を密にして対応することが求められます。

［
施
策
29
］

「老いる」世代のために 高齢者福祉の充実

高齢者の生きがいある
暮らしづくり

資料：福祉課統計資料資料：住民基本台帳人口（各年3月末現在）
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施策の展開施策の展開
　豊かな高齢社会の実現� 福祉
　　◆ 高齢者が活動しやすい地域づくりとして、引き続き老人クラブへの助成や老

人クラブの発展と会員の増加に繋がるよう、広報誌・ホームページ等で活動

を適時紹介するなど、老人クラブを通じた生きがいづくりや居場所づくりに

努めます。

　　◆ 高齢者がいつまでも元気で生き生きと暮らしていける、又は活動的に充実し

た生活が送れる社会の実現に努めるとともに、元気に働ける高齢者が活躍で

きる体制づくりを検討します。

　　◆ 多様化する高齢者のニーズに応えるため、国の基本方針に基づき、地域包括

ケアシステムの構築を図りながら、認知症施策等を推進します。

目指そう指標目指そう指標

介護認定を
受けていない
高齢者の割合

基準値（令和2年） 目標値（令和7年）

81.8％76.9％

久米島町
老人クラブ連合会
加入会員数

基準値（令和2年） 目標値（令和7年）

660人524人

地域包括ケアシステム
　 重 度 な 要 介 護 状 態 と
なっても住み慣れた地域
で自分らしい暮らしを人
生の最後まで続けること
ができるよう、住まい・
医療・介護・予防・生活
支援が一体的に提供され
るケア体制のこと。
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現状と課題現状と課題
　高齢者の健康増進
　　◆ 各地域の老人クラブでは、ゲートボールやパークゴ

ルフなどの健康増進に繋がる活動が行われていると

ともに、地域のコミュニティも形成されています。

　　◆ 栄養改善が必要な高齢者に対する配食サービスを

行っています。同サービスを行うことで、安否確認

にもつながっています。

　　◆ 高齢者の筋力向上を目的とした予防教室を実施し、

介護予防に努めています。

　　◆独居高齢者や高齢者世帯等の閉じこもり対策を行い、社会参加を促進しています。

［
施
策
30
］

「老いる」世代のために 高齢者福祉の充実

高齢者の健康増進

資料：市町村別平均寿命

パークゴルフの様子
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施策の展開施策の展開
　高齢者の健康づくり体制の充実� 福祉
　　◆ 高齢者がどのような心身の状態であっても、可能な限り住み慣れた地域で、

自分らしい日常生活を営んでいけるよう努めます。

　　◆各地域で行われている老人クラブ活動への参加を促進します。

　　◆ 社会福祉協議会及び久米島町老人クラブ連合会と連携を強化し、パークゴル

フ場等の運動施設を利用した高齢者の参加しやすいイベントを開催します。

　　◆ 高齢者の健康づくり・体力づくりに資するよう、健康運動指導員の確保と育

成を推進します。

　　◆ 栄養改善が必要な高齢者を対象に栄養バランスの取れた食事を提供し、栄養

改善を図ります。

　　◆特に要介護者の重度化防止を図るため、介護予防の普及啓発活動に努めます。

　　◆ 独居高齢者や高齢者を対象に通いの場を提供し、地域活動の充実や閉じこも

り防止に努めます。

目指そう指標目指そう指標

平均寿命

基準値（平成27年） 目標値（令和7年）

82.2歳80.3 歳男性

女性 87.9歳86.9 歳
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現状と課題現状と課題
　介護・医療体制
　　◆ 栄養改善が必要な高齢者に対する配食サービ

スを行っています。同サービスを行うことで、

安否確認にもつながっています。（施策 30 再掲）

　　◆ 生活支援コーディネーターと連携を図り、高

齢者が必要としていること、困っていること

を把握し、高齢者福祉や介護保険サービス、

医療受診に繋げる必要があります。

　　◆ 介護保険被保険者が安心して介護保険サービ

スを受けることができるよう、医療機関や介

護事業所などと連携した、介護・医療体制づ

くりに取り組んでいます。

　　◆ 居宅介護支援事業所等と連携し、介護支援専

門員の負担軽減、人材の確保・育成が必要と

なっています。

　　◆ 介護福祉分野の専門職や従事者が人材不足となっています。増加する高齢者へ必要なサービスを

提供するための介護に携わる人材の確保や育成が必要です。

　　◆ 町内の２つの特別養護老人ホームの利用率は常に高い状況にあり、入所定員数の増加について要

望があります。特に島外の施設へやむを得ず入所する方への対応が必要です。

　　◆ 認知症初期集中支援体制の構築及び強化が必要です。また、多くの町民に認知症カフェを知って

もらうとともに、気軽に参加できるよう工夫する必要があります。

　高齢者ケア
　　◆高齢者の筋力向上を目的とした予防教室を実施し、介護予防に努めています。（施策 30 再掲）

　　◆独居高齢者や高齢者世帯等の閉じこもり対策を行い、社会参加を促進しています。（施策 30 再掲）

　　◆法人後見の活動等に向けて、地域の実態把握や情報連携の強化が必要です。

　　◆自立支援や重度化防止に向けた地域ケア会議を早期に設置する必要があります。

　　◆ 地域で見守っていく中で重要な役割を担う民生委員・児童委員の定員充足が十分でない状況と

なっています。

［
施
策
31
］

「老いる」世代のために 高齢者福祉の充実

高齢者が安心して暮らせる
島づくり

資料：沖縄県介護保険広域連合月報（各年3月末現在）
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施策の展開施策の展開
　介護・医療制度の充実� 福祉
　　◆ 栄養改善が必要な高齢者を対象に栄養バランスの取れた食事を提供し、栄養

改善を図ります。（施策 30 再掲）

　　◆ 医療と介護の両方を必要とする状態の高齢者が、住み慣れた地域で自分らし

い暮らしを続けることが出来るよう、医療機関や介護事業所などの関係者と

連携を強化し、在宅医療と介護の一体的な提供を図ります。

　　◆ 島内の居宅介護支援事業所等と連携し、介護職員及び関係者の負担軽減や人

材の確保・育成を図ります。

　　◆ 介護が必要となっても安心して暮らしていけるよう、介護給付サービスの充

実や従事者の質の向上を図るとともに、介護保険料の低減に向けた介護予防

等の取り組みを推進します。

　　◆ 認知症の早期診断や早期対応、継続的なケアに向けた支援体制を構築します。

　健やかで活動的な高齢期を過ごせる地域づくり� 福祉
　　◆ 特に要介護者の重度化防止を図るため、介護予防の普及啓発活動に努めます。

（施策 30 再掲）

　　◆ 独居高齢者や高齢者を対象に通いの場を提供し、地域活動の充実や閉じこも

り防止に努めます。（施策 30 再掲）

　　◆ 地域包括ケアシステムの構築、後見人制度の周知及び担い手確保・育成を推

進し、地域包括ケアや見守りなどの体制の整備を図ります。

　　◆ 高齢者それぞれの価値観や生き方が尊重され、その人らしい人生を送ること

ができるように、高齢者の自立をみんなで支える地域づくりに努めます。

　　◆ コミュニティバスの導入や町営バスのルート変更など、県内外の事例を参考

にしながら、本町における移動が困難な方への支援のあり方を検討します。

目指そう指標目指そう指標

地域サロン参加人数
（20公民館等通いの場の提供）

基準値（令和元年） 目標値（令和7年）

2,640人2,400人
認知症カフェ
　認知症の人の介護者の
負担を軽減するため、認
知症初期集中支援チーム
等による早期診断・早期
対応を行うなど、家族支
援と初期の認知症の人の
支援を行う場のこと。



Q．久米島町での高齢者福祉についてどう感じていますか？

　高齢者福祉については、「やや不満」および「不満」
の合計が半数となっており、満足度はあまり高くないこ
とがわかりました。
　理由をみると、介護施設やそこで働く職員の数が不足
している現状に対する不安や病気になった際の島での医
療体制、また免許返納後の移動手段など、この島で住み
続けていくためのこれからを心配する声が多くみられま
した。
　しかし、60歳以上の方々の居住意向では８割が今後
も島に住み続けたいと回答していることからも、高齢者
が安心して住み続けられる島の環境作りが課題となって
います。

みなさんの声

住民アンケート 結果 ⑥

・  1 位：やや不満　33％
・  2 位：やや満足　30％

介護施設、また担い手も不足しているため最後まで島で暮ら
せるかが不安である。（80代女性）

車の免許を返納したら移動が難しくなる。（30代男性）

病気になった際の通院や手術など、島の医療体制と経済的に
も不安がある。（40代男性）

高齢で一人になり困った場合の相談窓口を知りたい。
（80代男性）

60 歳以上の方

・  1 位：住み続けたい　79％
・  2 位：わからない　　13％

老いる 世代のために 編

Q．これからも島に住み続けたいと思いますか？

満足 15％

やや満足
30％

やや不満
33％

不満
14％

わからない 8％

住み続けたい
79％

わからない
13％

島を出るが、
また戻りたい

1％

島を出たい
7％

フォトギャラリー
計画づくりの一幕計画づくりの一幕

住民ワークショップ②

『島暮らしを豊かにする「稼げる島」になるため』をテーマに、
参加者をヤングチームとアダルトチームに分けて、島での働く環
境についての課題やアイデアを出し合いました。

ヤングチーム アダルトチーム
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島づくりの目標

次世代
のために

施策32

施策33

施策34

施策35

施策36

施策37

新しいビジネスの創出

未来を見据えた人材育成

伝統文化の継承と文化遺産の
保護・活用

食料自給率の向上

再生可能エネルギーによる
エネルギー自給率向上

島の豊かな自然資源の保護・活用

総合計画実現に向けて

次世代のための島づくり

施策38

施策39　

連携する総合計画推進

住民にわかりやすく効率的な
行財政運営
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現状と課題現状と課題
　創業支援
　　◆ 地域資源を活用した新規ビジネス創業希望者を支援し、創業機会の確保に努めています。

　　◆ 風の帰る森プロジェクトに賛同する企業・団体の動向等の情報収集を行い、本プロジェクトの活

動及び運営協力を働きかける必要があります。

　　◆ 在宅勤務や遠隔勤務など新しい生活様式に対応できるよう、島内のネットワーク環境の強化に向

けた検討やニューノーマルな働き方への対応が求められています。

　島の資源を生かしたビジネス
　　◆ 沖縄県海洋深層水研究所から深層水等の分水により、企業の深層水利用に繋げています。

　　◆海洋深層水の利用を検討している企業との情報共有や連携体制の構築が必要となっています。

　　◆久米島紬の後継者育成事業により、担い手の確保に繋げています。

［
施
策
32
］

「次世代」のために 次世代のための島づくり

新しいビジネスの創出

資料：税務課統計資料
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施策の展開施策の展開
　創業支援体制の確立� 商観
　　◆ 創業希望者への相談窓口を設置するなど、商工会や金融機関と連携し創業支

援体制の強化に努めます。

　　◆ 新規創業に関する支援や協力ができるよう、創業支援体制の確立を図ります。

　創業しやすい環境の整備� 商観 � プロ
　　◆ 風の帰る森プロジェクトに賛同する企業や団体の誘致を図り、新しいビジネ

スの創出や創出しやすい環境の整備を支援します。

　　◆ 島内のネットワーク環境の充実及び強化を官民協働により進め、在宅勤務や

遠隔勤務に対応できる就業環境の整備を推進します。

　　◆ 久米島で旅行を楽しみながら仕事が可能となるよう、ワーケーションの受入

体制や環境の整備を促進します。

　島の特性を活かした新ビジネスの創出� 商観 � プロ
　　◆ 海洋深層水大規模取水管施設の新設に取り組み、深層水関連企業の新規事業

の創出や雇用拡大に努めるなど、海洋深層水を活用した複合利用計画「久米

島モデル」の実現を推進します。

　　◆ 久米島紬の担い手の確保と育成を推進します。

　　◆ 島の資源を活用した新規ビジネス創出等を促進します。

目指そう指標目指そう指標

新規設立・
設置法人数

基準値（令和2年） 目標値（令和7年）

15法人10法人

民営事業所数
基準値（令和元年） 目標値（令和7年）

720事業所651事業所

風の帰る森プロジェクト
　久米島の環境保全と自
然再生に向けて、未来の
子どもたちが希望を持ち、
安心して暮らすことがで
きる社会づくりを目的と
するプロジェクト。

ビジネスコンテスト
　参加者がビジネスモデ
ルを作り、その完成度と
新規性により優劣を競う
コンテストのこと。
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現状と課題現状と課題
　キャリア教育
　　◆ 児童生徒の就業意識の向上と地域に愛着を持

ち将来地元に貢献できる人材の育成のため、

キャリア教育を実施しています。

　　◆ 中学生がまちづくりについて考え、質問や提

案などの体験を通して、議会の役割や仕組み

を理解し、社会の一員としての自覚や政治へ

の関心を深めることを目的として「子ども議

会」を町議会と連携して開催しています。

　　◆ 高校魅力化プロジェクトの一環として、地域

で活躍している人材の協力を得ながら久米島

の課題と今後について考える「まちづくりプ

ロジェクト」を実施しています。

　　◆ 海洋深層水関連産業の拡大やゼロカーボンシ

ティの実現など、次世代のための島づくりを

目指すうえで、ものづくり、理系の人材や持

続的な環境保全活動を担う人材を育成する必

要があります。

　各分野における人材育成
　　◆ 島の目指すべき姿を共有し、島人同士が協力して産業の活性化を図っていくためには、経済５団

体が連携し、各分野における人材育成に取り組む必要があります。

　　◆ 「ニューノーマル」な働き方が全国的に浸透しつつあります。

　　◆ 介護需要の増加に対応する必要がありますが、サービスの提供を行うケアマネージャー等の人材

不足が課題となっています。

　　◆ 障がい福祉サービスに対応する相談支援専門員等の人材が不足しており、障がい福祉需要への対

応が必ずしも十分ではありません。

　　◆ 保育士の不足により、待機児童が生じています。

［
施
策
33
］

「次世代」のために 次世代のための島づくり

未来を見据えた人材育成

小学生キャリア教育の様子（久米島空港）

子ども議会の様子
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施策の展開施策の展開
　地元に貢献できる人材の育成� 商観 � 企画 � プロ � 議会 � 福祉 � 教育
　　◆ 経済 5 団体及び久米島版 DMO 推進協議会と連携し、児童生徒へ仕事に対す

る意識付けを行うとともに、地域産業の魅力を伝え、将来島に貢献できる人

材の育成に努めます。

　　◆ 島の将来を担う子ども達が自分たちの住む地域に関心を持ち、理解を深める

ための取り組みを推進します。

　　◆ 高校生が地域の課題や解決策を考える学習機会を引き続き確保するなど、生

徒のキャリア形成を図りつつ、地域に必要な人材の育成につなげる取り組み

を推進します。

　　◆ エネルギーや環境学習などの教育活動等を通して、子ども達の科学や自然環

境に対する興味を引き出し、持続可能な島づくりに貢献できる人材育成の取

り組みを推進します。

　　◆ 横断的な産業振興を図るため、経済５団体及び久米島版 DMO 推進協議会が

連携した人材育成を推進します。

　　◆ 専門職の育成強化や安定的な確保に向けて、人材バンクの活用や地域おこし

協力隊の活用を検討します。

　　◆ 島内にいながら都市部の仕事を行うテレワークなど「ニューノーマル」な働

き方に対応できる人材育成を促進します。

　　◆ ケアマネージャー、相談支援専門員など介護・障がい福祉に携わる人材の育

成・確保に向けて、島内で参加できる研修会やオンラインを活用した資格取

得や更新に係る研修会の開催、奨学金の拡充などの支援に努めます。

　　◆ 待機児童の解消に必要な保育士の確保・育成の取り組みを推進します。

目指そう指標目指そう指標

将来、久米島で
暮らしたい
中高生の割合

（中高生アンケート）

基準値（令和2年） 目標値（令和7年）

80％35.8％

前村幸秀人材育成
基金活用生徒数

基準値（令和2年） 目標値（令和7年）

55人50人

キャリア教育
　一人一人の社会的・職
業的自立に向け、必要な
基盤となる能力や態度を
育てること。

ゼロカーボンシティ
　2050（令和 32）年に、
二酸化炭素などの温室効
果ガスの人為的な発生源
による排出量と、森林等
の吸収源による除去量と
の均衡の達成を目指す旨
を、首長自らがまたは地
方自治体として公表され
た自治体を指す。
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現状と課題現状と課題
　文化資源の保存・活用体制
　　◆ 久米島町の貴重な文化遺産を適切に保存・活

用するとともに、様々な文化遺産を展示し、

多くの町民や観光客に重要性と必要性を広く

周知しています。

　　◆ 展示会や各種講座・教室等の開催により、町

民や観光客に対して島の自然文化に関する情

報の発信を行うことで保存継承に努めていま

す。

　伝統文化の継承
　　◆ 久米島紬の後継者育成研修により、担い手を

確保し、伝統技術の保存と継承に繋げていま

す。

　　◆ 大綱曳きを開催し継続していくことで、伝統

文化の継承が図られ町の活性化に繋がること

が期待できます。

　　◆ 沖縄角力は町において、古くから人気のス

ポーツとして定着しており、全県的な大会で

優勝する力士を数多く輩出しております。

　文化資源の保存と管理
　　◆ 史跡等の倒壊防止のため、管理用道の適切な

維持管理と整備箇所の常時点検が必要です。

　　◆ 安全で快適な文化財の利用環境づくりに努め

ています。

　　◆ 真謝や仲地など、伝統的な集落形態を有する

地域の景観保全が必要です。

［
施
策
34
］

「次世代」のために 次世代のための島づくり

伝統文化の継承と
文化遺産の保護・活用

登録・指定 種別 件数
有形文化財（建造物） 2

重要無形文化財（工芸技術） 1

記念物（史跡） 2

天然記念物 2

有形文化財（建造物） 1

有形文化財（絵画） 2

有形文化財（工芸品） 2

有形文化財（歴史資料） 1

記念物（史跡） 4

天然記念物 2

建造物 1

歴史資料 4

有形民俗 1

史跡 19

名勝 5

天然記念物（植物） 12

天然記念物（地質鉱物） 3

国指定

県指定

町指定

資料：沖縄県教育委員会文化財課要覧

国指定無形文化財　久米島紬（織りの様子）
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施策の展開施策の展開
　歴史、民俗、文化財等調査研究の拡充� 博物
　　◆引き続き、 様々な文化遺産の適正な保存・活用に努めます。

　　◆ 久米島の歴史文化の周知を図るとともに、大切な記録として後世へ伝えるこ

とに努めます。

　　◆ 博物館を活用し、様々な文化事業の開催を通して生涯学習機会の提供に努め

ます。

　伝統文化の継承者の育成� 商観 � 産業 � 博物 � 教育
　　◆ 織子の後継者育成に取り組み、久米島紬の保存・継承に努めます。

　　◆大綱曳きの大綱の確保など、継続して開催するための体制づくりに努めます。

　　◆沖縄角力の保存・継承に努めます。

　文化資源の保存と活用の促進� 博物 � 建設
　　◆ 具志川城跡の往時の姿を復元し、遺跡の保存及び活用を推進します。

　　◆ 指定文化財の管理を継続し、き損を防止しつつ美観維持に努めます。

　　◆ 地域の歴史・文化の継承を図るため、古文書の修復に努めます。

　　◆ 既設歌碑の利活用に支障のないよう清掃管理に努めます。

　　◆ 久米島ホタル館を自然学習の場として活用し、自然の大切さを普及・啓発し、

湿地の保全に努めます。

　　◆ 伝統的な集落景観を有する地域の景観保全を図ります。

目指そう指標目指そう指標

博物館入館者数
現状値（令和元年） 目標値（令和7年）

6,950人6,126人

文化財指定件数
（累計）

基準値（令和2年） 目標値（令和7年）

71件70件 沖縄角力
　琉球王朝時代からの歴
史を誇る伝統文化の一つ。
互いに右四つに組んだ体
勢から始まり、相手を倒
して背中を地面に付けれ
ば勝ちとなる。
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現状と課題現状と課題
　久米島産食糧の確保
　　◆ 食糧生産を行う一次産業の担い手の育成が課題となっています。

　　◆自給率の向上に資する野菜農園や畜産の拡大、水産関連施設等の整備の検討が必要となります。

　　◆農産物や水産物を加工し、販売する 6 次産業化に取り組む必要があります。

　地産物の消費 PR
　　◆ 久米島町産業まつりや各種イベントを通して、町民へ島の特産品を PR し、消費拡大に取り組ん

でいます。

　　◆ 地産地消の強化に向けて、域内循環を推進する必要があります。

　　◆地場産物の優先使用により生産者の所得向上が求められています。

　　◆ 学校給食食材に地場産物を活用していますが、安定的な供給や流通が課題となっています。

［
施
策
35
］

「次世代」のために 次世代のための島づくり

食糧自給率の向上

令和元年度久米島町産業まつり（ホタルドーム内）　　　　　　　　　　　　　　（出展品）
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施策の展開施策の展開
　食糧の島内自給率の向上� 産業
　　◆ 農業及び水産業の生産者の育成を図ります。

　　◆ 付加価値の高い産品の展開を推進し、久米島ブランドの構築と生産拡大を図

ります。

　　◆生産者（団体）の法人化や 6 次産業化への展開を促進します。

　地産地消の促進� 産業 � 商観 � 給食
　　◆ 島内における消費や取引の現状を把握し、活性化に努めます。　　

　　◆ 各種イベントを開催し、地場産物の即売等を積極的に推進します。

　　◆各関係機関と連携し、地場産物の消費を推奨します。

　　◆学校給食への地場産物の活用に向けて、関係団体と連携します。

　　◆島内消費を促すとともに食品ロスの削減を推進します。

目指そう指標目指そう指標

学校給食食賄材料
に占める

地元産物の割合
（費用ベース）

基準値（令和2年） 目標値（令和7年）

26％22％

6次産業化
　農林水産業の生産（一
次 ）、 食 品 加 工（ 二 次 ）、
流通販売・情報サービス

（三次）の一体化を推進し
て、地域に新たな食農ビ
ジネスを創出しようとす
る取り組みのこと。

食品（フード）ロス
　食べられる状態である
にもかかわらず廃棄され
る食品。小売店での売れ
残り・期限切れ、製造過
程で発生する規格外品、
飲食店や家庭での食べ残
し・食材の余りなどが主
な原因となっています。
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現状と課題現状と課題
　環境への配慮
　　◆ 令和 3 年 1 月に久米島町ゼロカーボンシティを宣言しました。

　　◆  2040 年までに島内で消費されるエネルギーの 100％を再生可能エネルギーによって自給する

ことを目標にしています。

　　◆ 顕在化する気候変動危機の中、世界的に重要性が増している地球温暖化対策への取り組みとして、

再生可能エネルギーの導入促進を行っています。

　　◆ 日常生活や事業所の活動など、町民一人ひとりが、様々な側面から環境に配慮した取り組みを進

める必要があります。

［
施
策
36
］

「次世代」のために 次世代のための島づくり

再生可能エネルギーによる
エネルギー自給率向上

太陽光発電（球美中学校校舎屋上）海洋温度差発電施設
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施策の展開施策の展開
　クリーンエネルギーの導入� プロ � 環境
　　◆ 太陽光発電や海洋温度差発電などの再生可能なクリーンエネルギーの導入を

促進します。

　　◆ 脱炭素やカーボンニュートラルな社会を目指し、次世代モビリティ等の導入

の検討を行います。

　　◆ 公共施設等の省エネ設備導入を推進します。

　　◆ 小中学校へのエネルギー教室を通じて、児童生徒、各家庭、町民への省エネ

ルギーへの普及・啓発を推進します。

　　◆ 久米島町エネルギービジョン 2020 に基づき地球温暖化対策を推進します。

目指そう指標目指そう指標

再生可能
エネルギーの
自給率

基準値（平成30年） 目標値（令和7年）

14.1％3.1％

CO2排出量
削減率

基準値 目標値（令和7年）

9.4％－一般

公共 12％－

ゼロカーボンシティ
　2050（令和 32）年に、
二酸化炭素などの温室効
果ガスの人為的な発生源
による排出量と、森林等
の吸収源による除去量と
の均衡の達成を目指す旨
を、首長自らがまたは地
方自治体として公表され
た自治体を指す。

再生可能エネルギー
　自然の活動によってエ
ネルギー源が絶えず再生
さ れ、 半 永 久 的 に 供 給、
継続して利用できるエネ
ル ギ ー。 地 熱・ 太 陽 光・
風力などのこと。

カーボンニュートラル
　二酸化炭素をはじめと
する温室効果ガスの排出
量から、森林などによる
吸収量を差し引いてゼロ
を達成すること。

モビリティ
　 動 き や す さ、 可 動 性、
移動性、流動性などの意
味を持ち、交通や移動手
段という意味で用いられ
ることが多い。

※令和 3 年度より集計開始のため基準値の設定はありません。
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現状と課題現状と課題
　自然環境の保全
　　◆ 環境学習会やふれあい体験イベントを通じて

野生生物への親しみや環境の保全に寄与して

います。

　　◆ ホタル館の展示及び活動を通して天然記念物

のクメジマボタルを多くの人に周知していま

す。

　　◆ 久米島独特の生態系で、絶滅が危惧されてい

る多くの固有種を含む希少種が生息する湿地

は、学術的にも高い価値があります。

　　◆ 林業振興事業を活用し、重要な森林資源の保

全に努めています。

　海域への赤土流出防止
　　◆ 大雨時に農地より赤土（耕土）が流出し、海

岸及び海域へ影響を及ぼしています。

　　◆ 防風林やグリーンベルトなど農業基盤の整備

により、赤土等の流出防止に取り組んでいま

すが、整備状況は十分ではありません。

　環境保全への意識
　　◆ 地域住民及び観光客のポイ捨て防止や適切な

ゴミの処理が求められます。

　　◆ 海洋ゴミの漂着が多いため、継続的な清掃活

動に取り組む必要があります。

［
施
策
37
］

「次世代」のために 次世代のための島づくり

島の豊かな自然資源の保護・活用

資料：商工観光課統計資料

資料：博物館統計資料

資料：令和2年住民アンケート（n=482）
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施策の展開施策の展開
　自然環境の保全及び希少動物の保護� 環境 � 博物
　　◆ クメジマボタルをはじめ希少種の保護、生物多様性の確保の取り組みを強化

し、天然記念物（町・県・国指定 / 計 27 件）の保全に努めます。

　　◆久米島の希少種の不法採取の取り締まりを強化し、保護に努めます。

　　◆ 自然環境保全法や自然公園法など、関連する法令と連動しながら、島の豊か

な自然の積極的な保全と育成を推進します。

　赤土流出防止対策の推進� 産業 � 建設
　　◆ 持続的な赤土等耕土流出防止対策推進体制構築に努めます。

　　◆ 沈砂池や排水路の整備を行い、赤土流出防止対策を推進します。

　自然保護の普及と理解促進� 環境 � 博物
　　◆ 指定管理団体やボランティア団体と連携し、町民の環境保全の意識向上に努

めます。

　　◆町民の美化意識の向上に努めます。

　　◆良好な自然環境を守るため、海岸への漂着ゴミ対策に努めます。

目指そう指標目指そう指標

久米島ホタル館
入館者数

基準値（令和元年） 目標値（令和7年）

8,960人6,454人

グリーンベルト
　裸地や畑の周辺、斜面
の下側などに、樹木や草
木などの植物を帯状に植
えることにより、水の流
れを弱めたり、濁水中の
土粒子を捕捉し、赤土等
の流出を防ぐ方法のこと。
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現状と課題現状と課題
　協働による計画づくり
　　◆ 役場職員全員が連携し、総合計画の掲

げた目標の実現に向けて取り組んで

いく必要があります。

　　◆ 総合計画の内容を周知し、町民、事業

者、関係機関が連動した島づくりに取

り組む必要があります。

　　◆ 適切な行政経営を推進するために、日

頃から町民の声やニーズを把握し、総

合計画や個別計画・事業等に反映する

必要があります。

　　◆ ＰＤＣＡサイクルによる業務の改善

に取り組んでいます。

［
施
策
38
］

「次世代」のために 総合計画実現に向けて

連携する総合計画推進

資料：令和2年住民アンケート（n=482）

【地域団体と連携した総合計画推進イベント（第3回�夢まつり】

第3回�夢まつり：シンポジウムの様子第3回�夢まつりポスター
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施策の展開施策の展開
　住民満足度向上に向けて� 企画
　　◆ 町の振興や行政サービスの改善に向けて、役場職員の連携強化、町民との協

働による総合計画の推進を図ります。

　　◆ 計画策定及び事業実施に当たっては、住民への広聴広報により、住民に寄り

添う行政経営に努めます。

　　◆ 国連が掲げる持続可能な開発目標ＳＤＧｓの達成に向けて、総合計画の中で

一体的に推進します。

　　◆ 総合計画の着実な推進を図るため、Plan（計画）、Do（実行）、Check（検証）、

Action（改善）を毎年度継続して実施するほか、目指そう指標に対する進捗

状況や改善策などについては、ホームページや広報により、広く町民に周知

していきます。

目指そう指標目指そう指標

島でのくらしの
幸福度

（住民アンケート）

基準値（令和2年） 目標値（令和7年）

90％83.7％

本計画の各施策の
柱に掲げる
目指そう指標の
平均達成率

基準値 目標値（令和7年）

80％－

PDCAサイクル
　業務の計画（plan）を
立 て、 業 務 を 実 行（do）
し、実行した業務を評価

（check）し、改善（act）
が必要な部分はないか検
討し、次の計画策定に役
立てること。

※令和 3 年度より集計開始のため基準値の設定はありません。
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現状と課題現状と課題
　行政運営
　　◆ 令和 2 年 4 月時点で、役場の一般行政職員は 175 名となっています。

　　◆ 町民への行政サービスの充実に取り組むとともに、質の高い窓口対応や効果的な事業の展開が求

められます。

　　◆ 健全な行政運営に必要となる自主財源の確保を推進するため、町税等の徴収率向上に取り組む必

要があります。

　　◆ 高齢者の増加による社会保障費の増加や、老朽化したインフラ基盤の更新需要など本町をとりま

く財政状況は一層厳しくなることが想定されます。

　　◆ 各公共施設の戦略的な施設経営を行うファシリティマネジメントを推進する必要があります。

　　◆ 沖縄県が策定する「新・沖縄振興計画（仮称）」に関連する補助金の有効活用を検討する必要が

あります。

　業務効率化
　　◆ 戸籍・住民基本台帳事務、行政システムの安定的な稼働に努めています。

　　◆旧具志川村の地域住民を対象とした手続き等への負担軽減に努めています。

　　◆ 新しい生活様式への対応のため、リモートワーク等の環境整備に取り組んでいます。また、多様

な行政サービス、手続きを維持するためには、さらなるデジタル化が必要です。

［
施
策
39
］

「次世代」のために 総合計画実現に向けて

住民にわかりやすく
効率的な行財政運営

令和2年住民アンケート（n=482） 資料：沖縄県市町村概要



101

施策の展開施策の展開
　職員業務の効率化� 企画 � 税務
　　◆ 戸籍、住民票等に関する証明書発行業務、戸籍情報システムの安定稼働を維

持しつつ、RPA、AI 等のデジタル技術を活用することで職員の事務の効率

化にも努めます。

　　◆ 町税や使用料等について、スマホ決済サービスなど時代に即した収納方法の

検討及び導入を行い、徴収率の向上に努めます。

　持続的な行政サービスの提供� 企画 � 町民 � 総務
　　◆ 法定事務に遵守した登録・管理を行い、適切な対応に努めるとともに、住民

サービス、満足度の向上を目指します。

　　◆ 大きな災害に備え、災害・復旧に強いシステムの構築に努めます。

　　◆ 久米島町自治基本条例の制定に向けた検討を進めます。

　　◆ 持続可能で、安定的な財政基盤の維持・推進に努めます。また、統一的な基

準による財務書類を作成し、住民へ分かりやすく、見やすい決算の公表に努

めます。

　　◆ 町有地の適正管理を行い、産業などへの利活用を推進します。

　　◆ ファシリティマネジメント計画のもと、公共施設の適切な配置を図ります。

目指そう指標目指そう指標

行政サービスの
満足度

（住民アンケート）

基準値（令和2年） 目標値（令和7年）

80％62.4％

町税徴収率
基準値（令和元年） 目標値（令和7年）

97.2％96％

ファシリティマネジメント
　企業内の設備・資源や
空間などを、最も合理的、
かつ効率的に管理し運用
するための経営手法のこ
と。

RPA
　ロボティックプロセス
オートメーションの略。
人工知能を備えたソフト
ウエアのロボット技術に
より、定型的な事務作業
を自動化・効率化するこ
と。

AI（人工知能）
　コンピューターで、記
憶・推論・判断・学習など、
人間の知的機能を代行で
きるようにモデル化され
たソフトウエア・システ
ムのこと。



みなさんの声

住民アンケート 結果 ⑦

Q．久米島町の自然や文化は大切に
　　されていると思いますか？

・  1 位：やや満足　40％
・  2 位：やや不満　26％

いろいろな可能性や資源があり、事業展開を考えるのが楽し
い。（30代女性）

島の人が作っている物を島で消費できるような、持続可能な
島になってほしい。（60代男性）

自然は多いが、ごみのポイ捨てが多く自然が守られていない。
（70代男性）

次世代 のために 編

【中高生へのアンケート】
　Q．将来、久米島で暮らしたいですか？

・  1 位：暮らしたい　36％
・  2 位：暮らしたいが難しいと思う　26％

　自然や文化について、「満足」および「やや満足」の合計が半数を超えているものの、満
足度は高くはない結果となりました。理由をみると、ごみのポイ捨てが見られるという意見
が多く、島の資源である自然環境への意識を高める必要があります。その一方で、島の資源
を活かした事業展開や可能性を感じているという前向きな意見も多数みられ、島の発展のた
めにも地域の魅力を伸ばす取組みが必要です。
　また、中高生の将来における島での居住意向については「暮らしたい」が最も多いものの
「暮らしたいが難しいと思う」の回答も多く、働く場が少ないことが要因の一つになってい
るようです。そのため、中高生が思い描く将来の夢が実現できる基盤づくりが必要です。

わからない 6％

満足
16％

やや満足
40％

やや不満
26％

不満
12％

無回答 1％

フォトギャラリー
計画づくりの一幕計画づくりの一幕

職員ワーキンググループ（球美トーーク）

将来の行政運営を担う若手職員で、これからの島について話し合
う『球美トーーク』を3度にわたって開催し、町民のための新た
な施策づくりに取り組みました。

暮らしたい
36％

暮らしたいが
難しいと思う

26％

どちらかというと
暮らしたくない

25％

その他
13％
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島づくりの目標

島を訪れる・
島に帰る
人たちへ

施策42

施策43

施策44　　

交流文化の推進

観光の振興

移住定住促進体制の充実

交流人口・移住定住人口の増大

久米島らしさの醸成

情報発信力の強化

施策40 久米島らしいライフスタイル・
ブランドの確立

施策41 情報発信力の強化
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［
施
策
40
］

現状と課題現状と課題
　久米島ブランド
　　◆ 久米島紬や泡盛、車エビ、モズク、海洋深層

水関連商品など、たくさんの特産品があり、

久米島ブランドとして全国に発信されていま

す。

　　◆ 豊かな海域環境で行われるダイビングや釣

り、はての浜やイーフビーチでのレクリエー

ションは、久米島らしいライフスタイル、観

光ブランドとして認識することができます。

　　◆ それぞれのイメージを持つ製品・サービスが、

一貫された「久米島らしいブランド」として

広く認識されるよう、分野を超えた連携が望

まれています。

　久米島らしい景観
　　◆ 景観重点地区において、琉球赤瓦を活用する際の一部助

成を行っています。

　　◆ 良好な景観を有する地域また集落においては、重点的な

景観づくりを推進します。

　　◆ 久米島らしい景観づくりについては、地域と行政の連携

による景観形成、美化活動が必要となります。

　　◆ 子や孫世代、さらにその先の世代へ素晴らしい久米島の

景観を継承するために、持続可能なライフスタイル・ビ

ジネスモデルの検討が必要となります。

　久米島らしい結婚披露宴
　　◆ 島内で結婚披露宴を行う際の助成を行っていますが、助

成件数は年々減少しています。

島を訪れる、島に帰る人たちへ 久米島らしさの醸成

久米島らしい
ライフスタイル・ブランドの確立

資料：企画財政課資料

久米島町結婚披露宴助成金（PR写真）

赤瓦葺き替えに対する助成事業

25品
33品

50品
34品

6品
15品
17品

29品
38品

果実

水産物

食品

お酒・飲料品

肉類

工芸品

化粧品

体験・宿泊

その他

ふるさと納税返礼品種別数
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施策の展開施策の展開
　久米島ブランドの確立� 商観
　　◆ 特産品等のイメージや安全性などの評価水準の向上により、付加価値を高め、

全国への販路拡大を推進します。

　　◆ 官民の連携の下、「久米島らしいブランド」の定義の検討及び新商品の創出

に取り組みます。

　　◆ 久米島ファンを増やすために、HP・SNS 等を用いて情報発信を行い、久米

島ファンクラブ等の交流人口の増加に努めます。

　久米島らしい景観づくりへの支援� 建設
　　◆ 景観計画の取り組みの周知を強化するとともに、準景観地区指定等について

も検討に努めます。

　　◆ 伝統的景観を有する集落や賑わいを創出する商店街など、久米島らしい景観

を有する場所について、重点的な景観形成を推進します。

　　◆ 住民が主体となる景観づくり及び美化活動への支援制度の確立を図ります。

　結婚しやすい、したくなる島づくり� 町民
　　◆ 結婚披露宴に対する助成の広報を強化するとともに、助成金額、支給条件の

見直しに努めます。

　　◆久米島において結婚披露宴を行わない要因を分析し、課題の把握に努めます。

　　◆ 結婚新生活支援金に対する広報を強化し、結婚しやすい環境づくりに努めま

す。

目指そう指標目指そう指標

ふるさと納税

基準値（令和2年） 目標値（令和7年）

200百万円138百万円寄附額

件数 10,870件７，１８１件

物産展等販売額
基準値（令和元年） 目標値（令和7年）

27百万円24百万円

準景観地区
　市町村が、良好な景観
の保全を図るため、景観
法の規定に基づき指定し
た地区。
　準景観地区では、市町
村の条例により、建築物
の形態意匠、建築物の高
さ、壁面の位置、建築物
の敷地面積の制限を定め
ることができる。
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［
施
策
41
］

現状と課題現状と課題
　情報発信方法
　　◆ 町の取り組みやまちづくり計画、財政情報などを公表し、透明性の高い行政経営が求められます。

　　◆ ホームページや広報誌、ラジオ、SNS、防災無線を活用し、町政情報や地域情報の発信に取り組

んでいます。

　　◆ ホームページは、より早く町政の最新情報を発信しています。

　　◆  FM くめじまの難聴地域の解消が課題となっています。

島を訪れる、島に帰る人たちへ 情報発信力の強化

情報発信力の強化

資料：久米島町ホームページ 資料：久米島町公式 LINE（案内チラシ）
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施策の展開施策の展開
　行政情報システムの充実� 総務
　　◆ 透明性の高い町政情報の発信、ホームページの情報更新に努めます。

　　◆  FM くめじまと連携して積極的に町の情報発信に努めます。

　　◆必要な情報を必要な人へ、必要な時に届ける仕組みを検討します。

　情報化社会に対応する島づくり� 総務 � 商観 � プロ
　　◆ 防災無線の日常管理及びメンテナンスを徹底します。

　　◆ 引き続き、FM くめじまの難聴地域の解消に努めます。

　　◆ テレビのデータ放送を活用し、町民への情報発信に努めます。

　　◆  SNS を活用した情報発信が好評であり、行政のデジタル化と併せて、効率的・

効果的な運用に努めます。

　　◆ 台風や万が一の自然災害に備え、情報の収集・発信に関する防災訓練に取り

組みます。

　　◆ 防災・観光・教育の観点から必要箇所への Wi-Fi の整備や情報化社会に対応

するインフラの整備に努めます。

目指そう指標目指そう指標

久米島町
ホームページ
アクセス数

基準値 目標値（令和7年）

182,830件－

久米島町
公式ＬＩＮＥ
登録者数

基準値（令和2年） 目標値（令和7年）

1,430人1,192人

SNS
　ソーシャルネットワー
クサービスの略。個人間
のコミュニケーションを
促進し、社会的なネット
ワークの構築を支援する、
インターネットを利用し
たサービスのこと。

※令和 3 年度より集計開始のため基準値の設定はありません。
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現状と課題現状と課題
　技術交流等
　　◆ ハワイ郡コナと姉妹島を締結しており、海洋深層水を活用した相互の研究交流事業を行っていま

す。

　　◆産業分野では、アジア諸国の外国人技能実習生の受け入れを行っています。

　交流イベント
　　◆ 久米島まつりや久米島マラソンなどのイベン

トは、島民の交流のみならず、久米島出身者

や久米島ファンが交流する本町の一大イベン

トとなっています。

　　◆ 子どもから高齢者まで多くの町民が参加でき

る祭りを開催することで町民の融和と連携に

取り組んでいます。

　　◆ 全国各地において、久米島出身者やファンが

集う郷友会、コミュニティが生まれており、

定期的な集会やイベントが催されています。

　　◆ 平成 28 年から「世界の久米島ンチュ大会」

を開催しており、継続して開催することを予

定します。

　　◆ 平成 21 年から久米島町婦人会が主体となっ

て、久米島と島外の人を結ぶ取り組みとして、

久米島ファンクラブが立ち上げられました。

ファンクラブ会員は特別住民票の発行や島内

施設を島民料金で利用できます。

　　◆ 新潟県十日町市と小学生同士の「なかさと交流」を行っています。

　　◆ 佐賀県佐賀市と中学生同士の「佐賀交流」を行っています。

島を訪れる、島に帰る人たちへ 交流人口・移住定住人口の増大

交流文化の推進

久米島まつり（令和元年）

世界の久米島ンチュ大会（平成28年）
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施策の展開施策の展開
　技術交流等事業の拡充� 産業 � プロ
　　◆ 海洋深層水事業は、交流研究を促進するとともに、官民学が連携した産業展

開及び技術研究・開発を推進します。

　　◆ 大学や研究機関と連携し、久米島での技術研究及び開発に資する施設の導入・

誘致に関する可能性調査を検討します。

　　◆ 関係団体と連携を図り、外国人技能実習生の受け入れ先を増やしながら円滑

な事業実施を図ります。

　　◆ 地域特性を活かした産業と人材の育成につながる技術交流を推進します。

　交流人口の拡大� 総務
　　◆交流機会の創出に資するイベントの継続的な開催を推進します。

　　◆ 久米島出身者ネットワークを活かした産業と人材の育成につながる交流を推

進し、様々なイベントに参加する町民の増加を目指します。

　　◆ 久米島ファンクラブの取り組みは、関係人口の創出が図られることから、継

続を支援します。

　　◆ 「なかさと交流」及び「佐賀交流」を継続して実施します。

目指そう指標目指そう指標

久米島まつり
来場者数

基準値（令和元年） 目標値（令和7年）

14,840人8,434人

交流人口
基準値（令和元年） 目標値（令和7年）

124,410人107,424人

世界の久米島ンチュ大会
　2016 年の第６回世界
のウチナーンチュ大会に
あわせて「第１回　世界
の久米島ンチュ大会」を
開催。国内外で活躍する
久米島関係者の絆を深め、
久米島の活性化と相互の
発展、未来に繋ぐネット
ワークの構築を目指す。
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現状と課題現状と課題
　観光の受入体制
　　◆ 久米島の PR を目的として、観光大使に 11 名（令

和 3 年 4 月現在）を任命しています。

　　◆ 久米島町観光協会が中心となり、旅プランや飲

食・土産品、宿泊に関する情報発信、誘客イベ

ントに取り組んでいます。

　　◆ 令和 2 年 6 月に久米島版 DMO 推進協議会が

設立され、島民と多様な関係者が一丸となった

「チーム久米島」を築き、久米島の地方創生を目

指して活動しています。

　　◆ 行政と観光協会のみならず、横断的な各産業の

連携による、戦略的な事業展開、効果的な観光

振興に向けて、豊かな自然や食材、文化資源を

活用した、さらなる観光開発が望まれます。

　　◆ 体験型・交流型観光を推進するため、民泊等の

受け入れを担う組織の強化を図る必要がありま

す。また、体験ガイドの高齢化に伴う新たな人

材の確保や育成が課題となっています。

　　◆ 海洋深層水関連施設への視察者や研究生を受け

入れるなど、産業分野を観光資源として活用し

ています。

　観光環境
　　◆ 久米島への入域観光客は、約 10 万人前後で推移

し、主に観光地巡りやマリンレジャーを目的とした観光が行われています。

　　◆ 沖縄県が実施した観光満足度調査における久米島の評価は、海の美しさ、景観の項目は高いもの

の、宿泊施設、食事、土産品の項目は低い状況となっています。

　　◆ 需要が高いマリンレジャーは、事業者における不法投棄船・長期駐艇船があるため、船舶管理の

指導を行う必要があります。

島を訪れる、島に帰る人たちへ 交流人口・移住定住人口の増大

観光の振興

資料：令和元年度観光統計実態調査

資料：産業振興課集計資料（産業の概況）
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施策の展開施策の展開
　観光戦略の構築・推進� 商観 � プロ
　　◆ 新規観光大使の申請手続きをスムーズに行うため、推薦人である久米島町観

光協会との連携強化を図ります。

　　◆ ワーキング会議や、推進会議の実施を継続的に行い、観光振興計画に掲げる

施策の推進を図ります。

　　◆ 久米島版 DMO 推進協議会と協働で、「観光まちづくり」を促進し、地域活

性化による「島民」、「観光客」、「多様な関係者」の満足度の最大化を目指し

ます。

　　◆ 行政、久米島町観光協会及び各産業が連携・連動できる体制の強化を図りま

す。

　　◆ 本町の自然環境、歴史文化、産業などの地域資源と人を活かした体験型・交

流型観光の推進やインバウンド振興を含めた新たな誘客戦略の検討を進めま

す。

　　◆ 観光産業従事者の人材育成の研修を促進し、資質向上や新たな人材の確保に

も繋げます。

　　◆海洋深層水関連施設を活用した産業視察・産業観光を推進します。

　受入体制の充実� プロ � 商観 � 産業
　　◆ 町内の通信環境の充実と強化を図り、ワーケーションに対応する環境整備を

検討します。

　　◆ 観光客が訪れる施設や場所の維持管理や清掃を促進し、快適な観光環境を創

出します。

　　◆ 入域観光客数の維持又は増加を図り、特に観光満足度向上に努めます。

　　◆ 町独自の観光満足度調査の実施により、観光客の満足度や需要を把握し、久

米島観光の魅力の向上と、課題の解決に努めます。

　　◆ 不法投棄船・長期駐艇船への適切な行政指導を行うとともに、泊フィッシャ

リーナの適正な施設管理・使用を推進し、快適で賑わいのある観光振興に繋

げます。

目指そう指標目指そう指標

久米島町
入域観光客数

基準値（令和元年） 目標値（令和7年）

138,000人100,716人

マリンレジャー
　海で行うレジャーの総
称。ヨット・サーフィン・
ダイビング・釣りなどが
ある。

インバウンド
　主に日本の観光業界に
おいて、外国人の訪日旅
行あるいは、訪日外国人
旅行客という意味で使わ
れる。
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現状と課題現状と課題
　移住・定住受入れ体制
　　◆ 本町の人口は、毎年約 100 人ずつ減少しています。

　　◆ 人口減少に歯止めをかけるため、移住定住相談窓口である「島ぐらしコンシェルジュ」の発足を

行い、移住・定住の取り組みを推進しています。

　　◆ 島ぐらしコンシェルジュに相談を行い、移住してきた人数は発足時の平成 28 年 5 月から令和３

年３月末までに 135 名（定住率約 84％）となっています。

　　◆ 転入出アンケート、移住希望者登録時のアンケートにより、移住・定住を妨げる要因の分析を行っ

ています。

　　◆ 移住・定住希望者からは、住む場所が見つからない、仕事が見つからない、地域に馴染めないといっ

た課題が挙げられています。

島を訪れる、島に帰る人たちへ 交流人口・移住定住人口の増大

移住定住促進体制の充実

資料：企画財政課統計資料 資料：令和2年住民アンケート（n' ＝ 155）
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施策の展開施策の展開
　移住・定住促進� 企画 � 商観
　　◆ 久米島へ移住・Ｕターンを検討している人を対象に仕事・くらし・住まいの

情報発信を推進します。

　　◆ 久米島町の認知度向上のため、久米島の魅力を各種メディア媒体で情報発信

に努めます。

　　◆ 移住・定住促進に向けて「住宅不足」の解消に努めるとともに、「久米島町

空き家等対策利活用計画」に基づき空き家の利活用を推進します。

　　◆ 働く場所の確保・提供のため、民間企業と連携した求人情報の発信を行いま

す。

　　◆ 島ぐらしコンシェルジュの体制強化を推進し、移住者が地域に馴染めるよう、

サポート体制の構築を図ります。

　　◆ 県内外のイベントへ参加することで、本町の PR を行い関係人口・交流人口

の拡大を図ります。

目指そう指標目指そう指標

町の支援による
移住者数（累計）

基準値（令和2年） 目標値（令和7年）

284人135人

人口社会増減数
基準値（令和2年） 目標値（令和7年）

－ 38人－42人

コンシェルジュ
　フランス語でアパート
の管理人を意味する。現
在では、客の希望に応じ
てさまざまな提案や手配
などをする総合世話係と
いう意味合いで使われる。



みなさんの声

住民アンケート 結果 ⑧
島を訪れる  島に帰る 人たちへ 編

Q．久米島町は移住者にとって住みよい環境だと思いますか？

・  1 位：やや満足　33％
・  2 位：やや不満　26％

住める家が少なく、選択肢があまりない。（30代男性）

人々は親切で住みやすいが、自分からコミュニティに入れず
うまく馴染めない人もいる。（30代女性）

久米島高校に観光に特化した課をつくって卒業後に働ける環
境を作ってはどうか。（60代女性）

町のホームページから情報が得づらい。知り合いがいないと聞
くことも難しい。（20代女性）

　移住者の環境について、「満足」および「やや満
足」の合計が、4割と満足度があまり高くない結果
となりました。
　理由としては、住宅や雇用などに関する情報提供
不足の意見がみられ、人口を減らさないためにも、
移住や雇用に関する情報を入手しやすい提供方法の
検討が求められています。さらに、移住者などが住
み続けたいと感じる環境づくりが必要です。
　また、島に訪れる人々に対して、観光の質を向上
させるために、久米島高校への観光について学ぶこ
とのできる学科の新設の意見もみられ、どのように
人材を育てていくのかも課題です。

移住者の方

・  1 位：住み続けたい　38％
・  2 位：わからない　　35％

Q．これからも島に住み続けたいと思いますか？やや満足
33％

満足
9％

やや不満
26％

不満
8％

わからない
24％

わからない
35％

島を出るが、
また戻りたい

5％

島を出たい
22％

住み続けたい
38％

フォトギャラリー
計画づくりの一幕計画づくりの一幕

久米島町振興計画審議会・検討委員会

久米島町の施策づくりや考え方の方向性について、大学の教授な
どの学識経験者や町内の各種関係機関の役員、そして町の職員が
集まり、よりよい計画とするために意見をもらいました。
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目指そう指標一覧
　各施策で整理した指標の他、一覧表とおり「目指そう指標」を設定します。
　また、目標値設定の考え方は、「目標値の分類・水準」の通りです。

※増減率を用いる場合：直近の実績値に増減率を乗じて設定
　 増減率を用いれない場合：平均実績値又は実績最高値に 1.1（インセンティブ）を乗じて設定（平均実績値に平均

増加ポイントを加算することもある）

基準値及び目標値の年次は「年度」を基本としています。（H：平成、R：令和）

目標値の分類・水準

目指そう指標一覧表
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施策 目指そう指標 単位 基準値
目標値
（R7）

分
類
番
号

生まれる

1
出産できる島
の実現

合計特殊出生率 － 2.07 (H29) 2.31 4

出生率 － 8.5 (R1) 11.2 2

出生数 人 62 (R1) 85 7

産前産後の満足度（住民アンケート） ％ 18 (R2) 80 8

2
出産サポート
の充実

周産期死亡率（出産千人当たり） － 16.1 (R1) 3.3 2

低体重児出生率 ％ 11.3 (R1) 9.4 3

死産率（出産千人当たり） － 60.6 (R1) 24.7 1

育つ 3
子育て支援体
制の充実

待機児童数（4 月 1 日時点） 人 10 (R2) 0 7

子育てのしやすさ（住民アンケート） ％ 75.1 (R2) 80 8

ファミリーサポート利用件数 件 141 (R1) 160 7

ファミリーサポート会員数（累計） 人 166 (R2) 190 7

実績値の有無 実績値の県・全国との比較

（減少を目指す指標は不等号を読み替える）
目標値の水準

分類 

番号町 県 全国

○ ○ ○ 町値 < 県値 < 全国値
県値（ただし、町値と県値の差が僅少である場合は

全国値とすることもある）
1

○ ○ ○
町値 < 全国値 < 県値 

全国値 < 町値 < 県値
県値 2

○ ○ ○ 県値 < 町値 < 全国値
全国値（ただし、町値と全国値の差が僅少である場

合は町の過去の実績を勘案して設定）※
3

○ ○ ○
全国値 < 県値 < 町値 

県値 < 全国値 < 町値

町の過去の実績を勘案して設定（過去最高値とする

こともある）※
4

○ ○ × 町値 < 県値 県値 5

○ ○ × 県値 < 町値 町の過去の実績を勘案して設定※ 6

○ × ×
町独自調査等に基づく値 

（アンケート以外）

町の過去の実績を勘案して設定（過去最高値とする

こともある）※
7

○ × ×
町独自調査等に基づく値 

（アンケート）

80％を下回る場合：80％ 

80％を上回り 90％を下回る場合：90％ 

90％を上回る場合：100％

8

× ○ ○ 県値 < 全国値、全国値 < 県値 県値 9

× × ○ 全国値 全国値 10
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施策 目指そう指標 単位 基準値
目標値
（R7）

分
類
番
号

育つ

4
子どもの遊び
場の充実

子どもの遊び場の満足度
（住民アンケート）

％ 50 (R2) 80 8

5
発達障がい児
の支援充実

5 歳児健診対象児童のうち、要フォ
ローと診断された児童への支援率

％ 100 (R2) 100 7

保育所・園における保育の質の向上
（保育士研修参加者の割合）

％ － 90 7

6
子ども健康プ
ロジェクトの
推進

糖尿病になる可能性が
あり生活の改善が必要
な子（インスリン量高
値 9 以上）の割合

小学 5 年生 ％ 30.1 (R1) 27 7

中学 1 年生 ％ 33.3 (R2) 30 7

糖尿病予備軍（HbA1c( Ｎ ) 高値 5.5
以上 ) に該当する生徒の割合 ( 高校
1 年生 )

％ 0 (R2) 0 7

学ぶ

7
幼児教育の充
実

幼稚園就園率 ％ 100 (R2) 100 7

幼児 1 人当たり図書貸出冊数 冊 － 30.5 10

8
小中学校教育
の充実

全国学力・学習状況調
査における平均正答率
の全国との差

小学 6 年生 ポイント ＋ 1.1
(H27 ～
R1 平均 )

＋ 2 
(R3 ～ R7 平均 )

6

中学３年生 ポイント -6
(H27 ～
R1 平均 )

± 0 
(R3 ～ R7 平均 )

6

「自分にはよいところ
があると思いますか」
の問いに「当てはまる・
どちらかといえば当て
はまる」と回答した児
童・生徒の割合

小学 6 年生 ％ 75 (R1) 84 1

中学 3 年生 ％ 66.6 (R1) 78.8 1

全国体力・運動能力、
運動習慣等調査におけ
る平均点数の全国との
差

小学生 ポイント 0.7 (R1) 2.9 7

中学生 ポイント -2.1 (R1) 1.3 7

高等学校等進学率 ％ 97.2 (R1) 98.7 3

英検３級以上相当の英語力を有する
中学３年生の割合

％ 22.4 (R2) 37.4 5

学校施設耐震化率 ％ 71.8 (R2) 100 7

就学援助率 ％ 22 (R2) 20.4 1

9
高校教育の充
実

久米島高校を受験した町内中学３年
生の割合

％ 84 (R2) 90.5 7

久米島高校定員充足率
園芸科 ％ 50 (R2) 71 7

普通科 ％ 55.8 (R2) 71 7

英検準２級以上相当の英語力を有し
ている高校３年生の割合

％ 27.4 (R2) 38.2 5

高校卒業後の進路決定率
（町内中学校出身者のみ）

％ 92.7 (R1) 94.8 3

大学等進学率
（町立中学校出身者のみ）

％ 64.4 (R1) 72.8 4
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施策 目指そう指標 単位 基準値
目標値
（R7）

分
類
番
号

学ぶ

10
文化・社会教
育環境の充実

町が主催又は支援する文化関連イベ
ントの参加人数

人 764 (R1) 840 7

町が主催又は支援する社会教育関連
イベントの参加人数

人 381 (R1) 510 7

博物館入館者数 人 6,126 (R1) 6,950 7

11
生涯学習体制
の充実

町民 1 人当たり図書貸出冊数 冊 － 3.62 9

図書館図書貸出冊数 冊 8,972 (R2) 48,730 7

図書館利用者数 人 3,277 (R2) 8,980 7

博物館入館者数 人 6,126 (R1) 6,950 7

社会体育施設利用者数
（Ｂ＆Ｇプール、ホタルドーム）

人 27,670 (R1) 30,500 7

働く

12
連携する産業
振興体制づく
り

1 人当たり町民所得 千円 2,360 (H29) 2,600 7

町内総生産（実数） 億円 239 (H29) 264 7

従事者数（全産業） 人 3,855 (H27) 4,240 7

建設業町内総生産（実数） 百万円 2,836 (H29) 2,740 7

仕事の満足度（やりがい・達成感）
（住民アンケート）

％ 72.8 (R2) 80 8

13
くらしの立つ
農業地域づく
り

農業産出額 億円 32.2 (H30) 39 7

農業町内総生産（実数） 百万円 1,555 (H29) 2,180 7

耕作放棄地面積 ha 65 (H27) 55 7

14
多面的な漁業
の振興

水産業町内総生産（実数） 百万円 817 (H29) 900 7

海面漁業漁獲量 t 602 (H30) 650 7

海面養殖業収穫量 t 2,766 (H30) 3,380 7

15 製造業の振興

製造業町内総生産（実数） 百万円 2,609 (H29) 3,076 7

製造品出荷額等
（従業者 4 人以上の事業所）

万円 491,400 (H30) 526,850 7

製造業事業所数
（従業者 4 人以上の事業所）

事業所 11 (R1) 15 7

製造業従業者数
（従業者 4 人以上の事業所）

人 210 (R1) 230 7

16
商業・サービ
ス業の振興

卸売業・小売業町内総生産（実数） 百万円 1,199 (H29) 1,300 7

宿泊・飲食サービス業総生産（実数） 百万円 1,295 (H29) 1,430 7

不動産業総生産（実数） 百万円 1,906 (H29) 2,060 7

専門・科学技術、業務支援サービス
業総生産（実数）

百万円 848 (H29) 960 7

商店街の空き店舗率 ％ 40 (R1) 10 2

17
働きやすい職
場環境の整備

就業率 ％ 93.3 (H27) 97.3 5

女性就業率 ％ 93.6 (H27) 97.6 5

完全失業率 ％ 6.7 (H27) 2.7 1

雇用者報酬（市町村民所得・実数） 百万円 12,426 (H29) 13,670 7

民間法人企業所得（市町村民所得・
実数）

百万円 1,806 (H29) 2,030 7

個人企業所得（市町村民所得・実数） 百万円 2,437 (H29) 2,920 7



118

基
本
構
想

行
革
大
綱

参
考
資
料

後
期
基
本
計
画
（
総
合
戦
略
）

生
ま
れ
る

育
つ

学
ぶ

働
く

暮
ら
す

老
い
る

次
世
代

島
を
訪
れ
る
、島
に
帰
る

施策 目指そう指標 単位 基準値
目標値
（R7）

分
類
番
号

暮らす

18
交通の便利な
島づくり

町営バス乗車人数 人 46,163 (R1) 58,000 7

町営バスを通学に利用した生徒数 人 5,084 (R1) 7,730 7

タクシー利用人員 千人 82 (H30) 96 7

航空便を利用した町民の人数 人 80,197 (R1) 81,600 7

フェリー乗船者数 人 46,743 (R1) 52,400 7

19
安全な水の安
定供給

水の安全度（水質基準項目達成率） ％ 100 (R2) 100 7

施設維持管理財源の確保
（水道料金徴収率）

％ 99.1 (R1) 100 7

20
ゴミのない島
づくり

一般廃棄物排出量（生活系 + 事業系） t 3,580 (R1) 3,325 7

一般廃棄物１日１人当たり排出量
ｇ / 人・

日
1,269 (R1) 1,071 7

一般廃棄物資源化量 t 216 (R1) 333 7

一般廃棄物資源化率 ％ 6 (R1) 10 7

不法投棄件数 件 35 (R2) 15 7

21
環境を守る下
水道・し尿処
理

水洗化率（公共下水道接続率） ％ 64 (R2) 88.1 5

下水道整備の計画面積整備率 ％ 77 (R2) 95 6

22
安心して暮ら
せる島づくり

交通事故発生件数 件 3 (R1) 0 7

人口 1 万人当たりの交通事故率 ％ 3.8 (R1) 0 7

ハブ咬傷者数 人 1 (R2) 0 7

ハブクラゲ刺症者数 人 0 (R2) 0 7

狂犬病予防接種率 ％ 68.7 (R2) 80 3

23
災害に強い島
づくり

町防災訓練参加率 ％ 25 (R1) 32 7

出火件数 件 7 (R2) 0 7

り災世帯数 世帯 2 (R2) 0 7

住宅用火災警報器設置率 ％ 67 (R2) 82.6 3

消防吏員数に占める救急救命士数の
割合

％ 38.7 (R1) 40 7

消防職員充足率 ％ 62 (R1) 78.3 7

消防団員数（条例定数 40 名） 人 40 (R1) 40 7

24
快適な住環境
づくり 

空き家バンクマッチング件数（累計） 件 10 (R2) 45 7

商店街の空き店舗率 ％ 40 (R1) 9.8 2

納骨堂収容数 基 1 (R2) 82 7

子どもの遊び場の満足度（住民アン
ケート）［再掲］

％ 50 (R2) 80 8

25
島民の健康づ
くり推進

特定健診受診者におけるメタボリッ
クシンドローム該当者の割合

（国民健康保険ベース）
％ 34.7 (R2) 15 1

特定健診受診者におけるメタボリッ
クシンドローム予備軍該当者の割合

（国民健康保険ベース）
％ 21 (R2) 11.9 1

がん検診要精密検査対象者のうち未
受診者又は受診状況の把握ができな
い者

人 44 (R2) 0 7
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26
スポーツ・レ
クリエーショ
ンの振興

ホタルドーム利用者数 人 25,755 (R1) 28,330 7

パークゴルフ場利用者数（町民） 人 20,675 (R1) 28,380 7

久米島マラソンエントリー数（町民） 人 522 (R1) 600 7

27 福祉の充実

困窮世帯の割合（小中学生） ％ 25.3 (H30) 13.5 1

障がい者ヘルパー数（介護兼任者を
含む）

人 9 (R3) 10 7

障がい福祉居宅介護サービス提供量 時間 1,574 (R2) 1,750 7

がい福祉サービス利用者のうち島内
でサービスを利用する者の割合

％ 60.9 (R2) 70 7

認知症サポーター数（累計） 人 973 (R2) 1,070 7

28
多様なニーズ
に応えられる
町づくり 

島での暮らしを幸せだと感じる人の
割合（住民アンケート）

％ 84 (R2) 90 8

20 歳～ 39 歳の女性人口 人 657 (R2) 725 7

婚姻率（人口千人当たり） － 4.5 (R1) 5.8 2

老いる

29
高齢者の生き
がいある暮ら
しづくり

介護認定を受けていない高齢者の割
合

％ 76.9 (R2) 81.8 5

久米島町老人クラブ連合会加入会員
数

人 524 (R2) 660 7

30
高齢者の健康
増進

平均寿命
男性 歳 80.3 (H27) 82.2 7

女性 歳 86.9 (H27) 87.9 7

31
高齢者が安心
して暮らせる
島づくり

地域サロン参加人数
（20 公民館等通いの場の提供）

人 2,400 (R1) 2,640 7

ちゃーがんじゅー大学・体操教室参
加者数

人 4,989 (R1) 5,490 7

次世代

32
新しいビジネ
スの創出

新規設立・設置法人数 法人 10 (R2) 15 7

民営事業所数 事業所 651 (R1) 720 7

従事者数（全産業）［再掲］ 人 3,855 (H27) 4,240 7

33
未来を見据え
た人材育成

将来、久米島で暮らしたい中高生の
割合（中高生アンケート）

％ 35.8 (R2) 80 8

前村幸秀人材育成基金活用生徒数 人 50 (R2) 55 7

34
伝統文化の継
承と文化遺産
の保護・活用

伝統行事開催件数

旧盆エイサー 字 8 (R1) 8 7

ハーリー 字 3 (R2) 3 7

沖縄角力 字 5 (R1) 5 7

博物館入館者数［再掲］ 人 6,126 (R1) 6,950 7

文化財指定件数（町指定、県指定、
国指定）（累計）

件 70 (R2) 71 7

工芸産業（久米島紬）従事者数 人 94 (H30) 114 7

久米島紬後継者研修終了者数 人 5 (R2) 6 7

35
食糧自給率の
向上

学校給食食賄材料に占める地元産物
の割合（費用ベース）

％ 22 (R2) 26 7

36

再生可能エネ
ルギーによる
エネルギー自
給率向上

再生可能エネルギー自給率 ％ 3.1 (H30) 14.1 7

CO2 排出量削減率

一般 ％ － 9.4 7

公共・公用
施設

％ － 12 7
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37
島の豊かな自
然資源の保護・
活用

天然記念物指定件数（町指定、県指
定、国指定）（累計）

件 26 (R2) 26 7

ウミガメ館入館者数 人 14,888 (R1) 17,330 7

久米島ホタル館入館者数 人 6,454 (R1) 8,960 7

自然や文化の満足度
（住民アンケート）

％ 56 (R2) 80 8

38
連携する総合
計画推進

島でのくらしの幸福度
（住民アンケート）

％ 83.7 (R2) 90 8

本計画の各施策の柱に掲げる目指そ
う指標の平均達成率

％ － 80 7

39
住民にわかり
やすく効率的
な行財政運営

行政サービスの満足度
（住民アンケート）

％ 62.4 (R2) 80 8

実質公債費比率 ％ 6.2 (R1) 5.8 3

財政力指数 － 0.20 (R1) 0.23 7

経常収支比率 ％ 96.5 (R1) 87.5 2

人口一人当たり人件費・物件費等の
決算額

千円 391 (H30) 340 7

自主財源比率（歳入全体に占める自
主的に収入できる財源の割合）

％ 24.3 (R1) 34.9 5

町民 1 人当たり税負担 千円 87 (H30) 99 5

町税徴収率 ％ 96 (R1) 97.2 5

島を訪れる 
島に帰る

40

久米島らしい
ライフスタイ
ル・ブランド
の確立

ふるさと納税寄附額 百万円 138 (R2) 200 7

ふるさと納税寄附件数 件 7,181 (R2) 10,870 7

物産展等販売額 百万円 24 (R1) 27 7

41
情報発信力の
強化

久米島町ホームページアクセス数 件 ― 182,830 7

久米島町公式 LINE 登録者数 人 1,192 (R2) 1,430 7

観 光 協 会 ホ ー ム ペ ー ジ ア ク セ ス
（セッション）数

件 225,881 (R1) 312,340 7

移住・定住サイトアクセス数 件 67,074 (R2) 108,020 7

FM くめじまアクティブユーザー
（ダウンロード）数

件 4,704 (R2) 5,180 7

42
交流文化の推
進

久米島まつり来場者数 人 8,434 (R1) 14,840 7

交流人口 人 107,424 (R1) 124,410 7

43 観光の振興 

久米島町入域観光客数 人 100,716 (R1) 138,000 7

観光収入 億円 72.8 (H29) 102.5 7

沖縄県入域観光客数に占める久米島
町入域観光客数の比率

％ 1.06 (R1) 1.3 7

久米島町入域観光客数のうち外国客 人 2,000 (H28) 2,200 7

観光客 1 人当たり消費額 円 66,302 (H29) 74,279 7

観光客の平均滞在日数 日 3.6 (H29) 3.96 7

観光客の満足度（旅行全体） ％ 58.9 (R1) 65 5

44
移住定住促進
体制の充実

町の支援による移住者数（累計） 人 135 (R2) 284 7

人口社会増減数 人 -42 (R2) -38 7
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行財政経営のこれからの取り組み
　久米島町では、平成 17 年度から２次にわたる行政改革大綱「久米島町行政改革プラン」を策定し、

行財政改革に取り組んできました。

　これまでは、総合計画とは別に久米島町行政改革プランを策定し進めてきましたが、今回の改定分か

らは、実効性を一層高めるために、後期基本計画に行財政改革に関する方針等を盛り込み一体的に管理・

運営します。

　また、従来の「コストの削減」を主とした方針から、「町民サービスの質の向上」に注力する方針に

方向転換を行い、業務全体の可視化を起点とした行財政の経営に努めます。

町民と共にすすめる持続可能な島づくり
　社会情勢や人口構成の変化等に伴い、行政サービスに対する町民のニーズは一層多様化し、行政需要

は増加の一途をたどっています。

　今後も、人材や財源など限られた経営資源の下で、町民の求めるサービスに応えていくためには、町

民との協働や簡素で効率的に機能する組織づくりなど、より質の高い効率的な行財政経営体制の構築が

必要となります。

　また、行財政の経営で最も重要となる「効率的かつ効果的」な財政の推進方針として、公共施設等の

整備・更新に当たっては、将来の人口推計を踏まえた需要予測による整備後の活用方策、維持管理費の

見通しについて必要な精査・検証を行った上で判断します。非施設系については、経営的な視点を取り

入れ、計画的な執行管理と財務情報に関する説明責任の充実による業務全体の可視化に努めます。

　上述を踏まえ、以下の４つの視点から、町民サービスの向上と健全な財政運営の確保を図り、将来に

向けて持続可能な行財政経営を推進していきます。

≪　行財政経営の４つの視点　≫

町民のニーズに応えることができる組織づくりと職員の育成
１　社会の変化に対応できる組織づくり及び人材の育成による町民サービスの向上
２　行政のデジタル化による町民サービスの向上

効率的で効果的な行財政経営を行う
３　持続可能な財政運営
４　公共施設マネジメント
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資料：総務省 _地方財政状況調査 _決算状況調

資料：沖縄県 _市町村税徴収実績
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現状と課題現状と課題
　社会の変化に対応できる組織づくり
　　◆ 多様化・複雑化する町民ニーズへの対応や、法律や制度の改正、地方分権の推進に伴い役場の業

務量は更に増加することが見込まれます。他方で、職員数の減少により職員一人当たりの負担が

大きくなる中、長時間労働の是正に伴い高い生産性が求められています。

　　◆ ワーク・ライフ・バランスの実現に向け、長時間労働の是正や柔軟な働き方に対応できる組織へ

の改編など働き方改革の取り組みが、全国の各自治体で進んでいます。本町の取り組みとしては、

職員の生活状況や業務に応じた勤務が可能となる時差出勤制度を導入しました。

　　◆ 部分最適に陥らないよう、各課の取り組み状況を全庁的に共有する取り組み等を行っていく必要

があります。

　人材の育成
　　◆ 令和 2 年住民アンケートによると、行政に対する満足度が 62.4％となっております。

　　◆ 町民の町政に対する理解と信頼を高めるためには、職員一人ひとりが行政のプロとして自覚と責

任を持ち、自ら考え行動することが重要となります。

　　◆ 各分野における住民の目線に立った行政サービスの提供に向けて、継続的に業務の改善に取り組

む必要があります。

町民のニーズに応えることができる組織づくりと職員の育成

1．�社会の変化に対応できる組織づくり及び
人材の育成による町民サービスの向上

資料：総務省 _地方公共団体定員管理関係資料
　　　総務課資料 _沖縄県調査 _臨時・非常勤職員に関する調査
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施策の展開施策の展開
　組織づくり� 総務 � 企画
　　◆ 増加する業務量に対応するため、事務事業の見直しを図るとともに、RPA 等

のデジタル技術の活用による業務の改善、業務量の軽減等を図ります。

　　◆ 新たな業務が生じる場合は、その事務量や運営方法等を十分精査した上で、

必要な人員配置や定員管理に努めます。

　　◆ 役場の恒常的に生じる定型業務のマニュアル化をはじめ、施策・事業・町主

催イベント等の見直しにも取り組むなど、町の振興を図る上で肝要な生産性

の高い業務に職員が集中できる環境づくりに努めます。

　　◆ テレワーク導入や管理職向けのマネジメントスキルに関する研修の実施な

ど、職員のワーク・ライフ・バランス実現のため、個人の置かれた状況に応

じた働きやすい職場の環境づくりに努めます。また、時間の使い方の工夫・

改善により長時間労働の是正に努めます。

　　◆ 業務内容やデータを共有するための仕組みづくり等により、業務の可視化を

図り、質の高い行政サービスの創出につなげていきます。

　人材の育成� 総務 � 企画
　　◆ 町民の多様なニーズに的確に対応できるよう、「人材育成基本方針（仮称）」

を策定の上、政策形成能力や必要とされるスキル・知識が高まる各種研修等

を計画的に実施し、課題を解決する力と意欲を持った職員の育成に努めます。

　　◆ 町の施策や事業については、十分なデータの収集、分析、予測を行い、合理

的な根拠に基づいて事業を推進する、EBPM に取り組み、より質の高い町民

サービスの提供や費用対効果の向上に努めます。

　　◆ 役場の顔となる窓口サービスに関する研修を行い、窓口サービスの向上に努

めます。

目指そう指標目指そう指標

超過勤務時間
職員一人あたり
（年間）

基準値（令和元年） 目標値（令和7年）

57時間64時間

年次有給休暇
消化率

基準値（令和元年） 目標値（令和7年）

40％37％

ワーク・ライフ・バランス
　仕事と生活の調和。や
りがいのある仕事と充実
した私生活を両立させる
という考え方のこと。

部分最適
　全体の中で、一部だけ
が最適な状態になること。
全体最適の反対。

RPA
　ロボティックプロセス
オートメーションの略。
人工知能を備えたソフト
ウエアのロボット技術に
より、定型的な事務作業
を自動化・効率化するこ
と。

EBPM（エビデンス・ベー
スド・ポリシー・メーキ
ング）
　政策等について、経験
や勘、前例、慣習等に頼
るのではなく、合理的な
根拠を基に政策形成を行
うこと。
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現状と課題現状と課題
　行政のデジタル化
　　◆ マイナンバー制度を利用した各種証明書のコンビニ等での交付サービスなど、ICT( 情報通信技

術 ) を活用した取り組みの余地がありますが、中枢をなすマイナンバーカードの普及率が全国と

比較して低い水準にあります。

　　◆ マイナポータル等を活用したオンラインでの新たな行政サービスについて検討が必要となりま

す。

　　◆ 政府機関や企業のサーバー等への不正アクセスや情報漏えいが社会問題となっており、個人情報

など機密性の高い情報の保護に必要な、情報セキュリティの強化が求められています。

　　◆ スマートフォンの急速な普及など、情報通信分野の進展に伴い、様々な場面で決済手段として

キャッシュレス化が進んでいます。

　　◆ 少子高齢化が進行する本町では、行政経営、町民生活など様々な面で解決すべき課題が山積して

います。この課題を解決する際にＩＣＴ等を活用する際は、人を中心とした人に優しいテクノロ

ジーを前提とする必要があります。

　　◆ 書面・押印・対面主義の見直し、情報のデジタル化による業務の効率化といった行政における業

務改善の余地が存在しています。

町民のニーズに応えることができる組織づくりと職員の育成

２．�行政のデジタル化による町民サービス
の向上

久米島町公式ホームページ 久米島町公式ＬＩＮＥ 広報くめじま電子版
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施策の展開施策の展開
　デジタル化の推進� 町民 � 総務 � 税務 � 企画
　　◆ マイナンバーカードの普及促進によるマイナポータルの活用をはじめ、

ICT( 情報通信技術 ) を駆使したインターネット上で利用できる行政サービ

スの導入に努めます。

　　◆ オンラインの手続き等に不慣れな高齢者等への配慮など情報格差対策を図り

ます。

　　◆ 研修等による職員のデジタルリテラシー向上に努めつつ、情報セキュリティ

対策に万全を期し、情報資産の保護を推進します。

　　◆ 使用料、手数料や税の支払いにおいて、電子マネーやクレジット等による

キャッシュレス化を推進します。

　　◆ 誰もが自分らしく生きられる共生社会の実現に向けて、既存の社会関係資本

との必要な連携も図りつつ、地域の実情や課題に応じた人に優しいテクノロ

ジーの活用を推進します。

　　◆ 行政が持つデータについて、国が示す推奨データセットに指定されたデータ

の公開を進めるなど、オープンデータの推進に努めます。

　　◆ 書面・押印・対面主義の見直し、デジタル化等による業務効率化に努めます。

　業務の効率化� 総務 � 企画
　　◆ デジタルトランスフォーメーション (DX) を全庁的な取り組みとして計画的

に推進するため、大局的な視点から各課の取り組みを有機的に連携させる組

織づくりと推進計画（方針又はアクションプラン等）の策定に努めます。

　　◆  ICT 関連技術導入前の、各課の業務量や業務フローを把握した上で、デジタ

ル化を行うことで、慣習等による事務形態を改善するとともに、職員を定型

的な業務から解放し、思考的な業務に注力できるよう努めます。

目指そう指標目指そう指標

マイナンバー
カード
の普及率

基準値（令和2年） 目標値（令和7年）

100％14％

電子決裁率
基準値（令和2年） 目標値（令和7年）

50％ー

キャッシュレス
　現金ではなく、クレジッ
ト・電子マネーなどを利
用して支払いや受け取り
を行うこと。

テクノロジー
　科学技術。科学的知識
等を応用する方法のこと。

デジタルリテラシー
　デジタル技術を十分に
使いこなせる能力。

共生社会
　誰もが生き生きと人生
を送ることができる社会・
さまざまな人々の能力が
発揮されている社会のこ
と。

社会関係資本
　 社 会 や 地 域 に お け る
人々の信頼関係や結びつ
きを表す概念のこと。

オープンデータ
　インターネットなどを
通じて誰でも自由に入手
し、利用・再配布できる
データの総称のこと。

デジタル・トランスフォー
メーション (DX)
　ICT( 情報通信技術 ) が
社会のあらゆる領域に浸
透することによってもた
らされる変革のこと。

※令和 3 年度より集計開始のため基準値の設定はありません。
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現状と課題現状と課題
　財政の運営
　　◆ 本町の平成 27 年度と令和元年度の決算を比

較すると、歳入の根幹である町税収納額は約

６千万円増加しています。他方、歳出では物

件費のうち、委託料が約２.8 億円と大きく増

加したものの、公債費を 2.1 億円抑制したこ

とで収支の均衡を保っています。

　　◆ 全国における各自治体の財政状況を判断する

本町の経常収支比率 96.5％（令和元年度決

算）は、沖縄県内 41 市町村中 39 位となっ

ており、財政の硬直化が進み、弾力性の乏し

い財政状況にあります。

　　◆ 厳しい財政状況の中、一層特色のある島を実

現するためには、総花的な施策ではなく、選

択と集中の考え方の下、戦略的に経営資源（ヒ

ト・モノ・カネ）を投入する必要があります。

　　◆ 本町の各公共施設は、老朽化が著しい状態と

なっています。特に喫緊の課題である学校教

育施設に、耐震補強や長寿命化を施す必要が

ありますが、多額の費用を要することになり、

将来的な負担の増加が懸念されます。

　　◆ 今後予定されている大規模な公共施設の整備

費用に充てる起債（借入金）の返済が将来の公債費を押し上げることが想定される一方、人口減

少や少子高齢化等の深化を背景に、税収の減少と社会保障関連費用の増加が見込まれることから、

深刻な財政難に陥ることが予想されます。

　収納強化・自主財源の確保
　　◆ 令和元年度における町税収納額は約７億円、収納率は 96.0％となっています。今後も持続可能

な財政運営を行うために、高い収納率を維持しつつ、歳入の維持又は増加を図る必要があります。

効率的で効果的な行財政経営を行う

３．�持続可能な財政運営

資料：総務省 _地方財政状況調査 _決算状況調

資料：総務省 _地方財政状況調査 _決算状況調
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施策の展開施策の展開
　財政運営� 企画
　　◆ 予算編成については、前例・横並び主義からの脱却を前提に費用対効果を不

断に検証し、施策の方向性を明確にした上で、真に必要な取り組みに柔軟か

つ重点的に経営資源（ヒト・モノ・カネ）を投下する仕組みを構築することで、

実効性を一層高めつつ、不要不急な経費等の削減に努め、経常収支比率の改

善や弾力性のある財政運営に努めます。

　　◆ 喫緊の課題である学校教育施設全般について、今後の施設の在り方を十分に

検討した上で耐震補強や長寿命化等を推進します。

　　◆ 実質公債費比率は、比率を下げることのみに依拠せず、財政の悪化を早期に

発見し未然に対策を講ずることに注力する他、交付税措置（補填）のある有

利な起債（借入金）の選択など財政負担の軽減に努めます。

　収納強化・自主財源の確保� 税務 � 総務 � 企画 � 福祉 � 水道
　　◆ 税及び税外債権の収納率を向上させるとともに、使用料等の受益者負担の適

正化、未利用地の売却や有効活用の推進など、積極的に自主財源の確保を図

ります。

　　◆ 徴収や滞納整理に関する高い知識を有する人材の育成のため、職員研修の充

実強化に努めます。

　　◆ ふるさと納税への取り組みをより一層強化し、返礼品等による地産外消の相

乗効果として、販路拡大と久米島町の知名度アップに努めます。

目指そう指標目指そう指標

経常収支比率
基準値（令和元年） 目標値（令和7年）

87.5％96.5％

実質公債費比率
基準値（令和元年） 目標値（令和7年）

5.8％6.2％

公債費
　地方公共団体が発行し
た地方債 ( 借入 ) の元利
償還等に要する経費のこ
と。

経常収支比率
　地方公共団体の財政構
造の弾力性を判断するた
めの指標で、地方税、普
通交付税を中心とする毎
年度経常的に収入される
一般財源が、人件費、扶
助費、公債費のように毎
年度経常的に支出される
経費に、どの程度使われ
ているかという割合のこ
と。

実質公債費比率
　地方公共団体の一般会
計等が負担する元利償還
金及び準元利償還金の標
準財政規模を基本とした
額に対する比率のこと。
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現状と課題現状と課題
　公共施設等の老朽化
　　◆ 過去に整備された公共建築物、各種インフラ資産の供用開始から一定の期間が経過し、老朽化が

進んでいます。

　　◆ 施設等を適切なタイミングで改修・更新（建替）を行うことは、町民の安全・安心な行政サービ

スを提供する上で重要な課題となります。

　公共施設等整備に要する更新費用
　　◆ 公共建築物、インフラ資産を含めた公共施設全体の今後 50 年間（2015 年～ 2065 年）で要す

る更新費用 ( 試算 ) は、総額約 666 億円、年間約 13 億円に上ります。これは、公共施設等を定

期更新した試算であり、維持管理費を含めると、試算以上の維持管理コストが必要となります。

効率的で効果的な行財政経営を行う

４．�公共施設マネジメント

資料：久米島町公共施設等総合管理計画（公共建築物とインフラ資産の年度別更新金額）
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施策の展開施策の展開
　公共施設等の集約・複合化、整備・更新� 企画
　　◆ 必要な施設の新設や既存施設の建替が必要となる場合、効率的な運営と利用

者の利便性向上、財政負担の軽減等のために、全庁連携して類似の機能等を

有する施設を集める「集約化」や、施設の余剰スペースに異なる用途の施設

を同居させる「複合化」等に努めます。

　　◆ 施設等の整備・更新・大規模改修に当たっては、将来の人口推計を踏まえた

需要予測による整備後の活用方策、維持管理費の見通しについて十分に精査・

検証を行います。

　公共施設等の長寿命化� 企画
　　◆ 本来の耐用年数を超えて使用できるよう、長寿命化工事を行い、建替に要す

る工事費の縮減による、財政負担の軽減を図ります。

　民間活力の導入推進� 企画
　　◆ 公共施設等の余剰スペースの有効活用を図るため、行政財産の一部を民間事

業者に貸し付け、民間事業者が施設を運営するなどといった、トライアルサ

ウンディングを推進します。

　　◆ 整備・更新・大規模改修が必要とされた施設等については、民間事業者の経

営ノウハウや技術的能力、資金等が活用できる PPP/PFI 手法の導入を検討

し、低廉かつ質の高い公共サービスの向上に努めます。

目指そう指標目指そう指標

公共施設等
延床面積

基準値（令和2年） 目標値（令和7年）

9.4万㎡9.5 万㎡

PPP/PFI 等、
民間活力を

新規に活用した施
設・エリア数

基準値（令和2年） 目標値（令和7年）

3件0件

トライアルサウンディング
　公共施設等の暫定利用
を希望する民間事業者を
募集し、一定期間、実際
に使用してもらう制度の
こと。

PPP
　パブリック・プライベー
ト・パートナーシップの
略。公共サービスの民間
開放。行政が民間の事業
者と協力し、公共サービ
スのうち民間でできる事
業はできるだけ民間に委
ねようとする枠組み。公
民連携のこと。

PFI
　プライベート・ファイ
ナンス・イニシアティブ
の略。民間資金を活用し
た公共施設整備。公共事
業・公共工事に民間の資
金やノウハウを導入し、
経費の節減やよりよい公
共サービスの提供を図る
手法のこと。



住民アンケート 結果 ⑨
久米島町 行政サービス  編

Q．役場での手続きなど、
　　職員の対応についてどう感じますか？

・  1 位：やや満足　43％
・  2 位：やや不満　21％

満足
20％

やや満足
43％

やや不満
21％

不満
9％

わからない 7％

Q．久米島の人口減少に歯止めをかけるために重要な取組みは？

・  1 位：島の資源を活用した新たな仕事づくり 189 名
・  2 位：通院など、医療保険体制の充実            172 名
・労働環境や給与などの待遇改善　　　                               161 名
・島外への移動における交通費負担軽減                               150 名

0 25 50 75 100 125 150 175 200

　役場職員の対応については、「満足」および「やや満足」の合計が6割を超え、比較的満足
度が高い結果となりました。
　理由をみると、実際に丁寧に対応された経験のある意見が多くみられました。しかし、窓
口での声掛けを望む意見や、デジタル化に対する要望も多くみられました。そのため、さら
なるサービス向上が求められています。
　総合計画では、人口8,500人を目標として掲げています。しかし、現在人口は減少傾向に
あり、必要な取組みとして「島の資源を活用した新たな仕事づくり」「通院など、医療保険
体制の充実」に対する意見が多くあがりました。夢つむぐ島の実現に向けて、行政と町民が
一丸となって島づくりに取組んでいく必要があります。

みなさんの声

久米島の未来のために、まずは行政職員が同じ目標を持ち、
固定概念を打破して、町民を引っ張ってくれる存在になって
くれたら、すごく変わって魅力のある島になるのではないか
と思います。（40代女性）

アナログが多いが、デジタル化してきているのでこれからに
期待する。（30代男性）

アンケートにて満足・不満などを住民と共有し、大きな島改
革をしてほしい。報告を楽しみにしています。（60代男性）

パソコンに向かっている職員が多く声をかけづらい。住民か
ら声をかけてはじめて対応する場合があるので、声掛けがほ
しい。（60代女性）

丁寧にわかりやすく案内して頂けるので助かっています。
（30代女性）
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SDGs�施策対応表
　後期基本計画の 44 の施策及び行額大綱‐行財政経営‐に対応するＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）

を次に整理します。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

1 出産できる島の実現 ● ● ● ● ● ● ●

2 出産サポートの充実 ● ● ● ● ● ● ●

3 子育て支援体制の充実 ● ● ● ● ● ● ●

4 子どもの遊び場の充実 ● ● ● ● ● ●

5 発達障がい児の支援充実 ● ● ● ● ● ●

6 子ども健康プロジェクトの推進 ● ● ● ● ●

7 幼児教育の充実 ● ● ● ● ● ●

8 小中学校教育の充実 ● ● ● ● ● ● ●

9 高校教育の充実 ● ● ● ● ● ●

10 文化・社会教育環境の充実 ● ● ● ● ● ●

11 生涯学習体制の充実 ● ● ● ● ● ●

12 連携する産業振興体制づくり ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

13 くらしの立つ農業地域づくり ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

14 多面的な漁業の振興 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

15 製造業の振興 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

16 商業・サービス業の振興 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

17 働きやすい職場環境の整備 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

働く

生まれる

施策の柱

学ぶ

育つ
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

18 交通の便利な島づくり ● ● ●

19 安全な水の安定供給 ● ● ● ● ●

20 ゴミのない島づくり ● ● ● ● ● ●

21 環境を守る下水道・し尿処理 ● ● ● ● ● ●

22 安心して暮らせる島づくり ● ● ● ● ● ● ● ● ●

23 災害に強い島づくり ● ● ●

24 快適な住環境づくり ● ● ● ● ● ● ● ●

25 島民の健康づくり推進 ● ● ● ●

26 スポーツ・レクリエーションの振興 ● ● ● ●

27 福祉の充実 ● ● ● ● ●

28 多様なニーズに応えられる町づくり ● ● ● ●

29 高齢者の生きがいある暮らしづくり ● ● ● ● ● ●

30 高齢者の健康増進 ● ● ● ● ●

31 高齢者が安心して暮らせる島づくり ● ● ● ● ●

32 新しいビジネスの創出 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

33 未来を見据えた人材育成 ● ● ● ● ● ● ● ●

34 伝統文化の継承と文化遺産の保護・活用 ● ● ● ● ● ● ●

35 食糧自給率の向上 ● ● ● ● ●

36 再生可能エネルギーによるエネルギー自給率向上 ● ● ● ● ● ● ●

37 島の豊かな自然資源の保護・活用 ● ● ● ● ● ● ●

38 連携する総合計画推進 ● ● ●

39 住民にわかりやすく効率的な行財政運営 ● ● ●

40 久米島らしいライフスタイル・ブランドの確立 ● ● ● ● ● ● ● ●

41 情報発信力の強化 ● ●

42 交流文化の推進 ● ●

43 観光の振興 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

44 移住定住促進体制の充実 ● ● ● ●

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

1
社会の変化に対応できる組織づくり及び人材の育成に
よる町民サービスの向上

● ● ● ● ● ● ●

2 行政のデジタル化による町民サービスの向上 ● ● ● ● ●

3 持続可能な財政運営 ● ● ● ● ●

4 公共施設マネジメント ● ●

行革大綱
(行財政経営)

行財政経営の4つの視点

島を訪れる
島に帰る

次世代

老いる

暮らす

施策の柱
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久米島町振興計画審議会
所属 職名・経歴 委員氏名（敬称略）

沖縄国際大学 教授 前村　昌健

琉球大学 准教授 小島　肇

久米島町教育委員会 委員 儀間　啓子

久米島町農業委員会 委員 大城　将司

久米島商工会 会長
嘉手苅　一（第1回、第2回）

大道　敦（第3回）

久米島町観光協会 会長 比嘉　護

ＪＡおきなわ久米島支店 支店長
大田　喜信（第1回、第2回）
仲村渠　勝（第3回）

久米島漁業協同組合 代表理事組合長 田端　裕二

久米島紬事業協同組合 理事長 松元　徹

沖縄振興開発金融公庫 課長 池添　昭二

ドリー部チャレンジ つなぐぅ代表 儀間　一美

産業振興課 課長 佐久田　等

商工観光課／出納室 室長 當間　直也

教育課／商工観光課 課長 濱元　尚哉

福祉課 課長 上原　あゆみ

議会事務局 事務局長 吉永　千枝美

町民課 課長 吉永　みゆき

○久米島町振興計画審議会規則（抜粋）

 ( 趣旨 )

第１条　この規則は、久米島町附属機関の設置に関する条例 ( 平成 14 年久米島町条例第 19 号 ) 第３

条の規定に基づき、久米島町振興計画審議会 ( 以下「審議会」という。) の組織及び運営に関し必要

な事項を定めるものとする。

( 審議事項 )

第２条　審議会は、町長の諮問に応じて、次の各号に掲げる事項を調査し、審議する。

(1)　総合計画策定に関する事項

(2)　国土利用計画策定に関する事項

(3)　景観計画策定に関する事項

(4)　前各号に掲げるもののほか、町長が必要と認める事項

- 以下省略 -
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計画策定の経過
年 月 会議名等 内容

2020
（令和2）

9
第1回�球美トーーク

（職員ワーキンググループ）

次の5年間に向けて、どのような計画
づくりを進めていくか、若手職員で議論
しました。

10

町民アンケート調査
町民が日頃感じている、久米島での暮ら
しの満足度や役場に求めることを調査し
ました。

学生アンケート調査
中学生・高校生が思い描く、将来の久米
島、仕事、暮らしについて調査しました。

経済団体ワークショップ
（観光協会、漁協、商工会、紬組合）

産業分野の立場や視点から、島の現状や
課題、将来の仕事や暮らしのあり方を議
論しました。

11

第2回�球美トーーク
（職員ワーキンググループ）

これまでの10年間を振り返り、これ
までの成果や課題を共有し、次の5年・
10年の島づくりの方策を検討しました。

経済団体ワークショップ
（農協）

産業分野の立場や視点から、島の現状や
課題、将来の仕事や暮らしのあり方を議
論しました。

第1回�久米島町振興計画審議会
前期基本計画及び総合戦略に関する評価
と検証を行いました。

12 町民ワークショップ
「“稼げる島″になるために」をテーマに、
産業活動の実態や課題、今後取り組むべ
きことを議論しました。

2021
（令和3）

2
第3回�球美トーーク

（職員ワーキンググループ）
次の5年間における「施策展開」と「目
指そう指標」を検討しました。

4 第2回�久米島町振興計画審議会
これまでの成果をとりまとめた後期基本
計画（素案）を確認しました。

6 第3回�久米島町振興計画審議会 後期基本計画の最終案を確認しました。
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第１回第１回
２０２０.９.２９（火）　１８:００～２０:００２０２０.９.２９（火）　１８:００～２０:００

参加者：２１名（４グループ）参加者：２１名（４グループ）久 米 島 の未 来を考える若手 検 討 組 織

次の目玉となる施策は？次の目玉となる施策は？
島全体で共有するには？島全体で共有するには？
つくるプロセスは？つくるプロセスは？
使い方・見せ方の工夫は？使い方・見せ方の工夫は？

久米島の未来
は

こう創ろう！

広報くめじま 2020 年 11 月号掲載
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久米島紬事業協同組合久米島漁業協同組合

久米島町観光協会 久米島商工会

ー島人みんなで織り上げる未来ーー島人みんなで織り上げる未来ー

✓観光全般の満足度向上！
✓現状評価の共有と相談し合える関係性の構築
✓「久米島ならでは」をつくる　

✓深層水を活用して養殖の生産拡大　
✓教育との連携で将来の担い手に繋げる！
✓環境保全や資源の管理

✓文化財として守る・産業として発展する
✓全てを作り上げる織子の気持ちも大切に
✓島民にもっと愛され、発信力も up！

✓島内の技術を高めて島に売上を！　　
✓都市とのネットワーク強化で情報収集・拡散
✓新たな視点も交えた商品開発をする

２０２０.１０.２６（月）　１６:００～１８:００２０２０.１０.２６（月）　１６:００～１８:００
参加者　：２２名（住民・町役場職員）参加者　：２２名（住民・町役場職員）
参加団体：参加団体：久米島町観光協会、久米島町観光協会、久米島漁業協同組合久米島漁業協同組合
　　　　　　　　　久米島商工会、久米島商工会、久米島紬事業協同組合久米島紬事業協同組合
         JAおきなわ久米島支店（後日個別開催）         JAおきなわ久米島支店（後日個別開催）

開催報告

町民ワークショップの開催について町民ワークショップの開催について
ご来場お待ちしております♪

広報くめじま 2020 年 12 月号掲載
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久 米 島 の未 来を考える若 手 検 討 組 織

JAおきなわ久米島支店

第22回

ー島人みんなで織り上げる未来ーー島人みんなで織り上げる未来ー島ー島島ー島ー島人島人島人人島人島人 なんななんなんななで織織なで織で織ななななんみんみみんみん人 んんんん 織りり織り織り織織織りりり上げり上げり上げりりりり 未未来未未来未来来来来ー来ー来ー来来来来げげるるげるげるげげげげるるるー島人みんなで織り上げる未来ーー島人みんなで織り上げる未来ー
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若手世代､子育て世代の目線で語り合いました。
参加者には移住者も多く、久米島ならではの
　　　　　　　　　　地域性についても話題が
　　　　　　　　　　広がりました！

teamヤング

これまで、島の産業の中核を担ってきた世代を中心に
語り合いました。次の世代でさらなる盛り上がりを見せ
るためのカギとは何か、様々な
意見が飛び交いました！

teamアダルトProgramProgram
●総合計画とは？計画づくりの歩み
●久米島町の人口・経済・産業の実態
　 グループワーク
●アイスブレイク（自己紹介）
　　私は〇年前に移住or帰ってきました！
　　当時と現在の島の印象は…??
　　現在のお仕事は…
●テーマトーク
●発表・まとめ

子ども達が夢を持って
島に帰ってこれる
ようにしたい！

自然環境を守りながら
ビジネスにつなげたい

海洋深層水の可能性を
大人達がもっと知るべき

若手が島に帰ってきて
起業し始めている！

部屋探しに移動手段の準備、、、
新生活のハードルを下げる
待遇があると助かる！

挑戦や専門化
しずらい空気があるかも…？

週6労働
多い…？

事業所間の連携で
輸送コスト減＆新商品開発

久米島の強みを認識！
島の資源を活かした
事業を検討

後継者育成に力を入れて
世代交代！　

やっぱり、気力と
行動力は大事！　

「今のままでいい」という
意識をなくす　

人との結びつきが強いのは魅力的だけど、
競争原理が働きずらい…？　

他業種見学で
情報交換　

まずは島暮らしを

振り返って…

ビジネスコンテストで
競争心UPとかどう？

ビジネスコンテストで
競争心UPとかどう？ 視点が全然違う！

視点が全然違う！

　同じテーマながら、それぞれのチームで深まった
話題の違いもあれば、共通して認識している課題もありました。発表では、互いに前のめりになり、最後まで白熱した時間となりました！

ー 島 人 み ん な で 織 り上 げ る 未 来 ーー 島 人 み ん な で 織 り上 げ る 未 来 ー

町民ワークショップ　開催報告

２０２０．１２．１９（土）　１４：００～１６：３０
 場所：具志川農村環境改善センター

久米島町では、次年度に始まる第２次久米島町総合計画
の後期基本計画と、総合戦略を一本化した新たな計画を策
定中です。
　「“稼げる島”になるために」をテーマに、久米島町の産業
活動における実態や課題、今後取り組むべきことについて
語り合いました！

今回は感染症の感染拡大防止の観点から、少人数での
ワークショップとして開催いたしました。何卒、ご理解の程
よろしくお願いします。

意見が飛び交いました

の目線で線で語り語り合い合いまました。
多く 久米島ならではの

と うう「今「今のまのままでいい」という
意識をなくす　意識をなくす　
「今 ままま と「今のままま と

広報くめじま 2021 年 2 月号掲載



142

基
本
構
想

行
革
大
綱

参
考
資
料

後
期
基
本
計
画
（
総
合
戦
略
）

生
ま
れ
る

育
つ

学
ぶ

働
く

暮
ら
す

老
い
る

次
世
代

島
を
訪
れ
る
、島
に
帰
る

学生アンケート
将来の久米島での居住について/島で暮らすために重要なことについて将来の久米島での居住について/島で暮らすために重要なことについて

0 50 100 150 200 250

201

130

82

82

60

41

36

29

25

24

23

住民アンケートと同じように、
仕事の選択肢が広がることが
重要視されている！

働く場所が多い
本島との交通が便利
子育てがしやすい

医療体制・健康づくりが充実している
自然が豊か

教育が充実している
その他

歴史や伝統を大切にする
地域のコミュニケーションが活発

交通安全・防犯などの安全性
災害に強い

半数が将来的に島外で生活する
ことを想定している

どちらかというと
暮らしたくない

25%

25%

13%
その他

無回答：1%

暮らしたい
36%

暮らしたいが
難しいと思う

その他の意見
●一度外に出て、戻ってきたい
●まだわからない
●これからの島次第　　  など

その他の意見
●娯楽や買い物できる
　場所がある
　　　　　　　　  など

住民アンケート

島の暮らしの満足度について島の暮らしの満足度について
事件事故の話をあまり聞かない。顔見知りも多く、安⼼して暮らせる。

島内に産婦人科が無く、お産や不妊治療ができない。島外への通
院は、⾦銭⾯や精神⾯、緊急時への不安が大きい。　　　　

協力的・親切な人が多く、交流しやすい。程よい距離感。

⾃然の中で遊べる場所が多く、⼦育て環境としてよい。

⾼校魅⼒化プロジェクトの活動は良いと思う。

役場は、以前に比べて丁寧な対応をする人が多くなった。

満足の声

不満の声

1

2

6

自家用車が必須だが、渋滞が無くて快適。5

 10

 12

4

担当者がいないと再度来庁しないといけない…。
複数で手続きが行えるようにしてほしい。

3

3

ゴミの投棄が多い。自然保全にもっと力を入れるべき。4

移住者の住む住宅の確保や、情報収集が難しい。8

津波などの災害発⽣時の避難場所や、流通がストップした際の
備蓄が不安。防災情報が少なく、意識も低め。

9

児童数が少なく、子ども同士が切磋琢磨し合える環境ではない。
 10

選択肢が限られ、条件に合う・やりたい仕事が見つけにくい。 110% 20% 40% 60% 80% 100%

79%

69%

62%

56%

53%

50%

45%

42%

40%

34%

22%

18%

5%

10%

7%

6%

8%

15%

7%

24%

13%

17%

16%

19%

16%

22%

31%

38%

38%

35%

48%

34%

47%

49%

62%

63%

①
②
➂
④
➄
➅
➆
➇
⑨
⑩
⑪
⑫

治安
地域交流

役場での対応
自然、文化

車やバス等の移動
子どもの遊び場

高齢者
移住者の住みやすさ

防災
教育環境

仕事の種類
産前産後

満足・やや満足 やや不満・不満わからない

住民）
学生）

住民）
学生）

住民）
学生）

■実施期間：

■対象　　：

■回収方法
　 /回収数 ：

2020年10月1日～23日（世帯配布・WEB）
各学校で10月中に実施

久米島町在住、または久米島町出身の方
久米島町の全中学生、高校生

郵送、WEBでの回収/482件（郵送：321件、WEB：161件）
学校で回収/394件（中学生：200件、高校生：194件）

　久米島町では、次年度に始まる第２次久米島町総
合計画の後期基本計画と、まち・ひと・しごと総合戦
略を一本化した新たな計画を策定中です。
　昨年10月に実施したアンケート（住民意向調査）結
果の中から、一部をご紹介します。

ー島人みんなで織り上げる未来ー

アンケート結果のお知らせのお知らせ住民
学生

概要版
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「生まれる」世代のために
施策の展開

目標達成指標

施策の展開

目標達成指標

「島を訪れる」「島に帰る」人のために 久米島らしいライフスタイルブランドの確立

• 経済5団体と連携して、久米島らしい新商品の開発をする。
• 久米島ファンを増やすためにHP、SNS等の情報発信を強化する。
• 久米島ファンクラブ等の交流を増やす。

ふるさと納税の寄付額（魅力的な商品開発&久米島ファンの獲得）

施策の展開

目標達成指標

「働く」世代のために 連携する産業振興体制づくり

ワーキングホリデーや様々な体験（お試し農業や漁業）を通して、
久米島への移住を推奨する。

島外からの新規就業者数　　体験人数

出産休暇が取れず、仕事をやめなければならない。
仕事をやめずに出産できる環境を作るため、事業所等に働きかけ
ていく。

出生数　（年間100人を目指す）

「暮らす」すべての世代のために ゴミのない島づくり

• 家庭ゴミ排出の削減を目指し、ごみの分別を細分化する。
• 町民へゴミ分別の啓発活動を推進する。
• 処理施設の環境を整える。

家庭ゴミ排出量　　ゴミ分別に対する周知活動数

施策の展開

目標達成指標

「学ぶ」世代のために 幼児教育の充実

• 幼児教育関係者（保育園の先生、各教育機関）の研修。
• 親の気づきにつなげるよう、参加しやすい勉強会の実施。
• 現場の声がきける環境づくり。（当事者目線の課題）

学力テスト県内順位　　久米島高校進学者数　　子育て世帯の移住者数

施策の展開

目標達成指標

出産でサポートの充実

Aグループ

Bグループ

Cグループ

Eグループ

Dグループ

久 米 島 の 未 来 を 考える 若 手 検 討 組 織

２０２1．２．１０(水)　１４：００～１６：３０２０２1．２．１０(水)　１４：００～１６：３０
参加者　：１５名（５グループ）参加者　：１５名（５グループ）

第33回

ー島人みんなで織り上げる未来ーー島人みんなで織り上げる未来ー

　久米島町では、2021年に始まる第２次久米島町総合計画の後
期基本計画と、総合戦略を一本化した新たな計画づくりに取り組ん
でいます。
　今回は、職員研修の講師である浦野先生（あしコミュニティ研究
所）もリモート参加で、若手職員の議論を見守りました。

WORK：次の5年間における施策内容 & 目標達成指標は何で評価する？WORK：次の5年間における施策内容 & 目標達成指標は何で評価する？

グループごとに８つの島づくりの目標を分けて、その中でも重要だと考える施策内容
（アイデア）を検討！その一部をご紹介します。

※
目標達成指標目標達成指標とは？とは？
総合戦略の役割で、
目標を定量的にすること
で、達成状況をよりわかり
やすくするものです。

※
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• ビジネスコンテストの開催、事業所支援、エコシステムの確立。
• ワーケーション環境整備（構築）の支援と誘致。
• 深層水の取水量の増加。
提案型新規ビジネスの公募　ワーケーション目的の入域者数　深層水を活用した新規事業数

施策の展開

施策の展開

「暮らす」すべての世代のために 島民の健康づくり推進

• 特定検診受診率増加を目指し、受診勧奨！受信しやすい環境を
　整える。
• 町民が安心して生活できるよう、歯科医院や専門診療科を
　誘致する。

健診受診率　　歯科医院設置数　　LHRカード所持者数

施策の展開

「育つ」世代のために 子育て支援体制の充実（心に時間とゆとりを）

• 家庭環境によって子どもの可能性を無くさないよう、
　支援を充実する。
• 子育て教室の開催（基礎編、応用編）。
• 土日保育の実施。　　• 子育て支援課の新設。

支援満足度（目標100％！まずは60％以上）

施策の展開

高齢者が安心して暮らせる島づくり

車の免許を返納したら移動が難しくなる。
→コミュニティバスの導入や町営バスのルートを見直して、
　移動しやすくする。

施策の展開

高齢者のバス利用満足度

「次世代」のために 新しいビジネスの創出

目標達成指標

目標達成指標

目標達成指標

目標達成指標

目標達成指標

施策の展開

目標達成指標

「生まれる」世代のために

島外で出産しなければならない為、経済的・精神的不安が大きい。
負担の軽減策として、出産助成金を継続する。

出産できる島の実現

出産助成金により支援した人数

Aグループ

「老いる」世代のために
免許返納しても外出して欲しい世代

Eグループ

Bグループ

Cグループ

Dグルー
プ

「働く」世代のために 多面的な漁業の振興

漁業経営者の増加を図るために、担い手の育成・確保に取り組む。
短期雇用、お試しなど、新規就漁者が参入しやすい環境づくりなど。

新規就漁（しゅうぎょう）者数　　加工品の販売額

他にも施策（アイデア）がたくさん！他にも施策（アイデア）がたくさん！

久米島町ホームページに掲載
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